















































犬とハサミは使いよう2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　それは偽いつわらざる信念であり、覚悟であり、生き様である。

　本があるなら、生きていられる。本が無ければ、死んでしまう。

　産うぶ湯ゆの代わりに本につかり、おしめの代わりに本を使い、よだれ掛けの代わりに本を使って育って来た。

　なんてことはなく、そんなもったいないことは紙に誓ちかって絶対にないのだけど、しかし本と共に生きて来たことは、まぎれもない事実である。

　いつ本を読み始めたのかは覚えていない。

　覚えていないくらいに、昔だったのだろうか。

　本を読むという行為そのものが、遺い伝でん子しに刻きざまれていたのかも知れない。

　俺が本を求める衝しよう動どう、その強さは、そうでもなければ説明がつかない。

　俺の存在は常に本と共にある。

　これまでも、そしてこれからも。

　そのつもりだった。

　それが俺の生き方だと、そう信じていた。




　しかし、俺は一人の作家に出会った。

　俺が読んできた本の、その先にいる人間を見た。

　作家。本の書き手。本の担にない手て。本の創造主。

　これまで多くの物を与えられ、しかし触れることのなかった、その存在に。

　それは俺と同じ人間で、同じように悩み、惑まどい、願い、求め、そして戦う、そんな存在なのだということを思い知った。

　読む、という行為の反対側に。

　書く、という行為があること。

　そんな当たり前のことにようやく気がついた。

　俺は今まで数え切れないほどの本を読んで来た。

　しかし、本の先にいる人の想おもいを読むことが出来ていたのだろうか。




「確かに、読むだけなら猿でも出来るわよね」

『いや、猿はどうなんだ？』

「犬でも出来るわね」

『……言いたいことがあるなら、はっきり言えよ、な？』




　作者には、作者の想いがある。

　きっと、読者に伝えたいことがある。

　作家でない俺には、それを知ることは出来ないけれど。

　読んで読んで読み続けていれば。

　いつか作者の想いに辿たどり着つけるのかも知れない。

　そう願うことが、読書の一つの形。

　そう思うことが、読者の一つの夢。

　ただ本を読むだけでは終わらない、俺の目指すべき場所。




「別に、何かを伝えようとか考えて書いてはいないんだけどね」

『そうか？　俺はいろいろとお前から貰もらっているよ。攻こう撃げきとか、虐ぎやく待たいとか、悪口とか』

「それは、追加オーダーってことでいいのよね？」

『違うよ？　何で今ハサミを抜いたの？』




　人は何かを得るために本を読み、

　人は何かを与うために本を書く。

　理由なんて決まっていない。

　星の数ほど理由があって、星の数ほど想いがある。

　本を読むことで、何を得て、何を知り、何に変われるのか。

　何一つ分からないまま本を読む。

　明日、また新しい本に出会った時に、新しい何かを得られるように。

　本を読み続ける。




「大丈夫、誰にだって明日は来るのよ」

『だったら俺の分の明日をちゃんと返せよ！　具体的にはそのハサミを今すぐに下ろすんだ！　お前の理性が残っているうちに！』

「アナタが死ぬほど欲しがっている明日は、私が無む駄だに過ごした今日なのよ？」

『もう使っちゃったの!?　俺の明日を!!』




　過去は取り戻せない。

　未来は決まっていない。

　だから現在に絶望はしない。

　これは、そんな物語。
















　　　一一月　五日






「和かず兄にい、朝だよ」

　覚かく醒せいはその声と共に始まる。夢か現うつつか分からない意識の中、俺の名前を呼ぶ声が聞こえる。聞き覚えのある声。ずっとずっと、毎日のように聞いている声。

「ほら、起きないと学校に遅ち刻こくするよ」

「あと五分、いや、あと五日……」

「いくらなんでもそれはひどいよ、和兄」

「ねむい、まだ、おきない」

「和兄、言葉使いが原住民みたいになってきてるよ、早く起きようよー」

「ねむい、おれ、ねむい」

「もう、しょうがないなぁ」

　困ったような、ため息交じりの一言。

「早く起きないと、和兄の部屋の本をア行から順番に燃やしていくよ。作品順が良い？それとも作者順？　いっそ部屋ごと？」

「ぅうおおおおおおおぁッ！！！」

　跳はね起おきる。起きた、もうバッチリと起きた。あまりの衝しよう撃げきに声が裏返ってしまった。

　声の主を睨にらみ付つける。

　何て恐ろしいことを考えるんだ。俺はお前をそんな娘に育てた覚えは無いぞ。

「いきなり何を言い出すんだ、このバカ妹!!」

「だって、和兄ったら全然起きないんだもん」

　もん、とか可か愛わいく言えば俺が納得するとでも思っているんだろうか。

「起きなきゃ学校遅刻するよ？」

「だからって、言って良いことと悪いことがあるだろ!!」

「でも、和兄が言い出したんだよ？　起きない時はこう言えってさ」

　……ソウデシタネ。

　俺がどうしても起きない場合の、最終手段として教えておいたのだった。

　凄すごいぞ過去の俺、バッチリ起きたよ。眠気なんて欠片かけらも残っていない、これなら今すぐにでも爽そう快かいに読書が始められそうだ。でも過去の俺よ、その発言は人としてどうなんだ。本の七罪にバッチリ反してやいませんか？

　釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、ベッドの横に立っている妹の姿を見る。

　我が妹。

　春はる海み円まど香か。

　活発な性格を表しているかのような大きな瞳ひとみ、肩口まで伸びた明るい色の髪かみがところどころ跳ねているのも元気でよろしい。紺を基き調ちようとした中学校のセーラー服の上に白いエプロンを羽は織おっている。

　不ふ肖しようの妹、という訳ではない。むしろこちらが不肖の兄と、そう名乗るべきだろう。

　円香は学校での友人も多いし、教師からの信頼も厚く、クラスを率そつ先せんして引っ張っていくタイプである。体力にも自信があるらしく、部活でも代表選手に選ばれてチームを率ひきいているそうだ。本を読むことしか能の無い俺とは違って、外からの評判も非常に良く、同じ両親から生まれたとは思えないほどに優れた人間である。

　なんだこいつ完かん璧ぺき超ちよう人じんかよ、感じ悪いな。

「そもそも和兄がすぐに起きないのがいけないんだよ？　どうせ昨日も夜よ更ふかしして本を読んでいたんでしょ」

「お前はひょっとしてエスパーか何かなのか？」

　円香め、いつの間に読心術なんていう非現実的な能力に目覚めたのだ。でもそれはちょっと本の中の設定っぽくて良い感じだな！

「分からないわけないでしょ、だってそれって昨日出た新刊じゃない」

　そう言って、枕元に置いてある『運ぶ男』を指差してくる。

　そうだ、昨日はこいつが俺の事を寝かせてくれなかったのだ。ハハハ、中々愛うい奴であったぞ。

「あ、また秋あき山やま忍しのぶの本なんだ。すごいねその人、ついこの間新刊出したばっかりじゃなかったっけ？」

「その通り、凄いだろう」

　まあ、俺が偉えらいわけじゃないんだけどさ。

「そうそう、私もようやく読み終わったんだよ。ええと何だっけ？　そうだ、秋山忍の『大罪シリーズ』だ」

「何だと、それはめでたい！」

　秋山忍、その代表作にして大傑作『大罪シリーズ』。現代の怪物図書。勧すすめた時の円香は若じやつ干かん引きつったような表情をしていた気もしたけど、きっと気のせいだ。

「ど、どうだった？」

「……うん、面白かったよ！」

「そうだろう、そうだろう」

　うんうん、円香にも秋山忍の良さが分かったか。今夜はお赤飯だな。

「それにしても、結構時間がかかったじゃないか」

「無理言わないでよ。和兄じゃないんだから、あんな分厚い本をひょいひょい読めるわけないよ。何なのあれ、本というよりもお弁当箱じゃない」

「バカめ、それがいいんじゃないか」

　兄妹の間で本の話が出来る、こんなに素す晴ばらしいことがあるだろうか。

「で？　ど、どこが良かったんだ、ん？」

　興こう奮ふんして謎なぞの変へん態たい紳しん士しのような口調が出てしまった。なにしろ俺は秋山忍の本のことなら何時間でも話せるのだ。

「何巻の？　何章の？　何ページ目が良かった？」

「ちょっと、和兄。顔が近い、鼻息が荒くて怖いよ」

　円香は赤面しながら顔を背ける。

「ああ、ごめん、ごめん」

　思わず円香に覆おおいかぶさるように身を乗り出してしまった。本のことになると周りが見えなくなるのは悪い癖くせですね。

「ま、まあ、朝ごはんにしようよ、本の話は朝ごはんを食べながらでもいいでしょ？」

　離れても赤面したままの円香。何だこいつ変な奴だな。

「そうだな、朝ごはんを食べながら円香の『大罪シリーズ』の感想を存分に楽しむとしよう、それがいい」

「うん、今日の朝ごはんも私が作ったんだよ！」

　そう明るい笑顔で告げる円香。

「……そうなのか」

　そう沈んだ笑顔で答える俺。

　急転直下、本の話で上がったテンションが一気に下がった。朝ごはん、そうか、朝ごはんか、食べないとなぁ。

「今朝のメニューは何？」

　一応聞いてみたけど、答えは大体予想がつく。『カ』から始まるアレだろ？

「カレー」

　はい正解。

「また!?　またカレーなの!?　うすうす分かってはいたけどさ!!」

「いいじゃん、カレー美お味いしいよ？」

「だからって一か月間連続でカレーなのはどうかと言っているんだ！」

　カレーが朝の食卓に並ぶこと、まさかの一か月連続である。それをクリアしたら百万円貰もらえるとか、そんなテレビ的企画でもないのに、我が家の朝食は一か月も同じです。

「たまにはカレー以外の物を作ろうとか思わないのか？　たとえばハムエッグとかさ」

「和兄がうるさいから作ろうとしたことはあるんだよ？　でもどうしても気づいたらカレーになっているんだよ、おかしいよね」

「おかしいのはお前だ。どういうことだよ、一回お前の調理方法についてしっかりと話し合った方がいいんじゃないか？　変な調理器具でも使ってるんじゃないだろうな？」

「だってカレー好きなんだもん！」

「そういう問題なの!?」

「和兄もカレー好きでしょ？」

「俺は嫌いになったんだ、お前のせいで！」

「食べれば食べるほど好きになる、それがカレーの魔力だよ！」

「食べれば食べるほど嫌いになる、それが俺の現実だよ！」

　一か月連続で朝食にカレーを出されて、嫌いにならない方がおかしい。

　いや、それでもカレーが美う味まいならまだいい、しかし円香のカレーは不ま味ずいのだ。何でだよ、普通カレーってどんな作り方してもそこまで不味くはならない物だろ、むしろどうやったらそんなに不味くなるんだよ！

　カレーってのは確かに根強く愛されている、日本人のソウルフードだけど、しかし魂たましいではどうにもならないことだってある。俺の魂がカレーで汚れてしまっているんだ。

　我が魂、カレーと共に！

「じゃあ、早く来てね！」

　そう言って、白いエプロンの裾すそをなびかせながら円香は俺の部屋を出て行く。

　部屋には円香の残り香だけが漂ただよう。

「……カレーの匂においだ」

　円香が来るたびに部屋がカレー臭くなるのをどうにかして欲しい。

　外ではラベンダーの香水などでごまかしているようだが、家の中ではまるで気にしていない、カレー臭をぷんぷんさせている。それって年頃の娘としてどうなんだ？　好きになった女の子からカレーの匂いがしてきたら、そりゃ千年の恋も冷めるってもんだろ。

　しかし円香は何度も周りの男子から告白されているらしいので、よっぽどカレー臭を隠すのが上う手まいか、あるいは周りにカレー好きが集まっているかのどちらかであろう。

　前にも『学校の先輩から告白されちゃった、どうしよう……』と相談されたことがある。そいつは俺のクラスメートで、円香にはもったいないぐらいの好男子だったから、嬉き々きとして仲を取り持ってやったものだ。

　普段は読まないようなティーン向け雑誌の初デート指し南なん書しよの記事なんか読んで、二人の為ために最善のデートコースなんか考案しちゃったりして、結構苦労した記憶がある。

　それなのに円香の奴は『和兄のバカ！』と言ったっきり、三日間口をきいてくれなかった。ただでさえ不味いカレーが更に不味くなるという追加攻こう撃げきのおまけつきだ。あいつとは結局どうなったんだろう？

　まあ円香の学生生活がどうあれ、今日も食卓には熱々の不味いカレーが並ぶのであり、それを食べる以外に道は無いのである。

　待てよ、ひょっとしてあれはカレーじゃなくてカレ１だったりするんじゃないだろうか。なるほど、それだったらあの不味さもうなずける。うなずけるか？

「……はあ」

　ごちゃごちゃ考えていても仕方がない、既に準備は出来ているらしい。カレーだろうがカレ１だろうが、結局のところ、食べる羽は目めになるのだ。俺に逃げ場無し。




　と、半ば諦あきらめかけながら枕元の目覚まし時計を見ると。

「何だよ、まだこんな時間じゃないか」

　円香が起こしに来るから遅刻ギリギリの緊急的な時間かと思ったけど、まだまだ余裕がある。これならまだ本が読めるな。

　そう思い、読みかけの『運ぶ男』を手に取ろうとした瞬間、ドスドスドスと、扉の外から足音が聞こえて来た。

　そして大きな音と共に開かれる扉。

「ほら犬、行くわよ、準備なさい！」

　しかし現れたのは見知らぬ女性。腰まであるウェーブのかかった黒髪。赤みがかった大きな瞳。黒いコートを着込んだ全身黒色の格好で、俺を射抜くように睨みつける。

「……誰？」

「あら、ご主人様に向かって随ずい分ぶんな口をきくじゃない、この呆犬が」

　女性が右手に持つ銀色のハサミに、窓から入る朝日が反射して眩まぶしい。そして俺の身体からだが小刻みに震ふるえ始めた。何な故ぜだ。

「あぁ？　犬ってなんだよ、犬って！　俺は見ず知らずの人間から犬呼ばわりされる筋合いはないぞ！」

「何を言ってるの、自分の身体を見てみなさいよ」

　汚お物ぶつを見るかのような蔑さげすんだ目でこちらを見下ろすハサミ女。

　俺の身体が何だって言うんだ？

「……あれ？」

　自分の身体を見下ろすと、そこには初めて見る姿があった。右腕は黒と茶色の毛で覆われている。手の先には肉球。何だこれ、これじゃあまるで犬じゃないか。

「ほら、分かったでしょ？」

　満足したような笑顔を浮かべるハサミ女。その笑顔が怖い。

『……というか、夏なつ野のさんですよね？』

　記憶が追いついた。周りを見回すと、ベッド、壁かべにかかったカレンダー、壁一面を埋うめ尽つくす本棚。そのどれにも見覚えがある。ここは春海和かず人ひとの部屋だ。

　俺の部屋に夏野がいる？

　ああ、成なる程ほど。

『これは、夢か』

「そうよ。夢と現実の区別くらいつけなさいよ、この馬鹿犬」

『その区別を揺るがしているのがお前の存在なんだけどな』

　さっきまでは人間だったような気がする俺の身体も、気付けばすっかり見慣れてしまった犬の姿に戻っている。これじゃあ完全に現実の焼き直しである。夢っぽさがまるでない。せめて夢の中くらい、夢を見させてくれてもいいんじゃないのか。

「私にとって、他人の夢の中に入るくらい造ぞう作さもないのよ？」

　本当にやれそうなのが怖い。

「という訳で、今から犬を斬きります」

『何で!?』

「大丈夫よ、これは夢だから」

『質問の答えになってねえ!!』

　何で？　何で斬られなければいけないの!?

「起きれば忘れてしまう、夢とはそういうものよ」

『いや、目覚めたら目覚めたで、そこに待っているのは現実のお前なんじゃないか？』

「現実で私と握あく手しゆ!!」

　寝ても地じ獄ごく、覚めても地獄。俺の逃げ場は何ど処こにあるんだ。

「逆に考えるのよ。夢の中だったらどんなに攻撃を食らったところで、身体に痕あとが残らなくてお得と、そう考えるのよ」

『そっか、お得かぁ。……お得じゃないよね？』

　あやうく騙だまされるところだった。

「そう、これは夢よ。だから何をしても平気なの。……覚めない夢もあるけれど」

『起きろ！　今すぐ起きろ俺！　呑のん気きに寝ている場合じゃないぞ！』

　ゆっくりと近づいて来る夏野。

「誰も助けに来ないから安心しなさい」

『誰か助けて!!　インセプションとかで!!』

　そして、夏野は何故か巨大なサイズに膨ぼう張ちようしている銀色のハサミを振りかぶった。何だそれ、モンスターを狩りにでも行くのか？　そんなので斬られたら、いともたやすく真っ二つ、トップとボトムに分解されますよ。テケテケかよ。

　いや、これ本当に夢なんだよね？　俺の身体が二つになってから、夢じゃなかったと言われても遅いんだよ？

「大丈夫、斬れば分かるわ」

　もういっそ壊こわれろ俺の脳、そうすればこの恐怖からは逃げられるぞ!!






《以下の単語が用語集に登録されました》

【春海円香】……　春海和人の妹。東京都Ｋ区出身。現在は父の和かず希き、母の理り緒おと一緒に岡山県Ｋ市在住。趣しゆ味みは料理。中学生。温和な人柄で周囲からの信任も厚く、学校では優等生で通っている。何の料理を作ろうとしても、最終的にはカレーになってしまう。少し思い込みが激しいのが玉に瑕きず。

【運ぶ男】……　秋山忍の著作。高度に発達した情報化社会において、あえてアナログな手段によって情報の伝達を請うけ負おう『運び屋』の姿を書いている。様々な依頼を請け負う中で繰くり広ひろげられる切なくももどかしい人間ドラマが人気を博はくしている。情報の代わりにダルマや張り子の虎とらなどの各地の名産品を運ぶこともある。

【カレ１】……　春海円香が作る、カレーのように見えてカレーでないもの。カレーではなく、カレ１（かれいち）である。






『………………夢か』

　寝起きの体勢からむくりと起き上がり、足元を見下ろす。視線の先には黒と茶色の毛に覆われた小さな前足。ミニチュアダックスフンドの前足である。

『まあ、変わらないよな』

　身体を見回すと、そこには夢の終わりに見たのと全く同じ犬のような姿。

　いや、犬のような、ではない。事実犬なのだ。ミニチュアダックスフンドの小さな身体に、人間の意識が入り込んでいる、それが今の俺、春海和人の姿だった。

　八月に起きた強ごう盗とう事件で、俺は喫きつ茶さ店てんに押し入ってきた強盗に猟りよう銃じゆうで撃うたれ、死んで、犬になった。人の肉体から犬の肉体への転生。人の意識が、犬の中。人間ｉｎ犬。

　そうして犬の肉体になった俺は、ペットショップで一人の女性に買われた。その女性こそ我が飼い主、我が主人、我が恩人、そして我が宿敵こと、夏野霧きり姫ひめである。

　夏野霧姫。

　破は天てん荒こうな女だ。破天荒というか悪あく天てん候こうというか夜天光というか、とにかくめちゃくちゃで、ぐちゃぐちゃな女だ。山の天気以上にころころと変わりやすい。いや、まだ山の天気のほうが分かりやすいとも言える、だっていくら山の天気といえど、いきなりハサミが降って来たりはしないだろうから。

　そして厄やつ介かいな事に、そんな危険な夏野霧姫に、俺の考えていることが筒抜けになってしまっている。平たく言えば心が読まれている。こちらの思考が一方通行で垂れ流しなのである。

　心が読まれるなんて事くらい、本の中では何度も経験した。世界中のどこかに実際にあってもおかしくはない。犬になる事に比べればよっぽど常識的だ。

　問題なのは、何が漏もれているかではなく、誰に漏れているか。

　いや、思考が漏れているとかどうとかよりも先に、夏野さんてば気分次第で攻撃を仕掛けてくるので、まあ率直に言えばイカレている。

　間違っても下へ手たなことは考えられない。考えた瞬間、俺の眼前にハサミの切っ先だ。夏野がハサミを持ち出すと倍率ドンで俺の命がやばい。そんなもんどう対処すればいいんだろう。いっそ逃げれば楽になるのだろうが、そんなことは許されない。

　まあ実際逃げる気もあんまり無いんだけど。

　だって夏野さんったら、本をいっぱい持っていらっしゃるから。

　バカじゃないの、逃げる訳ないだろう。俺は本から逃げない。

　夏野の元に居ればそれだけで本が読み放ほう題だいであり、つまりこの世のパライソということです。突然ハサミで刺されるかも知れないというリスクも本を読めるというメリットの前には些さ事じでしかないのです。俺は本に魂を売ってしまっているのです。

『にしても、懐なつかしい夢だったな』

　俺がまだ、人間であった日々、家族と一緒に住んでいた頃の夢を見ていた。

『円香の奴、元気にしてるかなあ』

　人間であった日々を思い出し、しばし憂ゆう鬱うつな気分に沈む。

　毎朝のように俺を起こしてくれた妹の円香とも、今は遠く離れて暮らしている。

　そこには血の繫つながりもない。家族でもなく、血けつ縁えんでもなく、ただの他人ですらない。

　なぜなら俺は、最も早はや人間ではないから。ただの犬だから。

『……まあ、どうでもいいや、本を読もう』

　過ぎたことをグダグダ考えるよりも目の前のことに集中しよう。

　具体的には本を読みます。本を読めば大体のことは解決します。

　ちょっと真ま面じ目めなことを考えてしまったので、脳内の必ひつ須す活かつ字じ酸さんが足りなくなったようだ、バランスを取らないといけない。読書はいい。読書は俺を強くする。

　それにしても夢の中にまで本が出てくるなんて最高だったな。『運ぶ男』かぁ、久しぶりに読み返してみようかな。いや待てよ。『ムー民ママ』がまだ途と中ちゆうだった。昨日は読んでいる途中で寝てしまったのだった。

　俺が本を読まずに寝ることはありえない。寝る間ま際ぎわの、ウトウトとした瞬間。一日の疲れを今まさに解消しようとする、現と夢との狭はざ間ま。その貴き重ちような時間を読書に費ついやすことは最大の贅ぜい沢たくであり、俺にとって一日を締しめくくる儀ぎ式しきでもある。

『ええと……、確かここらへんに……』

　ゴソゴソと寝床を漁あさるも、昨夜の友『ムー民ママ』が見当たらない。

『あれ、ないぞ？　どこいった？』

　現状確認、今居るのは黒い毛布が敷しき詰つめられているいつもの寝床。

　詳しく見なくても匂いで分かる。あるいは存在感で分かる。俺の本感知能力はＡランクだ。その全神経、全感覚が、本の不在を訴うつたえている。どうやら俺の半径二メートル以内には本が存在していない。

『……うっ』

　まずい、周りに本が無いというだけで動どう悸きと息切れがしてきた。本が無いと命に関かかわる。一いつ刻こくも早く本を読まないと酸さん欠けつで、いや、本ほん欠けつで死ぬ。

　慌あわてて寝床から顔を出し、周囲を見渡す。ここは夏野の仕事場兼自宅であるマンションのリビング。無む闇やみやたらに広い部屋だ。奥の方にはいくつもの本棚、右手には大きな窓、左手には廊ろう下かへと続く大きな扉。

『ん？』

　フローリングの部屋のど真ん中にある二枚の畳たたみとちゃぶ台。その上に黄色いハードカバーの本が置いてある。

　間違いない、『ムー民ママ』だ。

　やっぱり夏野が持って行ってたのか、人が読んでる本に手を出すなんてひどい奴だ。

　寝床からちゃぶ台までの距離は約三メートル、畳を踏み台にしてちゃぶ台に飛び乗り、『ムー民ママ』を口にくわえようとして。

『…………誰？』

　ちゃぶ台に突っ伏している人間がいることに、ようやく気がついた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ムー大陸のお母さん】……　野の田だ拳けん治じの著作。愛称は『ムー民ママ』。実家の屋根裏部屋で大きな扉を見つけた原はら田だウメ（六四）、扉を開くとそこは天てん変ぺん地ち異いが起きる一週間前のムー大陸であった。果たして原田ウメの生活の知恵はムー大陸を天変地異から救うことができるのか？　高齢者向け新感覚冒ぼう険けん小説、来春より民放でドラマ化予定。

【Ａランク】……　超スゴイ。






　見たことのない奴だ。

　白いジャケットに紺色のスカート、服装と体のシルエットから察さつするに、女性だろう。色素の抜けた薄い色の髪、その伸びた前髪が、雪崩なだれのようにちゃぶ台中に広がっている。身だしなみとか、そういったものにまるで頓とん着ちやくしていない寝方。授業中に睡すい魔まに負けて机に突っ伏したような、だらしない格好。ちゃぶ台に顔面を思いっきり接着している姿は、はっきり言ってかなり不ふ審しんだ。

『あ、あの……』

　声を掛ける。

　と言っても、こちらは犬なのでそのまま言葉が通じる筈はずはない。心が読まれているせいで会話が成立する夏野と違って、普通の人間に俺の声は届かない。

　それでも、声を上げれば気が付く筈だ。そう思って一鳴きしてみたものの、不審人物はピクリとも動かない。

『だ、大丈夫ですかー？』

　部屋の中で不審人物が倒れている。どう考えても怪しいシチュエーションだ。事件の匂いがする。死んでんじゃねぇのか？

『ああもう、夏野は何をやっているんだよ……』

　こんな状況だっていうのに、家主である夏野は姿を見せないままだ。

『さすがにこのまま放って置くわけにもいかないよな』

　そう考えて、夏野を呼びに行こうと一歩踏み出して。

　その異音に気が付いた。




　キリキリと。

　何かを軋きしませるような、虫の羽音のような、人を不安にさせる音が聞こえてくる。

『な、何だ!?』

　その音の発生源を、耳を澄まして探し、それがちゃぶ台に突っ伏した不審人物の方から聞こえてくるのだと分かった。ちゃぶ台に突っ伏したままで、何かを口にしているようだ。

　不安を抱えながらも不審人物に近づき、耳を立てて。

「………ク、ク、クカカ」

　それが笑い声だと、総そう毛け立だつ感覚と共に理解した。

『……ッ!?』

　全力で飛とび退のく。

　そうせざるを得ない感覚が、そこにはあった。女性のものと思われる、軽く高い声。しかし今はその高い声が余計に不ぶ気き味みさを醸かもし出だしている。

　異様。

　その一言に尽きる。

　ちゃぶ台に突っ伏している時点でＡ級の不審人物だというのに、そこに奇怪な笑い声となれば、これはもうＳ級の不審人物と認めるしかない。人間界に居てはいけない。この場で笑う神経こそが、既に逸いつ脱だつしている。

　ゆらり、と唐とう突とつに不審人物が起き上がる。

　足元は覚おぼ束つかない。壊れかけの人形のような、何かに操られているような動作。ふらふらと揺れながら、今にも倒れてしまいそうな体勢、だというのに。

『なんだこいつは!?』

　印象全すべてを覆くつがえす、その眼光。

　伸び放題となった前髪の奥、ほぼ隠れているにもかかわらず、それでも見える瞳が爛らん爛らんと光っている。覚束ない体勢には不ふ釣つり合あいな、強い光。

　瞳の中、得え体たいの知れない凄みを持った何かが、あらゆる弱みを消し去っている。

　そこにある感情の種類を知ることは出来なくても、力の強さを推おし量はかることは出来る。外部からも観察できるほどに圧倒的な意思。それは信念にも似た、まっすぐな感情。

　そんな瞳を、いつかも見た覚えがある。

　八月に起きた強盗事件。人間の春海和人が殺された事件の最中。あの時の逃亡犯の瞳にも、同じ光が宿っていた。

　だから、きっとこの不審人物にも、あるのだ。

　逃げたくない、逃げられない、そんな何かが。




　まあ、それはそれとして。

「ク、クヒヒヒ、クカカカカカカカカ……!!」

『うわぁ帰りたい』

　その笑い方が明らかにおかしいのは仕し様ようでしょうか。

　同じ部屋にいたくないです。早く逃げてしまいたいです。簡単に言えば、もう嫌です。

　一刻も早くここから立ち去りたい。全てを忘れて読書がしたい。

　しかし不審人物からは妙なプレッシャーを感じる上に、部屋の真ん中に陣取っているもんだから、こっちとしても下手に動けません。動こうものなら、その瞬間に更なる豹ひよう変へんを見せそうで怖い。

　何で家の中でこんなクリーチャーとエンカウントする羽目になってるんだよ！

　ここは何処だ。ムーンサイドかサンタデストロイかリバティーシティなのか!?




　そんな俺の狼ろう狽ばいが届いたとでも言うかのように。

　関わりたくないという俺の思いを嘲あざ笑わらうように。

　不審人物の動きが止まり。ぐるり、と首を回転させ、その目がこちらを向いた。力を秘めた瞳が、俺を見つめる。

『ひぃ……』

　怖い。

　下手なホラー小説よりもよっぽど怖い。底の見えない、焦しよう点てんの合っていない目で見つめられる。これは絶対、関わり合いになっちゃいけない人種だ、もう逃げるしかない。全力で、廊下への扉を目指して駆け出そうとして。

「……お前か？」

『え？』

　しかし、いつかも聞いたその言葉が、俺の足を止めていた。




「お前か？」

　それは、夏野がペットショップで俺を見つけた時に投げかけてきた言葉。人ではなく、犬になってしまった、普通から外れてしまった俺に向けられたのと同じ普通の言葉だ。

『そんな。まさか、お前も……』

　俺の声が聞こえているのか。

「ク、クカカカカ、気が付かないとでも思っていましたかぁ」

『いや、まあ普通思いませんよね？』

「こんないい天気の日に、貴方あなた様さまに会えるなんて思っていませんでしたよぉ!!」

『はあ、いい天気ですよね』

　何この会話。

　こんな状況下で普通に世間話を始められると、こちらとしても若干戸と惑まどうんだけど。ほら、これって割とレアな出来事じゃないですか。だって俺ってば犬だし、普通は人と犬って会話できないよね。もう少し大げさに驚おどろいたりとか出来ませんか？

　しかし、話が通じるというのは素直に嬉うれしいことだ。

「私の手からは逃のがれられませんよぉ」

『うん、かなり逃れたいと思っていたんだけどね、話が通じるなら別だ』

「ずっと探していたんですよぉ」

『うん、初対面だけどね』

　どうも会話が嚙かみ合あっていないような気もするけど、しかし夏野に続いて貴重な二人目である。犬である俺と話が出来る相手なんて、そうそういるものではないだろう。この機会を逃してはならない。いつまでも夏野とばかり話してもいられないのだ。あの歩く時限爆弾みたいな女以外に、いざという時に頼れる人間を確保しておくべきだ。俺の明るい未来のために、味方は多い方が良い。

　だからこの不審人物が、俺にとっての味方かどうかを見極める必要がある。




「それにしても、まさかこんな所にいらっしゃるとは」

『え？』

　この部屋のことか？

「しかしこうなった以上、もはや後には引けません。ねぇ、ゲルゼノム様」

『ん？』

　車線変更したか、今。思いっきり急ハンドルを切った感じがしたよ。聞き慣れないというか、不可解な名詞が出たんだけど。そもそも一生聞くことがないであろう、ひどく尖とがった名前だったよな。

「魔ま界かい一の邪神と呼ばれた貴方様も、こうなっては籠かごの鳥ですかぁ」

『んん？』

　脱線しているよな、今。しかもすごい勢いで斜め上に。むしろ第二宇宙速度で吹っ飛んでいきそうな感じだ。おかしい。話の向かう先がおかしい。どう考えてもアウトコース、ＯＢ、インド人を右に。

「大丈夫、魔界の統とう治ちは私が引き継ぎますよ!!　この魔神皇帝ンガングがねぇ!!」

『うん、分かった！　俺の言葉は通じてないな!!』

　いやもう、はっきりと理解した。言葉でなく心で。

　ぬか喜びでした。

　全部妄想。こいつの妄想だよ。だって俺魔王の知り合いとかいないもの。

「ヒヒハハハハハハハハ！！！！！」

　ンガング様は、ちゃぶ台の上に仁に王おう立だちになって叫びまくっている。

　うわぁ、何かテンション上がっちゃってるよ。

　脳内の、何だろう、多分ゲルゼノム様と戦っているらしく、不敵な笑みを浮かべながら、どこからか取り出した青いカッターナイフを振り回して暴あばれている。

　鬼き気き迫せまる表情とはこのことだろうか。見方によっては真剣とも見えるその表情を見ていると、まるでその妄想が形を持って現れてくるかのよう。確かにその魔王とやらが存在し、この世を脅おびやかしているという確信が、ふと芽め生ばえ始める。

『んな訳ねぇだろ!!』

　そんなリアルシャドー、あり得る訳がない。

　他人の妄想なんか見える筈ないですよ、本の中の世界じゃないんですから。そもそもゲルゼノム様のビジュアルが浮かばないよ。どんな顔をしているんだ。きっと悪い顔しているんだろうなぁ。だって魔界の住人だもんな。いや、だからどこにあるんだよ魔界。何県にあるんだよ魔界。日帰りで行けるんだったらちょっと訪れてみたいくらいだよ。特産品は何だ。ゲルゼノム饅まん頭じゆうとかもあるのか。ツッコミ所が多過ぎて俺のツッコミ限界値に到達しそうな勢いだよ。

　何かもう、ゲルゼノム様が本当に実在している気がしてきた。

　凄いなゲルゼノム様!!

　カリスマ持ちだぞゲルゼノム様!!

　誰だか知らんし姿も知らんしこの不審人物の妄想だけど。いや、そもそもこいつの名前自体知らないけれど、ゲルゼノム様のインパクトに負けているんだけど。

　ああもう、ゲルゲルうるせぇ！




『……落ち着け』

　冷静になって考えよう。今の状況はすこぶるマズイ。

　いや、俺のツッコミが足りなくなるだけならまだ良い。問題は夏野だ。

　今はいないようだけど、ここは夏野の家、すぐに現れるに違いない。不審人物と夏野を出会わせてはいけない。そんな事になったら、とばっちりで俺の身が危うくなるに違いない。下手に刺激を与えない方がいい、夏野さんの取り扱いには気を付けましょう。

　その為には、まずは目の前のこいつを、夏野の目の届かないところにやらなければ。出来れば地球の裏側辺りに。とりあえず窓から落とすか？

　しかし不審人物はトリップしたままで、部屋の真ん中から動こうとしない。何が楽しいのか、クカカカカと笑い続けている。俺は楽しくないんだよ、空気読めよ。

『ああ、頼むから今は来ないでくれよ。もうちょっとだけ出てこないでくれよ』

　自分で言っといてなんだけど、凄くフラグっぽい言葉ですよね。

　ほら、ドスドスドスって聞き覚えのある足音が部屋の外から聞こえてきたし！

「待たせたわね！」

　はい来ました！　夏野さん来ました！






《以下の単語が用語集に登録されました》

【妄想】……　自分の内に秘めているだけならば問題はないが、外にうっかり出してしまうとドン引きされるのでほどほどに。

【ゲルゼノム様】……　魔界の東部を支配していた魔王。七五三年前の魔界事変において失しつ脚きやくし、在ざい野やの将しようとなった。性格は残忍かつ残ざん虐ぎやくで、歯向かうものには死をもって応こたえる存在であるが、優れた能力を持つ部下に対しては相応の地位と態度をもって接したため、その軍団の結けつ束そく力りよくは魔界でも随ずい一いちであったという。現在はその力の大半を失っている状態であり、虎こ視し眈たん々たんと復権の時を待まち侘わびている。以上、全て妄想です。

【ンガング様】……　魔神皇帝を名乗る、魔界で最も新しい魔王。有力者の下を渡り歩き、奸かん佞ねい邪じや知ちの限りを尽くして現在の地位まで上り詰めた。性格は陰いん険けんかつ狡こう猾かつで、自分以外は全て踏み台としか思っていない。魔界一二軍団の末席に名を連つらね、魔界八師団の一角を担にない、先の大戦時には六百万の悪魔を動員して戦果を上げ続けた、戦略家としても一級の魔王である。以上、これも全て妄想です。






　扉を開き、部屋に入ってくるのはやはり夏野さんであった。上から下まで黒一色、いつも通りの真っ黒い服装で爆ばく現げんされました。

　やばい、一番来て欲しくない人物が、一番来て欲しくないタイミングで現れてしまった。まあ、そもそもここは夏野の家であり、更にここはリビング兼仕事部屋なので仕方がないんだけど、でもなるべくなら来ないで欲しかった。

　だって今この部屋には何か変なのがいるんだもん！

　説明のしようがない存在がこの部屋にいるんだもん！

　基本的に常識的な俺ですら、こうして戸惑いまくっているのだ。基本的に非常識的な夏野がこの不審人物と出会ってしまったら、どれほど恐ろしい事態を招くというのだろうか。怒りっぽい上にキレ易い夏野がこの不審人物を見たら、どう暴れるのか想像もつかない。ついうっかり殺してしまうかも知れない。

　どうするんだンガング様！

　大ピンチだぞンガング様！

　魔界の常識もこいつには通用しないぞンガング様！

　夏野は悪魔よりも悪魔らしく、魔王よりも魔王らしい、そんな魔人間だ。さすがに二度も殺人現場に居合わせるのはごめんなので、出来ればどちらかの非常識にはすぐに出て行って欲しい。願わくば両方とも！

「…………ふぅーん」

　どうやら今の俺の声がバッチリ聞こえていたらしく、すっごい怖い顔でこっちを睨んでいる夏野霧姫さん。再度のご紹介になりますが俺の飼い主です。

　特技は俺をいじめること、趣味は俺をいじめることです。手が太ももについたホルスターに伸びているのが本当に怖いです。

　しかし夢の中のように、自分の得物である銀色のハサミを取り出したりはしない。視線が俺からすぐに外れる。その関心は、やっぱりちゃぶ台の不審人物の方にあるらしく、高らかに勝ち名乗りをあげている不審人物に顔を向ける。

　まあ、気になるよね。

　ご紹介しましょう、ンガング様です！　常識とか良識とか、そんな人間として捨てちゃいけないパーツを脱ぎ捨てちゃった感じの何かです！

　さあどうする!?　どうなる!?




「何をしているの、早くそこから降りなさい」

「あ、どうも先生、早かったですね！」

　ため息交じりの夏野の声に、ンガング様は即座に反応。勝ち名乗りを止めたかと思うと、ちゃぶ台から足を降ろし、敷かれた畳の上にそっと正座する。

『バカな!?』

　夏野ってば何事もなくスルーしやがった。見るからにおかしな、ザッツ異常とも呼ぶべきンガング様の所しよ業ぎようをあっさりと無視しやがった！　一瞬、養よう豚とん場じようのブタを見るような目で見つめていたのに！

　あれか、ひょっとしてこの状況じゃなくて、俺がおかしいのか。実は俺の常識こそが歪ゆがんでいたとでも言うのか？

　んな訳あるか！　そんな常識があってたまるか！　手て前めえらの精神がおかしいんだよ、異常なんだよ！

「何か、悪口を言われたような気がしたから戻って来たのよ」

　そう言って、ンガング様の正面に腰を下ろす夏野。

「で、読み終わったの？」

「え？　ああハイハイハイ！　読みましたとも！」

　そう答えながら、ンガング様はちゃぶ台に置かれた原稿用紙の束たばを持ち上げる。ひょっとして、ただ突っ伏していた訳ではなく、それを読んでいたのだろうか。何だよ、紛まぎらわしいな、髪の毛で隠れて見えなかったよ。

「本当？　噓うそついてない？」

「ええ、そりゃもう、じっくりと！　どっぷりと！　ぐっすりと！」

「寝てるじゃないのよ」

「あっさりと！」

「しっかり読みなさいよ、しっかりと」

　バンバンとちゃぶ台を叩たたく夏野。

「いやあ、つい興奮しちゃいまして、思わず内容を忘れるくらいで」

「もう一度読みなさい、もう一度」

　俺の戸惑いをよそに、普通に会話をしやがっている夏野さんとンガング様の女性二人組。その息の合ったやり取りは、まるで十年来の知ち己きの様に見える。

　しかしそんな戸惑い以上に俺を驚かせたのは。

『夏野が、普通に会話している!?』

　この人、まともに会話とか出来たんだなぁ。

　何しろ俺の飼い主である夏野さんは、非常識が服を着て歩いているような存在なのだ。

いやむしろ人間の皮をかぶった非常識という方が正しいのかも知れない。学名・ニッポニアヒジョウシキとか、そんな感じの。

「…………へー」

　などと好き勝手に考えていることもばっちり伝わってしまっているので、夏野さんの殺意がこっちに向けられるのも当然の話です。

　ちゃぶ台の陰で、銀色のハサミが握られているのが見える。人目がなかったら、今頃俺は串くし刺ざしにされているのかも知れない。そうなるとンガング様がいてくれて助かったとも言えるだろう。ありがとうンガング様、今だけは無上の感謝を送るよ！




　と、夏野が懐ふところから何かを取り出し、こっそりとこちらに向かって投げて来た。

　目の前に落ちたそれに目をやる、名刺だ。

　俺に説明する手間を省はぶくため、そうやって伝えてきたのだろう。確かにンガング様のいる前で堂々と話は出来ない。犬に向かって話しかけていたら、夏野の正気が疑われてしまう。もともと正気があるかないかは別にしてもだ。

　投げられた名刺には【書しよ林りん社しや　文芸局　第二文芸部　　柊ひいらぎ　鈴すず菜な】とある。

　書林社といえばかなり大手の出版社で、夏野もこれまでに何冊もの本を出版している。確か『大罪シリーズ』もここから出ていたはずだ。

　そして『柊　鈴菜』という名前。

　どうやらそれが、この奇き態たいを晒さらしていたンガング様の本当の名前であるらしい。

　文芸部ってことは、編集者なのか、こいつ。

「原稿を読んでもらう間、私は別の部屋で掃そう除じをしていたのよねー。読み込むのに時間がかかるっていうから、時じ間かん潰つぶしをしたのよねー。で、一時間くらい経たったから、こうして見に来たのよねー」

『正気が疑われるって言ってんだろ!?　何だよその説明口調!!』

　でもおかげで話は分かった。つまりこのンガング様は、ただの妄想さんではなく、不審人物というだけでもなく、もちろん魔神皇帝でもなく。

　夏野霧姫のもう一つの顔。

　大作家にして神作家である。

『秋山忍』の関係者なのだ。




　思えば、この時既に巻き込まれていたのだ。

　目の前に現れた、新たなる厄介事。

　気付いた時には遅過ぎる。

　これが、俺達を襲った第二の事件の幕開けであった。


　　　　　　　　



「いやぁ、素す敵てきな作品でしたね」

　すっかり落ち着きを取り戻した様子で、ニコニコと目の前の原稿用紙を撫なでるンガング様。もとい、柊鈴菜さん。呼びにくいから鈴菜でいこう、さっき夏野もそう呼んでいたし。敬意とか特に抱いだいていないから、呼び捨てでいいや。

　うっとりと原稿用紙を眺ながめる姿には先程までの狂きよう騒そうの影は全く見られない。服装と合わさって普通のＯＬさんのようにも見える。まあ普通のＯＬさんがあんな素すっ頓とん狂きような真ま似ねをする訳ないので、基本的には非常識人のカテゴリーに区分される人物なのは間違い無いんだけど。

　編集者、柊鈴菜。

　それがここ、夏野の家に来ているということはつまり、夏野のもう一つの顔である、ベストセラー作家『秋山忍』と会うために違いない。作家と編集者が会ってすることと言えばただ一つ。

　そう、打ち合わせである。

『うっわ、やべぇ』

　春海和人は読書バカである。

　本が俺は好きだ。俺が本を好きだ。

　実際の執しつ筆ぴつ風景、秋山忍としての仕事現場を見たことはある。同じ部屋で、一日中机に向かって執筆しているのだから、見ようと思えばいつだって見られる。邪じや魔まをすればハサミで襲われるから近寄らないだけで、一日中そうやって執筆をしているのが夏野の日常である。邪魔をしなくてもたまに襲われるので、基本的には遠く離れて本を読んでいるんだけどさ。

　しかし、こうして実際に本が作られようとしている、まさにその場面というものを見るのは初めてだった。

　確かに、本とは作家一人の力で作りあげるものではない。編集者や校正者を始めとした多くの人間が関わることで、本はこの世に生まれるのだ。そんな当たり前のことを、こうして実際に目の当たりにすることで強く実感した。

「特に最後の犯人を追い詰めるシーン、まさか醬しよう油ゆがあんなところに使われるとは思いませんでしたよ。いや、素晴らしいですねー」

「御ご託たくはどうでもいいわ。で、どうなの？」

　妙に真剣な夏野の眼まな差ざしを、鈴菜は真まっ向こうから受け止めると、広げた原稿用紙をちゃぶ台の上でトントンと揃そろえる。そして意を決したように一言。

「はい、全然駄だ目めですね！」

　満開の笑顔で、ボツを出した。

　えええええぇぇぇぇぇ！！！

　ボツなの!?　さっきまであんなに楽しそうだったのに!?

「そう、やっぱりね」

　って、お前もかよ!?　何、打ち合わせってこういうもんなの!?

「だから言ったでしょう、どうにも不調だって」

「ええ、文章にキレが無いですし、構成にキレが足りなくて、全然キレてませんね」

　キレばっかりだな。

「自分で読んでみて、良く分かったでしょ？」

「そうですね、思ったよりも深刻でした。秋山先生といえど、スランプからは逃れられないということですね……」

　スランプ？　噓だろ、だって毎日あんなに沢たく山さん書いているじゃないか。

　毎日毎日、机に向かって凶悪な速度で万年筆を動かしている姿が俺の脳のう裏りにはしっかりと焼き付いている。あれは全て幻まぼろしだとでもいうのか。

「大げさね、別にスランプなんて大したものじゃないわよ。ただ書いても書いても納得がいかないってだけのことで」

　世間ではそれをスランプと言うのではないんだろうか。

「んー、納得がいかないって、やっぱり『大罪シリーズ』と同じような感じですか？」

　鈴菜が言ったのと同じ事を俺も考えていた。秋山忍という作家は速筆で知られており、年に何冊もの本をコンスタントに上じよう梓しして来ているのだが、ある一作だけは執筆が滞とどこおっている。

　秋山忍がデビュー当時より執筆していた一大スペクタクルミステリー、通称『大罪シリーズ』。その理り不ふ尽じんにして予測不可能なストーリー展開が話題になった、秋山忍の代表作にして問題作。

　その最終巻、第七巻だけが刊行されていないのだ。

　夏野の言った『書いても書いても納得ができない』とは、『大罪シリーズ』の最終巻の執筆に対し、夏野が語っていた言葉と同じである。途中まで書く事はあっても、結局納得のいくものが書ききれず、全てボツ。八月の事件の時に急に書き始めた奴も、途中で邪魔が入ったせいで、結局はボツになってしまった。

　最終巻となればプレッシャーが掛かるのは間違いない。熱狂的なファンを持つシリーズだ、生なま半はん可かな終わり方では読者も作者も俺も納得いかないに違いない。だから、必要以上に神経質になって、挙あげ句くの果はてにスランプに陥おちいることだって考えられる。

　しかし、鈴菜が今読んでいた原稿は、『大罪シリーズ』とは全く別のものだ。まさか『大罪シリーズ』のスランプが、他の作品にも影響し始めているのか？

『何てことだ』

　これは、ここまで快調な作家人生を送って来た秋山忍が、デビュー以来初めて陥る、本格的なスランプというやつではないのだろうか。




　どうにかスランプを突破して欲しいと、鈴菜も思っているのだろう、さっきから熱弁を振るっている。

「せっかくだから、ちょっと気分転てん換かんでもしてみたらどうです？」

「気分転換、ねぇ」

「たとえば、旅行に行ってみるとか」

　鈴菜の提案。スランプを回かい避ひする方法としては、妥だ当とうな線だろう。

　何しろ夏野は、ほとんど家から出ない。たまに出たとしても、新しん稲いな葉ばの街から外に出る事はほとんど無い。だから遠出してみるというのはいい提案だ。

　問題は。

「面めん倒どうなのよね」

　この性格である。

　自分がほんの少しでも興味を持ったことには全力を向けるが、興味を持たないことはとことん面倒くさがる。そういう性格なのである。結局のところ、夏野本人にやる気がなければどうしようもない。

　そんな夏野のやる気のない様子も、鈴菜は特に気にした様子もなく、あれやこれやと代だい替たい案あんを出していく。しかし夏野は動じない。

「どんなことでもやってみるのが良いですって！　先生もいつもそう言ってるじゃないですか！」

「それがスランプの解決に繫がるっていうの？」

「そう！　そうですよ！」

「別にそんな深刻に考えることじゃないでしょ。こんなん風か邪ぜみたいなもの、すぐに治るわよ」

　鈴菜の必死の訴えにもあっけらかんと答える夏野。

　こいつ、本当に危機感が無いな。スランプって作家としては結構深刻に悩んでもおかしくないことだと思うんだけど。どっから来るんだその自信は。まあ、その自信があってこその秋山忍という感じもするけどさ。

「もっと真剣になってください！　書けない作家に価値なんてありません！　本を生み出してこその作家です！」

「作家の価値ねえ……、そんな大げさなものかしら？」

「ファンは待ってますよ！　特に『大罪シリーズ』なんて、間まが空あいちゃってるものだから皆待ってるんです！　私だってずっとずっとずうっと待ってるんですから！」

　うん、凄く待ってる！　未来で待ってる！

「それはありがたいけど、だからと言ってねえ……」

「だからこそ気分転換が大事なんですよ。別に、旅行とかじゃなくてもいいんです。たとえば髪型を変えてみるとか！」

　作家の管理というのも、編集者にとっては重要な仕事なんだろうな。

　特に相手は、大作家にして大災害の秋山忍である。他の作家のことは知らないから何とも言えないけれど、それでもここまでハチャメチャな作家ってのはそういないんじゃないかな。

「ほら、ガーデニングを始めてみるとか！」

「ガーデニングねぇ」

　夏野の相手は、俺みたいに艱かん難なん辛しん苦くに黙って耐えるような気き丈じようさが必要になるのだ。生半可な態度じゃ務つとまらない。その苦労を良く知っているから、鈴菜に同情の念すら抱いてしまう。きっと、細さい心しんに細心を重ねた対応を心掛けているのだろう。苦労しているんだな。ンガング様なんていう逃とう避ひ行動に走りたくなる気持ちも少しは汲くんでやろう。

　しかし次の瞬間、鈴菜の言った一言が、部屋を凍らせた。

「じゃじゃじゃあ、豊ほう胸きよう手術をしてみるとか？」

『……!?』

　なんちゅう事を言うんや、このお人は。

　思わずなまってしまうほどに、それはあり得ない言動だった。

　相手は夏野霧姫。たとえるなら接触不良の手しゆ榴りゆう弾だん。ちょっとした刺激を与えるだけで爆発する、くれぐれも取り扱いにご注意下さいレベルの危険物なのに。危険物取扱者と空気読みの免許が必要なほどの人物なのに、よりにもよってハンマーで信しん管かんをぶっ叩くような真似をしやがった！

　胸の話はダメ！　絶対！

　確かに夏野は胸は無いさ！　ブラジャーだってそりゃあ慎つつましいもんだし！　着ける必要性すら疑問を抱きかねないよ！　何か必死で胸を大きくしようと努力はしているみたいだけれど、やっぱり限界があるし、豊胸器具だって宝の持もち腐ぐされさ！　高い金を出して買ったのに全部無駄だったよ！　でも、それを気にすることは悪いことじゃないよ。いかに叶かなわぬ願いとは言え、それを願う権利は誰にだってあるはずだ！　やる前から諦めていたら、膨ふくらむものも膨らまないよ！　いくら小さかろうと、期待で胸を膨らませるくらいの自由はあるべきじゃないか！　元々無いものだからそう膨らまないけど！

「………………へーぇ」

『ぅわぁ』

　夏野さんの殺気がぐんぐん膨らんでいくのは目の前の鈴菜に対してであって、俺に向けてではない。そうに違いない。横目で刺すように俺を睨んでいるけど、別に俺の『夏野無乳論』に対して怒っているのではない、多分。口元が『アトデコロスアトデコロスアトデコロス』って呟つぶやいているけれど、俺は関係ない。そんなデスツイッターは俺に向けられたものではない、多分。

　そして引き続き、空気の読めない鈴菜さんのターンです。

「そんな胸じゃ、男の人に間違えられますよ!!」

『死ぬ気かぁ!?』

　何なのこの人!?　何で今まで無事だったの!?　それとももう殺された後なの!?　残ざん留りゆう思し念ねんだけが担当としての仕事を続けているの!?

　どうしよう、世界中から憎しみを集めているんじゃないかと思うくらい、夏野の殺気が膨れ上がっていくのが分かる。どす黒いオーラが目に見えるくらいだ。質量を持った殺気が、部屋を魔空間へと変えている。

　さらに悪いことに。

『鈴菜さんってば、またデカいんですよね!!』

　多分、Ｅカップくらいはあるね、あの胸。ちゃぶ台に覆いかぶさるように身を乗り出しているものだから、ますますその大きさが強調されるのだ。鈴菜が自信たっぷりに喋しやべる度に、胸を強調する体勢になるのがまたいけない。

　そしてそれを見つめる夏野の顔が、鬼おに瓦がわらかっていうぐらいに険けわしい。視線だけで殺されそうだ。デスパーサイトだよ。持つ者が持たざる者に何を言ったところで、言葉は宙に浮かぶだけ。

　部屋の空気、夏野と鈴菜の間の空気が、ゆらりと揺らぐ。

　もう、あと少しの刺激を与えるだけで破は裂れつしそうだ。臨りん界かい寸前の雰ふん囲い気きの中、一歩も動けない。さっきのンガング様空間がまだマシに思えて来た。

『あ、あわわわわわ』

　逃げたい。こんな危険な空間には、もう一瞬だっていたくない。

　しかし、当の鈴菜はこの空間の異常さに気付いていない。空気が読めていないし、自分の未来も読めていないんだろう。

『頼む、頼むからこれ以上煽あおるな！』

　必死で念を送る。これ以上下手なことを口走れば、大変なことになってしまう。

　もう何を口にしても失言に代わってしまいそうなので、出来れば鈴菜には今後一切口を開かないでもらいたい。目と耳を閉じ口をつぐんでここからいなくなって欲しい。

　しかしまあ、やっぱり悪い予感は当たるもので。

「できることなら、私のを分けてあげたいんですけどねぇ」

　自分で自分の胸をわし摑づかみする。

　そうやって、全力で地雷原を走り抜けた。




　噴ふき上あがる殺意と、質量を持った怒り。

　見る者全てを震え上がらせる、漆しつ黒こくの感情。

「……誰が」

「え？」

　呆ほうけた鈴菜に、反応さえも与えることなく。

　攻撃は完かん遂すいされる。

「誰が、ド貧乳よ!!」

　一瞬。

　その一瞬で抜き放たれたハサミの一いつ閃せんが、鈴菜の首を薙ないでいた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【デスツイッター】……　怨えん嗟さとか悪口とか暴ぼう言げんとか妄想とか、そういった負ふの言葉しか呟かれない。フォローとかフォロワーとかそんな概がい念ねんは無くただ呟くだけ。

【胸】……　持つ者にとってはさほど重要ではなく、持たざる者にとっては何よりも必要なもの。両者の利害は一致しているようにも見えるが、譲じよう渡となどは行えないため、結果として両者の溝みぞは深まるばかりである。穴が開くほど見つめていても、自分の胸が増量されるわけではない、しかし見続ける。






『……あぁ』

　やってしまった。

　殺やってしまった。

　達人の一いち撃げきのようだった。居い合あいの勢いでホルスターから抜かれた銀色のハサミが、目標を斬って捨てた。

　超神速の抜ばつ刀とう術じゆつ。確実に、その軌き道どうは鈴菜の首を通っていた。

　血が噴き出すスプラッタな現場を想像して、思わず目をつぶる。

　が、しかし思っていたような音はしない。血がブシャアとか、落ちた首がゴトリとか、そんなホラー映画的効果音が、いつまでたっても聞こえて来ない。

『……？』

　恐る恐る目を開ける。

　薄目の視界の中、うっすらと見える人影、頭と首はくっついている。無事、なのか？

　切れてはいる。しかし、それは首ではない。ジャケットの肩口が、ばっさりと切断されていた。切り口から白い肌と鎖さ骨こつがのぞいている。

　夏野はギリギリのところで冷静な部分を残していたのか、銀色のハサミによる攻撃はちゃんと首を外れていた。まさに首の皮一枚の所で、柊鈴菜の命は助かっていたのだ。

　……いや当たり前だけど。

　もし、しっかり首を斬っていたら完全完かん膚ぷ完かん璧ぺきに致命傷だし、今頃赤い部屋の謎って感じになっていたに違いない。俺だって今頃、真っ赤なちゃんちゃんこを着る羽目になっていただろうから。

　それでも、夏野が鈴菜に刃やいばを向けたという事実は隠しようがない。

　別に俺に向かって、斬りかかっているぐらいならまあいい。……良くないけど。

　どうにか我が慢まんしたりもする。……したくないけど。

　しかし他人に向けてやったのなら、それは犯罪だ。ものすごく今更な気がしなくもないけれど、犯罪なのである。

　いくらギャグみたいな動どう機きでの犯行とはいえ、やってしまったことは立りつ派ぱな傷しよう害がい罪ざい。『巨乳が憎くてついやった』なんて動機を話そうものならば確実に新聞の一面に載のってしまう。載ってお茶の間を賑にぎわせることになる。




「あ……」

　鈴菜は斬られた部分を手で押さえ、がくがくと震えている。

　当然だ、今まさに死にかけたのだから。

　いくら夏野が手心を加えたとはいえ、あと数センチ軌道がずれていたら首が裂さけていた。そうなれば確実に命はない。

　その事実を認識したのだろう、鈴菜は蒼そう白はくになって震えている。

　怖がるのも無理はない、何しろたった今殺されかけたのだ。まさかいきなり斬りつけられるだなんて、そんなこと想像すらしていなかっただろう。

「あ、あ……」

　鈴菜は言葉にならない思いを、それでもどうにか吐き出すようにして。

「ありがとうございます!!」

　お礼を言いました。

『えええええええ!?』

　今のってお礼を言うところなの？　怒るところじゃないの？　やっぱ俺周辺の常識って最近変化してる？　それとも常識の違う並行世界に転移でもしたの!?　元の世界に返してくれないか！　時じ空くう振しん動どう弾だんでも爆発したのかよ、アビスゲートでもクロスゲートでも良いからあけろよ！　あけてくれ！

「ほらね？」

　世界に対して懇こん願がんする俺を尻しり目めに、どや顔をこちらに向けてくる夏野。

　いや、これはこいつがおかしいのであって、普通は人を斬りつけたら大変なことになるんですよ？　犯罪なんですよ、汝なんじに罪あり。

　しかし鈴菜はキャッホキャッホと喜んでいる。

　いや、おかしいよお前。何で命の危険に晒されて笑えるんだよ。俺はもう終わったかと思ったよ、ンガング様の人生と夏野の人生が！

「先生のハサミはいつもキレがありますねぇ！　生きてるって感じがします！」

「こんなんで喜ぶのってアナタぐらいよ。あとうちの犬」

　喜んでねぇよ。

「そうそう先生ってば酷ひどいじゃないですか、私に内ない緒しよで犬なんか飼い始めるなんて」

　初めて俺に興味をもったかのようにこちらに目を向けてくる鈴菜。

「何で犬を飼うのにアナタの許可がいるのよ？」

「そこはほら、私という犬がいるというのに、他の犬に浮気をするなんて……」

　自分で犬とか言うなよ。

「この子だって先生に斬られて、さぞかし喜んでることでしょうねえ」

　いや喜んでないよ？　お前みたいな変態と一緒にしないでくれるかな？　そもそも普通は犬を斬ったりしないものなんだよ？　何で斬られてる前提で話すの？　だからそんなに羨うらやましそうに頭を撫でないでくださいね。

「や、分かりますよぉ。こんな綺き麗れいな切り口、自分じゃなかなか出来ませんもの!!」

　ジャケットの切り口をうっとりとした表情でなぞる鈴菜。

　自分でやったことあるのかよ。それ完全にリストカットの類たぐいになるじゃないか。自分で自分の首を斬るなんて、自殺の方法としても存在しない。間違いなく敵とかに操あやつられてやる行為だよそれは！

　妄もう想そう癖へきの上にドＭって、もう完全に手遅れじゃないのか？

「毎週一回は斬って欲しいですね！　来週もお願いします！」

　美容院みたいに言うな！

　というかこの人、柊鈴菜さん。ツッコミが追いつかないので、出来ればそろそろ帰ってくれると嬉しいです。もう身体が勝手にツッコミをしてしまう病気なので、こっちとしては凄く疲れるんですよ。というか、存在そのものが疲れるんですけど。

　どうやら、その辺りは夏野も同じらしい。

「そろそろ担当代わらないかしら、いちいち疲れるのよね、アナタの相手をするの」

「ははは、ご冗じよう談だんを」

　夏野の目はどう見てもマジなのに、鈴菜は完全にスルーした。良い度ど胸きようだ。

「こんなんがデビュー以来ずっと担当だとか、その方がよっぽど冗談よ」

『デビュー以来なのか……、ってことは「大罪シリーズ」の担当もこいつなのか？』

「こんなんが年上とか、年長者を敬うやまう気がなくなるわよね」

　大丈夫です、夏野さんには元々その素質はありませんから。

「別に敬意とか敬語とか、そんなものは要いらないんですよ。出来れば語尾に、この豚野郎って付けてくれると更に喜びますけどね、私が」

「絶対付けないわよ、この豚野郎」

「やったぁー!!」

　夏野さん意外とノリがいい。

　デビュー以来の担当というと、それなりに長い付き合いだということになる、こんなのとか。俺は初めて夏野の我慢強さを確認したような気がする。

「本当にいい加か減げん、担当代えて欲しいわ……」

「駄目ですよぉ、先生には私が憑ついてます！　この役目、誰にも譲ゆずりません！」

　地じ縛ばく霊れいみたいな言い方だな。

「もうこの会社から本出したくない……」

「それに私を倒しても、いずれ第二、第三の編集者が来ますし。いずれ劣おとらぬきわ……強つわ者もの揃いの、第二文芸部ですよ!!」

「きわものって言い掛けてんじゃないのよ」

「第二文芸部十じつ傑けつ集しゆうを舐なめるなよ！」

　こんなのが他に九人もいるのか。やたら濃こい顔のハート頭のおじ様とかもいるんだろうか。

「今日は特別でね、もう一人来ているんだ」

『止めろ』

「止めなさい」

　一人で十分だよこんな変態は。

　急にこの国の出版業界の行く末が心配になった。


　　　　　　　　



　あわやのドＭ殺人事件は別として、打ち合わせが再開された。

「まあ書き溜めた分もありますし、スケジュール的には余裕があります。私としてはじっくりと腰を据すえて書いてもらいたいと思うのですが……」

　手帳を開いてキビキビと何か書いているところを見ると、ドＭといえどデキる人に見えるから不ふ思し議ぎである。見えるだけかもしれないけど。

「まあ、努力はするわ」

　夏野も珍めずらしく殊勝な態度を取っている。色々と思うところがあるのだろうか。

『……スランプか』

　夏野がいかに規格外な作家であるといっても人間である以上、スランプというものは必ず発生するものであると思う。まあ、たまにはこういうこともあるだろうさ。

　書き始めれば速いタイプなんだろうけどな。

『書き始められれば、ね』

　八月に起きた強盗事件。その終しゆう盤ばんにおいて、夏野は突如として『創作意欲が湧わいた』などと言い放ち、いきなり『大罪シリーズ』の執筆を始めたのだった。えらく集中して書いていた、そのせいで俺が若干ひどい目に遭あったんだけどね。

『あの時は、強盗犯を倒した後に急に「ビビビと来た」とか言い出したんだよなぁ』

　その時には随分と唐突に書き始めるものだな、これが秋山忍の執筆方法か、などと思ったものだ。事件の解決と夏野の執筆。それはまるで、事件のせいで『大罪シリーズ』の執筆が進んだとも取れるような事態であった。

　まあ、結局は途中で中断させられたせいで、あれもボツ原稿達の仲間入りをしちゃったんだけどな。せっかく最終巻が読めると思ったのに、爺じじい許すまじ。

『まさか、事件が起きることで夏野のスランプが明ける、なんて事があったりしてな』

　もちろん事件なんて起こらないに越したことはない。何しろ八月の強盗事件においては人命が失われているのだ、何を隠そう俺の命が。

　本当に事件のせいで執筆がはかどるってんなら、自分で事件起こせばいいじゃん。自分で事件起こして、自分で解決すればあら不思議、スランプ脱出です！

「私が事件なしには執筆出来ないとでも言うの？」

『いや、事件起こさずに執筆出来れば、それが一番なんだよ？　バカなの？』

「今ここでペット惨ざん殺さつ事件の幕を開いてあげましょうか」

『いや、俺の毎日は基本的に、傷害事件頻ひん発ぱつなんだよ？　毎日が事件だよ？』

「私のスランプ脱出の為、今一度事件を起こして、犠ぎ牲せいになりなさい」

『そうしたら俺が書き上がった本を読めなくなるだろ！』

　小声で犬とマジやり取りする夏野を、鈴菜が怪け訝げんそうに見つめている。

　夏野の人物像にまた不ふ穏おんな一ページが。

「……それじゃあ、そろそろ失礼しますね」

　これからの予定か何かを熱心に手帳に書いていたようだが、それも終わったのだろう。手帳を閉じ、やっと鈴菜が帰ってくれることになった。

　本当に長かった。時間的には大したことないはずなのに、密度が濃かった。出来れば二度と来ないでほしい。

　でも来るんだろうな、仕事だもんな。しかも当人にとっては趣味をも兼ねているので、まず間違いなく来るよな。うん、嫌な未来のことは考えないようにしよう。今はいなくなることだけを喜ぼう。




　俺と夏野、二人並んで玄げん関かんに立ち、訪れた変態が二度と戻ってこないようにしっかりと見送ることにする。

　見ると夏野はえらく疲れた顔をしている。俺も似たようなものだろう。見慣れないものを見たせい、出会いたくないものに出会ったせいだ。

『今度こいつが来るときは絶対に俺を巻き込むな』

「絶対に巻き込んでやるから覚悟しておきなさい」

『どうにか排除出来んのか？』

「仕方ないでしょ、編集者としては割と有能なんだから」

『有能さを補おぎなって余りあるマイナス面をどうにかしろよ』

　横に立つ夏野を小声で牽けん制せいしまくる。

　まあ確かに、原稿の出来についてはしっかりと判断していたようだし。人間としてはともかく、編集者としては優秀なのかもしれない。

　作家ってこんなに大変な職業だったんだな、今日改めて実感したよ。大変なところに作家うんぬんは関係ないけどな。特定の個人が事態をややこしくしているだけだよな。

　大人になり、仕事をするってのは大変だ。大人になるって悲しいことなの。俺は大人になれなかったけれど。俺が読む本も、こうした苦労の上に成り立っているのだと良く分かった。これからは、本を読む前に『いただきます』ってちゃんと言おう。

「ああ、そうそう」

　夏野宅の玄関、靴くつベラで黒いパンプスを履はこうとしている途中、ふと思いついたかのように、鈴菜が顔を上げて言う。

「最近、この辺りで通り魔騒さわぎが起きているらしいですよ？」

　へえ、そんな物ぶつ騒そうな話があるのか。

　今俺の横にいるハサミ女が現時点で一番物騒だと思うけど。

「先生も気を付けてくださいね」

「はいはい、せいぜい気を付けるとするわ」

　大丈夫だよンガング様。夏野さんてば、基本的にはヒキコモリだから、そもそも通り魔に出くわすことすらないだろう。その通り魔とやらが窓ガラスをぶち破って部屋に入り込んでくるというなら別だけど、それはもう通り魔じゃなくて特殊部隊の兵士だよ。

「それじゃあ、原稿が出来たら連絡下さい、たとえどんな状況に置かれていても、すぐに飛んできますからね！」

　不穏な言葉を残して扉が閉まった。

　とりあえず嵐あらしは去った。目覚めてみたら巻き込まれていた超ド級の嵐だったけど、去ってしまえばどうということもない。

　さて、今日も読書を始めようか。ドＭのせいで随分と時間を食ってしまった。

　それにしても、あのドＭの奇行を見事に受け止めているあたり、夏野も実は出来た人間なのかもしれない。怒りっぽいだけの女かと思っていたけれど、誤解していた、実はそうでもないんだな。

「じゃあ、さっきの悪口の分、ざくざくと行きましょうか」

　感心した途と端たんにこれだよ！

　前ぜん言げん撤てつ回かい、もう性格の矯きよう正せいは望めないだろうな、この人。死ぬまでこれだよ。出来れば死ぬまでには、違った一面も見られるといいなあ。

「し、死ぬまで一緒にいる気なの……」

　急にたじろいだかと思うと、顔を赤らめてまた何かぶつぶつと呟いている。

　よし、なんにせよ夏野の注意がこちらに向いていない今がチャンスだ。

　逃げよう。

　多分逃げきれないんだろうけど。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【大罪シリーズ最終巻の執筆】……　途中で執筆を中断させられたせいでイマイチな出来になってしまい、結局ボツにした。あのコーヒー狂いのくそ爺め、もっと酷い目に遭わせてやればよかった。

【第二文芸部】……　書林社文芸局の中でも飛び切りの人材だけを集めた、最終兵器にして廃人の窟くつ。他には見せられないようなタイプの編集者を多く取り揃えているが、しかし営業成績の面では他を圧倒しているという。そんな荒くれ者達を束ねる第二文芸部長は、書林社の取とり締しまり役やく達の弱みを握っているらしく、過か剰じように豊富な予算が部の運営に流れているという。

【編集十傑集】……　第二文芸部が誇ほこる十人の精せい鋭えい編集者。編集がどうこうというより、明らかに人間を超えてしまったような人材が多く含まれている。競合相手となる別の大手出版社には同じく編集の精鋭を集めた、編集九きゆう大だい天てん王のうなる集団が存在しているらしく、読者の見えないところで日夜戦いを繰り広げているらしい。


















　　　一一月　一四日






『俺にだってスランプの経験くらいあるんだぞ？』

「はぁ？」

　朝食後に突然そう言い出した俺に対して、夏なつ野のは心底バカにしたような顔を向けてくる。何その顔、超ムカつく。

『何だよ、文句でもあるのか？』

「アナタみたいに雑食雑読の犬畜ちく生しように、どんなスランプが付きまとうっていうのよ」

『いや、俺だってなあ、本が読めないことはあるよ！　いつもは一日に十冊以上読めるのに、たまに五冊ぐらいしか読めない時がある、それこそスランプだ』

「はっ」

　鼻で笑われてしまった。その笑われ方、精神的に結構クるものがあるね。

　まあ俺のことは良い。夏野にはどうにか以前の勢いを取り戻してもらわなければならない。そうしないと俺が読めなくなっちゃうし。秋あき山やま忍しのぶの本が読めない俺の読書人生なんて、内ない臓ぞうと視力と右手と左足を同時に持っていかれるようなものである。

　夏野のスランプ脱出、その為ためならば協力は惜しまない。

　しかし、原因が分からないことにはどうしようもない。結局のところ、解決するには作家本人の力に頼るしかなく、周りはそれを助けることしか出来ない。俺の本分は、あくまでも読者なのである。

『何で人はスランプなんかになるんだろうな』

「それが分かったらノーベル賞ものでしょうに」

　何賞だろう。平和賞か？

　気になるスランプの原因。秋山忍の執しつ筆ぴつを妨さまたげているそれは、俺にとっても敵である。夏野の執筆の邪じや魔まをするなんて最悪の野郎だ、絶対に打だ破はしてやる。

『ってか、いつも書きまくっているから全然気が付かなかったけど、上う手まく書けなくなったのはいつからなんだ？』

「……そうね、兆ちよう候こうがあったのは八月の中頃かしらね。なーんか、ノリがいつもと違ったりね」

　八月の中頃か、ちょうど俺と夏野が出会った頃だな。あの時は色々と大変だったんだよな、本が読めなくて死にかけたし。

『うん？』

　八月の中頃？

『ってことは……』

　ひょっとして、夏野は俺と知り合った頃からスランプに？

『待て、待て待て待て』

　それ以上いけない。その考えはいけない。

　息を殺し、己おのれを殺す。

　自分で思い至った想像に、寒気を覚える。

　この動どう揺ようを知られてはならない。今気付きかけたことを、このまま秘ひめ続つづけなければならない。

　ここにいてはいけない。幸さいわいにも夏野は何かを考え込んでいて、俺の方に注意を払っていないようだ。足音を殺して、ゆっくりと部屋の出口へと歩いて行く。

　あと少し、あと数歩というところで。

「……なるほどぉ」

　そんな、火傷やけどしそうに冷たい声が、頭上から降って来た。

『ぅわぁ』

　振り返りたくない。余りに激し過ぎて、粘ねん度どを持っているのではないかと思えるほどの濃のう厚こうな殺気。

　ひしひしと、なんて軽いものではなく、びしばしと俺の背中に伝わってくる。背中からナイフでめった刺しにされているかのような、ほとんど実体に近いレベルの殺気が、俺の逃亡を許さない。

「そっか、お前のせいだったのかぁ」

『ぃゃ、ぁの』

　喉のどが渇いて声が出ない。言い訳をしようにも、言葉が出ない。俺に降ふり注そそぐ声色はむしろ楽しそうで、それが何よりも怖い。

　じわじわと風ふ呂ろの温度が上がって行くような、気付いた時には煮に殺ころされていると、そう思わせるような感覚。

「ノーベル賞もらったわね、これは」

『ぁ、ゃ、ちょっと』

　もう駄だ目めだ、これは死ぬ感じだ、俺が。

「スランプの原因があるんなら、きちんと取とり除のぞかないとねぇ」

『ぅひゃー』

　怖過ぎて逆に楽しくなってきた。完全に肉体の方が諦あきらめている感じです。

「じゃあ、どうしましょうか？」

『と、言いますと？』

　逃亡しようとした前足の形もそのままで、振り返らずに応対する。だって目を合わせるのが怖いから。ゲッター線浴びたような目をしているもん、きっと。

「めでたくスランプの原因が見つかったので、どうしましょうかって話よ」

『いや、ほら、スランプだって生きているんだし、間違えることだってあるだろうし、出来れば寛かん大だいな処分で済ませるのが良いんじゃないかな、って』

「……続けなさい」

　もう自分が何を口走っているのか分からないです。

　分からないけど、しかし少しでも長く生きたいんです。生きながらえて本が読みたいんです。だから言い訳するんです。それが幸せを摑つかむ道なんです。

『スランプにも悪気があった訳じゃないし、そこのところを斟しん酌しやくして、そうだな、出来れば無罪放免というような感じで丸く収めることは出来ないかな。みんなが幸せに過ごせるようにさ。うん、争いは何も生み出さないよ、争いで文明が発展するなんてのはまるで見当違いの意見さ。平和が全すべて、人類皆が穏やかに、静かに暮らしたい、そう思っているんだよ。だからさ、どうにかならないかな？』

「…………」

　夏野は何も言わない。

　いや、その手がゆっくりと視界に入って来て、俺の首元に近づけられる。

「答えなさい。質問はすでに、拷ごう問もんに変わっているんだから」

　ハサミさんがログインしました！　しかも俺の頸けい動どう脈みやく付ふ近きんに！　最近良くお世せ話わになっている感じのハサミさんですけど！　出来れば二度と会いたくなかったです！　何も言わずにログアウトしてくれませんかね!?

「さあ、どうする？」

　どうするもこうするもない。

　舐なめられっぱなしで黙っていられるか！　俺だってなあ、怒るときは怒るんだ、いっぺんガツンと言わなきゃ気が済まない！　ぶっ飛ばしてやるぞ！

「……へぇ」

　噓うそでーす！

　ええ、謝あやまりましたよ。それはもう見事に。

　人間国宝かってくらいの謝罪でしたよ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【スランプ】……　創作に関かかわる物全てを襲おそい続ける魔物。一説によると小さなおっさんのような姿をしているとも言われている。これに囚とらわれたが最後、昼夜を問わずその恐怖に悩まされ続ける。

【人間国宝かってくらいの謝罪】……　四し肢しを床に投げ出し、頭を床にこすり付けることによって謝罪の意を表明する。上級者になるとたとえ焼けた鉄板の上でも謝罪を遂すい行こうすることが出来るという。






「まあ、鈴すず菜なの言っていた通り、気分転てん換かんってのをやってみましょうか、ね」

『……妥だ当とうなところですね』

　さっきまでの狂きよう騒そうが噓のように楽しそうに話し始める夏野さん。

　俺の身体からだに刻み込まれたトラウマだけは噓じゃあないんだけど。こんな事が続いたら、夏野がスランプを突破する前に、俺の生命がボーダーラインを突破してしまう。

「で、気分転換ってどうやるの？」

『…………』

　やべぇこいつアホだ。

「うーん」

　俺の言葉も聞こえないように考えている様子の夏野だったが、しかしその手はしっかりと銀色のハサミを投とう擲てきしており、そのハサミが俺の目の前に突き刺さっているので、要するに死にかけたんですよ今。俺の生命をグラフで表すとしたら、明らかに生と死の境きよう界かいを行ったり来たりしているんですよ。

「こんなことしていても、いつも通りだし……」

『こんなことがいつも通りだっていう、その常識を疑うたがえよ、お前は』

　死に続けることが俺の日常だというのならば、俺は一体どんなスタンド攻こう撃げきを受けている可能性があるんだよ。俺はあと何回死にかければいいんだ。




「ああそうだ、この間面白いものを手に入れたのよね」

　そう言うと、夏野は机の引き出しの中からガサゴソと何かを取り出す。携けい帯たいゲーム機きほどのサイズの機械と、インカムのついた首輪が繫つながれたそれは。

「見なさい聞きなさい、これこそが犬の声を翻ほん訳やくしてくれるマシーン、名付けてワンダフルスピーカー二九号よ!!」

　脳内に秘密道具登場の効果音が流れる。

『開発が難なん航こうしたんだろうなぁ……』

　二九号って、どれだけ試し作さくを重ねたんだよ。

「何でも、九く分ぶ九く厘りんの確率で正しい翻訳をするらしいわよ」

『それって正解率が一割以下ってことじゃないのか？』

　高いんだか低いんだか。いや、低いよな。

「まあバウ●ンガルなんだけど」

『言わなくていい！　言わなくていいから！』

　ぶっちゃけ過ぎだった。

『とは言っても、俺達って普通に話せてるよな？』

　既に異種族間会話は成立している、わざわざ翻訳機を使う必要なんてないだろう。

『それ、普通の犬用なんだろ？　意味あるのか？』

　そう言うと夏野は首を傾かしげ、俺を指差し。

「犬でしょ？」

『いや、それは否定しないけど……』

　否定したくても出来ないんだよ、自分でも分かっているんだよ。

「まあ、やってみれば分かるわよ、ほらほら」

『無む駄だだと思うけどなぁ』

　目の前に差し出されたマイク部分に向けて話しかける。

『あーあー、マイクのテスト中、っと』

　夏野は画面を見て。

「へえ、成なる程ほど、ややっ!?」

　ややっ、て言う奴初めて見た。

「【私は犬です】と、そう表示されたわ」

『……まあ、その通りですけどね』

　それは確かにそうだけど、正解だけど。俺はそんなこと微み塵じんも言ってなかったよな？

　大丈夫かよその機械、やっぱりもっと試作を重ねた方が良かったんじゃないか。俺みたいに特殊な犬だから悪いのかも知れないけれど、それにしたってあんまりじゃないか。誤ご訳やくが外交問題に発展することだってあるんだぞ。

「はいはい、もう一度。今度は『こんにちは』と、そう言ってみなさい」

『……こんにちは』

　逆らっても仕方がないので、素直に応じる。

　と、ワンダフル何とかの画面に表示されたのは。

【うるせぇ殺すぞこのクソ飼い主逆立ちして死ねこの貧乳】

『言葉悪いな!!』

　スラングの見本市みたいになってるぞ。どういう意図でそんな悪あく罵ばの数々を翻訳できるようにしちゃったんだよ。こんなのが出ちゃったら誰も得しないだろ！

　まあ、こんな適当な翻訳を真まに受ける人間なんて……。

「へえ、中々面白いことを言うじゃなぁい、この腐くされ犬はぁ……」

　いましたね。今ここにいましたね。

『いや待て、お前は誤解している』

「何が？　ここにこうして出ているじゃない、アナタの言いたいことが」

『お前は俺が「こんにちは」って言うのを聞いていただろ！』

　俺の言葉より、その訳の分からない機械を信用するのか!!

　俺らの信頼関係はその程度の物だったのか!!

　……そうかも知れないね。虐ぎやく待たい関係なら確かにあるんだけどね。

『ほら、もう一回やってみよう、それで分かるからさ！』

「……まあ良いわ」

　何か墓ぼ穴けつを掘っている気がしないでもないけど。しかし今は前に進むしかないので、再度マイクに向かって『おはようございます』と呟つぶやいてみた。

　そして夏野と一緒に覗のぞき込こんだ画面には。

【何だコラやんのかこの飼い主ごときが三点倒立して死ねそれとさっさと餌えさを寄越せ遅いんだよマジ遅いんだよゼタ遅いんだよ一いつ遍ぺん死んで六りく道どう輪りん廻ねして来いこの貧乳】

『…………』

「…………」

『じゃあ、そういうことで』

「オッケー分かった刻むわ」

　俺にどんな落ち度があったというのか。

　とりあえず生き残ったら反省会をしよう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ワンダフルスピーカー二九号】……　株式会社インチョキ堂が開発した、犬の鳴き声を人間の言葉に翻訳する機械。多数の試作品の失敗を乗り越えてついに商品化に成功。商品名には試作時に使用していた番号がそのまま使用されている。完成に至るまでの経けい緯いは、涙なしには語れないものであり、ドキュメント番組の制作も決定しているとか。



　　　　　　　　


　　　一一月　一九日






　またも鈴菜がやって来た。

　来なくていいのに。

「まだ書けないんですか？」

「ええそうよ書けないわよ、好きに罵ば倒とうすればいいじゃない」

「いいえ逆に罵倒して下さい。私を」

　こいつら真剣な顔で何話してんだ。




「そうそう、この前話した通り魔の事が記事になっていたのでお持ちしたんですよ」

　スランプ脱出についての不毛なやり取りが一区切りした後、鈴菜はふと思い出したかのように、鞄かばんの中から一冊の雑誌を取り出した。

　全体的に紫色をしていて目に優しくない。表紙には黄色い文字でデカデカと『モー』とある。こんな雑誌あったっけ？　俺が知らないとなると新創刊の雑誌か？

「何それ？　何だか随ずい分ぶん胡う散さんくさそうな雑誌ね」

「うちの子会社が今度出すんですよ。まあミニコミ紙みたいなものなんですけどね、テーマは『身近に忍び寄る恐怖』です」

「変態編集者ほどに身近な恐怖も無いけどね」

『ハサミ女ほどに身近な恐怖も無いけどな』

　夏野さん、華麗にスルー。

　鈴菜から『モー』を受け取り、夏野はページをめくる。横から盗ぬすみ読よむと、紙面には『口くち裂さけ女』や『人面犬』『人面魚』の文字が躍おどっている。何年前のセンスなんだ。

「ああ、その付ふ箋せんを付けてあるページです。そう、そこ」

　夏野が開いたページには、大きく『地方都市を襲う連続通り魔事件』と書かれていた。

　新しん稲いな葉ばの街を襲っている通り魔の内容は刃物を使った切り裂き。被害者は皆、夜間に出歩いているところを襲われ、鋭えい利りな刃物で衣類を切られているらしい。

「結構話題になっているみたいですよ？　そこに載のっているもの以外にも、つい最近サラリーマンが襲われたそうですし」

「へえ。通り魔って言うぐらいだから、通りすがりの悪魔か何かの仕し業わざかしらね」

「まさかそんな、悪魔やら魔王やらが存在する訳ないじゃないですかぁ」

　おい自己否定したぞンガング様。ってか結局ンガング様とかゲルゼノムの設定は何だったんだよ。脳の設定ミスだったのなら病院行けよ。

「でも、先生も本当に気を付けてくださいね」

「大丈夫よ、もしそんなのに出会ってもぶっ飛ばしてやるから、安心しなさい」

「そんな！　ぶっ飛ばすなら私を！」

　ドＭが漏もれていますけど、本当に病院に行ったらどうですか？　脳の。

「そんなこと言われると、逆にぶっ飛ばしたくなくなったりするわね」

「ええ!?　嫌だ、でも、放置プレイと見れば逆にイケルかも……。さすが先生、試し合あい巧こう者しやですねぇ！」

　試合じゃねえよ。

　ありとあらゆる逆境を自分に都つ合ごうよく解釈して展開出来るだなんて、上手く活かせば相当に成功しそうなもんだけど、残念ながら鈴菜は妄想淑しゆく女じよへの道を選んでしまったようである。まあ、ある意味では世のため人のためになったと言えるのかもしれない。こんな奴を野放しにしておくだけで危険だもん。そうか、これが世界の選択か。

「どうせならアナタが囮おとりになって通り魔を呼び込んでみたら？　痛い目にも遭あえるし、犯人もおびき出せるし、一石二鳥。犯人を捕まえたらご褒ほう美びに罵ののしってあげるわよ？」

「それ魅み力りよく！　やりましょう！」

　やるのかよ。

　やるなよ。

　人の嫌がることを進んで引き受けてくれるなんて、ドＭってこういう時便利だよな。

　近くに一人いると助かるかもしれない。いや、助からないな。それによって被こうむる精神的苦痛の方が遙はるかに大きいし。そもそも肝かん心じんの『こういう時』がそうそう訪れない。大体近寄りたくないし。

「じゃあ、しばらく夜の街を徘はい徊かいしてちょうだい。何かあったら妖怪ポストに報告ということで」

「わっかりました！　さっそく今晩から徘徊しますよぉ、絶対に次の被害者は出しませんから！　いや、むしろ次の被害者の座は誰にも譲ゆずりません！」

　不ふ穏おんな宣言と共に、ビシッと敬礼。鈴菜はスキップしながら外へと飛び出して行った。

『体てい良よくあしらわれている感が凄すごいな』

　本当に深夜徘徊なんか始めた日には、通り魔よりも鈴菜の方が先に捕まるだろう。だって不審人物としての条件をきっちりかっちり満たしているもん。俺が警けい察さつだったら、まずあいつを捕まえてみちゃうもん。別に無罪であっても、何らかの罪をでっち上げてしまいそうになるもん。

「さて、と……」

　鈴菜の置いていった『モー』を手に机に向かおうとする夏野を呼び止める。

『あっ、ちょっと待ってくれ』

「何よ？」

『さっきの通り魔の記事、もう一回見せてくれないか？』

「いいけど、はい」

　さっきは鈴菜がいたせいで記事をしっかり読むことが出来なかった。紫色の怪しい雑誌『モー』を床に置いてもらい、再度記事に目を通す。

　記事の後半には、現在起きている事件の詳細が書かれていた。

　現時点で判明している通り魔事件の被害者は二件。

「今までで被害に遭ったのは、Ｊ高校の女子高生と商社ＯＬか……」

　さっき鈴菜が言っていたサラリーマンについては載っていないので詳しくは分からないけど、特に被害者に共通点は見られないように見える。三件目の被害者が男だとすれば、女性ばかり狙ねらっているという線も消えるだろう。

　他のページを見ると、ＯＬは駅前の本屋から出た直後に襲われたという記述があった。

　……って、これってオッチャンの本屋だよなぁ。新稲葉駅前に本屋は一つしかないし。

　ひょっとしたらこの事件、他人事ではないのかも知れない。

「そんなにこの事件が気になるの？」

　ずい、と顔を出してくる夏野さん。相変わらず顔が近いです。

『まあ、ちょっとだけな』

　通り魔事件。

　八月に強ごう盗とう殺人事件が起こったばかりの新稲葉の街を、再び脅おびやかしている暗い事件だ。

　この前の事件で命を落とした身としては、色々と気になるところもある。今のところ人命に関わるような話は出てはいないみたいだけど。

「どうかしらね？　何だかこの記事の信しん憑ぴよう性せいも怪しいものだけど」

『まあ、あの変へん態たいが持って来たものだしな』

　その時点で信頼がまるでない。

「第一、何で『連続通り魔事件』なんて大おお仰ぎように謳うたっているのかしら。連続と名乗るからには百件くらいは連続してもらわないと」

『それはもう通り魔じゃないだろ』

　歴史に残る大だい惨さん事じだわ。

「まあ、一応お姉ちゃんに電話で聞いてみるわね、何かネタになるかもしれないし」

　そう言って夏野は机に向かう。

『うん、よろしく』

　そう言って、俺は読みかけの『ＦＵＮＡ　ＦＩＧＨＴ』に向かう。

　ペラペラペラペラペラペラペラペラ。

　程なくして、広い部屋の中が、本のページを開く音だけに支配された。

　……やっぱり何か足りない気がするなあ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【モー】……　『身近に存在する超常現象を追究する』という触れ込みで白はく林りん社しやより新創刊される予定の雑誌。紫の表紙がどぎつく、とても現代の雑誌とは思えない手作り感が何とも言えない。創刊号は特別価格二九〇円。

【ＦＵＮＡ　ＦＩＧＨＴ】……　飯いい塚づかゴテの著作。ヘラブナ釣りに一生をささげ、死後はヘラ神様として祀まつられるまでになった平ひら泉いずみ八はつ平ぺい太たの生しよう涯がいを書いている。釣りの技法などの解説も詳しく載っており、ヘラブナ釣りの入門書としても人気が高い。この本の影響で、全国の河川からヘラブナが一時期姿を消したと言われている。



　　　　　　　　


　　　一一月　二〇日






「それじゃあ、私達も犯人を捜すわよ!!」

『また唐とう突とつな事を……』

　朝食後に、いきなり夏野が宣言した。

　相変わらず朝一からテンションの高い奴だ。

『犯人って、通り魔事件のことか？　いきなり何だよ、何かあったのか？』

「平和のためよ！」

　ああ、噓だな。

『いや、警察に任せろよ、そういうことはさ』

「私達の街なのよ！　私達が守らないでどうするの！」

　なんか血気盛んな小学生みたいなことを言い始めた。

「みんなの愛する大切な街じゃない!!」

『お前、もともとそんなに街と関わっていないじゃねえか』

　ヒキコモリのくせに。

「アナタも私も、同じ宇宙船地球号の仲間でしょう、ちゃんと協力しなさい」

『話が急にデカくなった！』

　通り魔ごときが世界の危機みたいに！

「この通り魔事件を止められるのは、選ばれた勇者である私達だけなのよ！」

『誰に選ばれたんだよ』

　そういうことは正式に日本国に選ばれた警察官の皆さんに任せておけよ。

「ふん、警察には手に負おえない世界の危機なのよ」

『俺にはお前が手に負えない』

　警察に任せるのが最善なんだけど、こいつは自分が動かないと気が済まないんだろう。

　通り魔事件か、また厄やつ介かいな物に興味を持ったもんだ。

『第一、執筆の方はいいのかよ、書かないとまたあの変態が来るぞ？』

「困ったことに書き上げても来るのよね、あの変態」

　そりゃ仕事だもん、来るだろう。

「でも、アナタも気にはなってるんでしょう？」

『まあ、そりゃあな』

　夏野の机の上に目を向けると、昨日から全く書き込まれていない、真っ白いままの原稿用紙の束たばが見える。

　おいおい、悪化していないか？

　今までは一応、何かを書いてはいたはずなのに……。

　これはいよいよ洒落しやれにならない事態になってきているのかも知れない。

「……外に出てみれば、何か発見があるかも知れないし。そう、気分転換ってやつよ」

　放ほうっておいたら一人で暴走しそうなんだよな。

　既に関わる気まんまんの夏野さんはシャドーボクシングなぞ始めている。

　八月に起きた事件においても猟りよう銃じゆうを持った犯人を自力で制圧した夏野のことだ、通り魔ごときが束になっても敵かなわないだろう。こいつが動けば事件はあっさりと解決してしまうに違いない。事件がさらに悪化する可能性も秘めているけれど。

　やらないよりはマシだし、俺も安心出来る。

『じゃあ、やるか』

「決まりね。それじゃあ善は急げ、行きましょう！」

『そうだな、まずはどこへ行くんだ？』

「別に決めてないわ。適当にまわっていれば情報なんて向こうから寄ってくるわよ」

『いやいやいや、せめて大体の目的地は決めようぜ』

「行き先ってのは後から勝手について来るもんじゃないのかい？」

　何そのちょっとカッコよさ気な言い回し、ひょっとして考えてた？

　まだ何の情報も手に入れてないんだろう。いくら何でも、鈴菜の持ってきたあの怪しい雑誌の情報だけで動くのは早計なんじゃないのか。メディアリテラシーとかいうやつが必要なのでは？

　もちろん警察は動いているだろうから、そこから聞くのが一番手っ取り早いんだろうけど。

『お姉さんには聞いてみたのか？』

「ええ、バッチリ電話してみたわよ」

『それで、何か情報は聞けたのか？』

「それがね、なんか教えてくれなかったのよね」

『当たり前なんだけどな。そんな軽いノリで教えられないから、普通』

　神様はやっぱり公平だ、非常識な妹の隣となりには、常識的な姉を置いてくれる。

「私がちょっと通り魔事件のことを聞いただけなのに、『絶対に手を出しちゃダメよ！絶対よ！』って凄くしつこく止められたからね」

『まあ、この前もさんざん迷めい惑わくかけたからな、当たり前だよ』

　八月に起きた強盗事件、夏野は捜査について随分横から口を出していたらしく、俺の知らないところでかなり絞しぼられたらしい。

　確かに身内とは言え、守らないといけない一線ってのはあるよな。出来れば俺に対する一線も守って欲しいんだけど、返ってくるのはハサミによる一いつ閃せんなんですよね。そして俺が越えてはならない一線を越えるんですよ、そこの所どう思いますか？

「でも絶対にやるな、ってことは、やれって意味よね？」

『違ちげえよ!!』

　若手芸人の常識と一般常識を一緒にするんじゃねえよ。あれはテレビ用にきちんと制限されているからこその芸なんだぞ！

「止めろと言われて止めるバカがいるもんですか」

『止めろと言われてやるバカがいるから困ってるんだ!!』

「だから、役所のお知らせとか街角掲示板とか見て情報を仕入れてやったわ。何か色々な噂うわさが飛とび交かっていたけれど、私には通用しないし」

『お前は電脳化でもしているのか？』

　アナログなのかデジタルなのか良く分からない出所だな。

「まあ、でもそのおかげであの雑誌に載っていなかった三件目の事件の情報もおおまかに調べる事が出来た。どうせ人の口に戸は立てられないんだから、お姉ちゃんも最初から全部吐いちゃえばいいのに」

　うん、夏野のお姉さん、多分神経性胃い炎えんを患わずらっていると思う。だってこんな妹がいたらとても胃い壁へきが持たないもん。

　同じく、破は天てん荒こうな妹が居る身として多分仲良くなれると思うよ。

　今頃、円まど香かは何をやっているのだろうか。

　多分、カレーを作っているんだろうな。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【絶対にやるなよ！】……　もしかして:やる。

【メディアリテラシー】……　情報をただ受け取るだけではなく、自分の中で取しゆ捨しや選せん択たく、正せい誤ごを判断し、またそれを活用する行為のこと。昨今の高度情報化社会においては、必ひつ須すともいえる技能。情報の価値とは、それ自体の正誤真しん偽ぎではなく、それを自分の中でどう理解したかにある。



　　　　　　　　

　外。

　今年も終わりに近づき、すっかり冬めいてきた今日この頃。

　隣に立つ夏野の服装は、黒いコートに黒いセーター、黒いミニスカートと相変わらずの黒ずくめである。多分下着も黒なんだろう。確認したら死ぬけどな。

　まあ真夏よりは時じ候こうに合っているかもしれないけど、なんで外に出る時はいつも同じ服装なんだろうか。ひょっとして同じ服を沢たく山さん持っているとか？

「まずは捜査の基本、聞き込みから始めましょうか」

　結局やることになる。夏野のお姉さんには一度お会いして謝罪したいと思います。

『で、どこから行くんだ？』

　新稲葉の街はそれなりに広い。

　都心へと直結する私鉄の駅とその周辺が一番発展している地域ではあるものの、南には同じく都心へと繫がる幹かん線せん道路と、大きな団地が広がっている。その全てを聞いて回るのは難しいだろう。聞き込みをするにしても的まとを絞らなくてはならない。

「えーと、一件目の被害者は、Ｊ高校の生徒だって話よね」

『ああ、あの妙な雑誌に書いてあったな。多分「城じよう徳とく学園」だろ？　そんな特とく徴ちよう的てきな頭文字の学校はこの辺りには一つしかないからな』

「あとは本屋の話も出ていたわね。あれって駅前の本ほん田だ書店のことよね？　聞き込みするとしたらその辺りかしらね」

『雑誌には載って無かった三件目ってのは？』

「ええ、ネット上に情報がたくさんあったわ。鈴菜の言っていた通り、ついこの間、サラリーマンが通り魔に襲われたみたいよ？　詳しい場所は分からなかったけどね」

『他に何か、情報あったか？』

「そうね、新稲葉の地下に旧日本軍の秘密基地があるとか」

『関係ねぇよなその話。今は、全く』

　この先も関係ないけど。

「何でも軍部がかつて開発した強化外骨格付きの兵士が眠っているらしいのよ!!」

『確実にガセネタじゃねぇか！』

「他の人間に奪うばわれる前に私が手に入れないと……」

『何に使うつもりだ!?』

　世界征服にでも使うのか？　そんなものなくても、夏野さんが十人もいれば世界は終わると思うよ？　常識と非常識がひっくり返って新人類の誕たん生じようですよ？

　やばい、想像するだけで恐ろしくなってきた。

「じゃあ、山奥の防ぼう空くう壕ごうが入り口らしいので、行きましょう！」

『通　り　魔　は　？』

「あと、怪かい盗とう二面相が新稲葉美術館に予告状を出したらしいので、それも見物に行きましょう！」

『通　り　魔　は　!?』

　お前はネット上から何を仕入れてきたんだ。




『とりあえず最初の事件の被害者が通っていたっていう城徳学園に行って、その後に駅と商店街の方へと回って行こう』

　初しよっ端ぱなから脱線しかけたものの。話し合いの末に一応、目標は定まった。

　とにかく、多くの人から情報を集めるべきだ。聞き込みこそが事件解決への一番の近道だって、父上が昔言っていたよ、そう言えば。父上、普通のサラリーマンなのにな、一体どんな過去があったんだよ。

　父の見知らぬ過去に思いを馳はせながら、ぶらぶらと歩き始める。

『それにしても通り魔って、どんな奴なんだろうな』

「犯行に一いつ貫かん性せいが無いから、警察でも犯人像を絞り込めていないみたいね」

　確かに、被害者は女子高生、ＯＬ、サラリーマンと、年齢も性別もバラバラだ。

『何か、隠された共通点があったりするのかもな』

　不ふ謹きん慎しんながら、ちょっとミステリー小説の探偵役っぽくて楽しくなってきた。

　実際に起きた事件をミステリー小説っぽく考えてみるとか楽しいよな。現実にはあんなドラマチックな事件なんてまず起きないけど。

「そりゃ、しょっちゅう密室殺人とか起きたりしたら大変でしょうよ」

『いや、そうだけどさ。でも結構憧あこがれてたりするよなー』

　読書バカなら誰しもが一度は通る道である。

「なんなら、やらせてあげましょうか、探偵役？」

『え、マジで？』

「いいわよ？　じゃあ灰皿で気絶させられるか、腕時計型麻ま酔すい銃じゆうで眠らされるか、サッカーボールで意識を根こそぎ刈り取られるかから選びなさい」

『それ明らかに探偵役じゃないよね!?』

　目を覚ましたら、事件が全て解決してるパターンだよね。















　で、以下が新稲葉での聞き込みの結果である。




　一人目　うわさ好きの女子高生　樋ひ口ぐち朋とも

「通り魔？　うふふふふ、本当は秘密なんだけど教えちゃおうかな。ここだけの秘密だよ？　他の人には絶対に言っちゃ駄目だからね！　何でも、被害に遭ったのは図書委員会の娘こで、委員会活動で夜遅くなったところを襲われて、制服を斬きられちゃったんだってさ。襲われた時は本を持っていたらしくてね、それをこう、振り回してたら、通り魔はそれ以上なにもせずに逃げてったんだって。振り回すだけで逃げ出すような本ってどんな本なんだろうね？　別に怪け我がとかはしてないみたいだけど、その子、ショックで学校にはずっと来てないみたいだよ。あれ？　その雑誌、この前来た人が言ってた奴だ。実はあたし、その雑誌の記者の人からインタビューされちゃったんだよね、通り魔事件の話を聞かせてくれって言うから、色々と教えてあげたの。あたしには及ばないけど、やっぱり記者の人も結構詳しかったよ。ああ、このインタビューがきっかけで芸能界からスカウトなんかされちゃったらどうしよう。あっ、今のうちにサイン書いてあげようか？　そんな、遠えん慮りよしなくてもいいんだよ？」




　二人目　メタボな本屋店長　本田文ふみ夫お

「なんか最近物ぶつ騒そうだよね、通り魔なんて。この間も強盗殺人事件があったばっかだっていうのに……。ああごめんなさい、通り魔だったね。このすぐ近くで事件があったらしくて、パトカーなんかも結構来てたみたいだよ。何でも被害にあったＯＬさんはうちのお客さんだったらしくてね。後で別のお客さんから、ＯＬさんはうちで本を買った帰りに襲われたって教えてもらったんだ。怖いよね、しばらく夜は気を付けないといけないよ、娘達にもよく言っておかないと。えっ、何の本かって？　確か、秋山忍の本だって言ってたかな？　でもそんな夜遅くに秋山忍の本なんか売ったっけなぁ？　あんな分厚い本なら覚えてるはずなんだけど……。まあお客さんがそう言ってたからにはそうなんだと思うよ。僕の記憶よりも、お客さんの記憶の方が確実だからね！　あれ、なんでそんな悲しそうな目をして僕を見てるんですか？」




　三人目　夢見る女子大生　三み浦うら日向ひなた

「怪盗二面相様の事を知ってるんですか！　ご、ごめんなさい、取り乱してしまいました。ええ、存じ上げております。あの方は、電車の中で酔よっ払ぱらいに絡からまれていた私の前にさっそうと現れ、私の手を取って、その場から連れ出して下さったんです。私、本当に怖くて、無事逃げおおせた後も、震えが止まらなくて。でも、そんな私をあの方はそっと抱き締めてくださいました……。でも、あの方は私がお礼を言う前に去っていってしまいました。残っていたのは、この怪盗二面相と銘めいの入ったハンカチのみ。ああ、もう一度お会いしたい！　会ってお礼をお伝えしたい！　怪盗二面相様は今一体どちらにいらっしゃるんでしょう！」




　四人目　アフロなペットショップ店長　犬いぬ養かい潔きよし

「うわぁ。いえ何でもないです。何も言いたい事はありません、本当です。おや、ワンちゃんも随分元気そうですね、良い顔をしてますよ。えっ、通り魔？　通り魔なんて出没してるんですか？　へぇ、刃物で斬りつけられるんですか。……それって、アナタが犯人だったりしませんよね？　いえ何でもないです、何も言ってないです、だからそのハサミをしまってください。警察呼びますよ？　ひぃ、ごめんなさい！　噓です！　何も言いません！　何も知りません！　何も聞いていません！　許してください！」




　五人目　曲がり角でぶつかってきたパンをくわえた営業マン　佐さ藤とう哲てつ弘ひろ

「え、いきなり何ですか？　僕ちょっと急いでいるんですけど……。いえ、何でもないです。何でハサミをこっちに向けてるんですか、怖いです、止めてください。通り魔？ああ、通り魔ね、そう言えば同僚が事件に遭ったとか話していたっけ。ええと、夜に喫きつ茶さ店てんで本を読んでて、家に帰ろうと外に出た瞬間に襲われたんだっけかな。え、どんな本かって？　さあ、普通の本じゃないですか？　ああ、でも最近は秋山忍って作家が随分とお気に入りだって言ってたからな、その作家の本かもしれないな。僕は本なんて全然読まないから分からないけど。第一、今の時代に本なんていう古い物を読むなんて気がしれませんよ、時代遅れもはなはだしい。……なんでその犬吠えているんですか？」




　六人目　マッスルトレーナー　宗むな像かた腕わん力りき

「やあ！　夏野君、犬君、元気かい？　あれ、何で逃げるんだい？　何で今来た方向へ全力で戻るんだい？　ほら、こっちに来なって、バニラ味の特製プロテインをあげるから。ハハハ、遠慮しなくてもいいんだよ。あれ、何でまた逃げるんだい？　分かった！　チョコ味の方がいいんだね！」


　　　　　　　　



　聞き込み終了。

「なるほど、つまり怪盗二面相は、普段は人じん畜ちく無む害がいの好青年だけど周りの女の子に危害が及んだ時は全力で助けに入る、ハーレム物の主人公タイプね。新稲葉美術館への予告はいったいどんな女の子を助ける為なのかしら？　美術館のオーナーの娘かしら？　それとも女怪盗？」

『通　り　魔　は　!?』

　そりゃまあ確かに面白そうな奴だけどさ怪盗二面相、それより今は通り魔事件が先だろう。ってか二面相ってただの裏うら表おもてが激しい人だよね？

　かなりの人数に聞き込んでみたけれど、まともに話を聞けたのは数人だけで、その内通り魔の情報を聞く事が出来たのは更に少数だった。

　まあ、全身黒ずくめの上に黒い犬を連れた黒い女、こんな怪しい奴にほいほいと話をする物好きがほとんどいなかっただけなんだろう。アフロと宗像さんは数には入れないでおきます。役立たずと変態だし。

「でも、それなりに情報は集まったわよね」

　まあいい、確かに通り魔事件については随分と情報が集まった。女子高生、ＯＬ、そして三件目のサラリーマンの事件、全ての情報が運よく揃そろった。本当に、情報が向こうから集まってきたよ、偶然にしては出来過ぎだけど、これも夏野の変態性のなせる技わざなのだろうか。

　犯人の正体に関しては分からないままだけど、一つ重要な情報が手に入った。

『本、か』

「本、ね」

　本を持っているところを襲われた。

　本を買って帰るところを襲われた。

　本を読んで帰るところを襲われた。

　現在判明している被害者三人の共通点は、まさに本である。

『しかも、分厚い本か……』

　それって、やっぱりアレだよな。

　夏野も同じことを考えていたらしく、こちらを見て頷うなずく。

「そうでしょうね、通り魔に応戦出来る本なんて、そう沢山はないでしょうし」

『やっぱり、お前の本なのか？』

　集まった情報が、通り魔と秋山忍の本との関わりを匂におわせている。

　まるで通り魔が、秋山忍の本を持った人物をわざわざ狙って犯行を行っているかのようなこの事件。通り魔と、秋山忍の間には何か、因いん縁ねんがあるのだろうか。

『ん？』

　俺の横で腕を組んで考え事をしている夏野さん。

　黒いコートに黒いセーターに黒いミニスカート。たとえ夜間に目もく撃げきされても、すぐに暗くら闇やみに紛まぎれて逃げてしまえそうなその服装。太ももには紅あかいホルスター、その中には人を斬れるくらいに鋭利な刃物。そして夏野と秋山忍との間には深い関係がある。というか作者本人だ。

　うん、なるほど。

『犯人は、アナタです』

「は？」

　ナゾ解明。集まった証言が、ビックリするくらいに一人の人間を指し示している。これはもう確定でいいんじゃないかな。一番身近な人間が犯人っていうのも、まあ割と良くあるパターンだし。こんなことになったのは残念だけど、それでも罪は罪だ、ちゃんと自分の罪と向き合って、そして償つぐないをしてほしい。

「おい、雑犬」

　身内から犯人が出るなんて、お姉さんも心苦しいだろうけど、それでも家族なんだ。きちんと話し合いをして、社会に復帰する手助けをしてやって欲しい。他人には言えない悩みだってあったんだろう、だけど大切な家族じゃないか。話せば分かり合えるはず。面会にもちゃんと来てくれるはずだ。少しずつ、わだかまりを無くしていけばいい。

「こら、貧犬」

　うん、俺だってショックだ、まさかと思う。だけど受け入れよう。大丈夫、残されたマンションと本は俺が責任を持って管理するし。あと銀行の口座とかもそのまま残しておいてくれて構わない、ちゃんと俺が活用してやるから。

　だから早く自首すれば？

「ね　え　死　に　た　い　？」

『ごめんなさいもうしません言いません考えません調子に乗りません』

　すげえ怖いです。ちょっと漏らしたかもしれません。

　もうこいつが犯人でいいんじゃないかな。真ま面じ目めにそう思う。今この瞬間に限って言えば、見えない通り魔よりはよっぽど危険だ。逮たい捕ほしてくれ。出来ないんならいっそ俺を逮捕してくれ、逃げられるから。




『冗じよう談だんはさておき』

「全く冗談に聞こえなかったのは気のせいかしらね？」

『さておき！』

　怖い、目がマジだ。

『だってさ、明らかにお前が犯人の第一候補じゃん』

　人を斬り、本に関わりがあり、夜間にお似に合あいの黒い服装をしている。

　この時点で十分に条件が整っている、犯人は夏野だ。何よりも分かりやすい、それが三段論法による結論で、疑問を差さし挟はさむ余よ地ちがない。いくら俺でもフォロー出来ないくらいに、怪しいのだ。

「それだけで私が犯人とは言えないでしょう。ほら、たとえば……」

『たとえば？』

「たとえば、私が、私の、ドッペルゲンガーとか！」

　夏野さん、自分で自分に自信が持てなくなっていますよね。これだけ条件が揃うと、さすがに自分を疑うらしい。そりゃそうだよな、明らかに状況証しよう拠こが揃っているもの。あとは自じ供きようが取れれば終わりですよ、このヤマは。

「ふ、双子の妹とか！」

『お前ん所は二人姉妹だろ、お姉さんとお前の』

「私の中に潜ひそむ、もう一人の私とか！」

『じゃあお前の身体を逮捕して拘こう束そくしないとな、警察行けよ』

「わ、私が、夢遊病でやったとか！」

　それってもう自供じゃねえのか。

『何が悲しくて、通り魔なんて始めたんだよ』

「始めてないわよ!!」

『俺を斬るだけでは飽あき足たらず、毎晩通行人を背後から襲っていたんだな』

「馬ば鹿かにしないで！　斬るなら正面からやるわよ！」

　だからこれ自供じゃねえのか。




　そんな風に俺達が商店街の隅っこで夏野犯人説を繰くり広ひろげていると。

「「「「うわああああぁ！！！！！」」」」

　突然商店街を揺るがす勢いで、叫び声が響いた。

　それは命の危機を示す、必死の声。

『な、なんだ？』

「行くわよ！」

　何が起こっているのか分からずに戸と惑まどう買い物客達。俺も思わず立ちすくむ。しかし夏野の反応は早く、一瞬で状況を把は握あくしたのか、声のした方に向けて走り出した。

『お、おい!!』

　声を掛けるも夏野は振り返らない。

『何だよ、もう!!』

　とにかく、話は後だ。犬の足を必死に動かして、先行する夏野に食らいつく。

　何か、嫌な予感がする。

　その悲鳴を、前にもどこかで聞いたような気がしたから。




　商店街の中ほど、遠巻きに事態を見守ろうとする人々が輪を作っている。

　その中心に、何か大変なものがあるという様な雰ふん囲い気きが漂ただよう。誰もが事態に怯おびえ、戸惑っている。

　夏野はその輪の中に、躊躇ためらわずに踏み込んだ。

「……これは」

『何が……、えっ!?』

　夏野の声に反応して見たそこには、人が倒れていた。

　うつぶせの状態で、ピクリとも動かない。

『そんな……』

　俺が絶句したのは、倒れているのがよく知っている相手だったから、ついさっき話したばかりの相手だったから。

　見慣れたアフロヘアーの男、ペットショップ『ＩＧＧＹ』の店長、犬養潔が、地面に倒れ込んでいた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【城徳学園】……　新稲葉駅南口より徒歩一〇分にある、アクセスのしやすさと比較的緩ゆるい校則の為に都内でも人気のある私立高校。特にスポーツには力を入れており、男子野球部と女子ラクロス部は大会でも常に上位の成績を収めている。通称『シロコー』。

【怪盗二面相】……　危機に陥おちいった女の子の前にさっそうと登場し、その危機を次から次に打ち砕いていく、まるでハーレム物の主人公のような存在。名前の由ゆ来らいは彼が残したハンカチに書かれていた『怪盗二面相』の銘の為。長い前まえ髪がみが顔を隠しており、その素す顔がおを見た事がある者はいない。怪盗と言っておきながら、金品等を盗む事は無く、盗むのは女の子のハートのみである。新稲葉には怪盗二面相のファンクラブまで存在するらしい。新稲葉七なな不ふ思し議ぎの一角。

【犯人はアナタです】……　探偵の決きめ台詞ぜりふ。指をしっかり伸ばして、相手を指し示してから大声ではっきりと叫ぶこと。間違っていたらとても恥ずかしいので、使う際には細心の注意を払い、十分な調査を行ってからにすること。






『おい……』

　恐る恐る、夏野に声を掛ける。

　最悪の事態が頭を過よぎる。嫌な予想が全身を支配する。

「静かになさい」

　夏野はアフロの横に膝ひざをついて、アフロの全身を探っている。次いで首元に手を当ててしばらく集中していたが、一つ息をつくと共に顔を上げ。

「生きてるわ」

　その言葉に、俺と周りの人々が揃って安あん堵どの息を漏らした。

　良かった、倒れているのを見たときは本当に焦あせったけれど、本当に良かった。見知った人間がどうにかなるだなんて、気分の良いことではない。正直こういう現場には二度と出くわしたくないと思っていたのだ、心しん臓ぞうに悪い。

「どうやら、鋭利な刃物で斬られているみたいね」

『おい、ってことはまさか』

「そうね、起きちゃったみたいね、四件目の通り魔事件」

　夏野は依い然ぜん、緊きん張ちようした面おも持もちを崩くずさない。警けい戒かいするように辺りを見回している。まるで猟りよう犬けんのように、周囲を窺うかがい、何かを探そうとしている。

『おい、何してんだ？』

「……黙りなさい」

　俺の言葉に耳を貸さず、鋭い視線を周りに向け続ける。

『だから何がだよ？』

「見つけた!!」

　そして、俺の質問に答える間もなく、爆はぜるように駆け出した。

　速い。人の壁かべを吹き飛ばす勢いで突破し、漆しつ黒こくのコートを翻ひるがえしながら疾走する。

　俺も一瞬遅れて飛び出そうとするも、周囲の人だかりが邪魔で夏野の動きを追えない。

『おい！　何があったんだよ!!』

　叫んでも、夏野には届かない。突然吠え出した犬に周囲の何人かが驚おどろくだけだ。

　訳が分からない。戸惑っている内に、夏野を見失ってしまった。今から匂いで追いかけようにも、距きよ離りが離され過ぎている。

　一体何を見つけたってんだよ。いなくなるなら俺に一言言ってからにしろっての。

『何だよ、くそ』

　まあいい、アフロのところで待っていればそのうち戻ってくるだろう。

　アフロはまだ倒れている。しかし時折「アフロが、大事なアフロが……」等などとうわ言のように呟いている。

『何言ってんだこいつ？』

　そんなにアフロが大事なのかと、アフロヘアーを踏ふんでみると、つきたてのお餅もちのような張りのある弾力が返ってくる。なるほど、これは上質のアフロですね。

　アフロヘアーを踏んだ弾力が面白くて、ついつい何度も踏みつけてしまう。

　うわどうしよう、これすごい楽しい。




　しばしアフロの弾力を楽しんでいたものの。

「うぅ、アフロがー、アフロがー」

　なんか寝言で泣き始めたので止めました。

『……にしても、夏野遅いな』

　駆け出して行ってから結構経たつけど、なかなか戻って来ない。

　このままアフロをいじり倒すことにも限界があるぞ。もう飽きたよアフロ。爆発とかしないかな、一瞬だけ面白そうだから。一瞬だけ。

　さてどうしよう、本を読んで時間を潰つぶそうにも今は本を持っていない。まさかこんな事になるなんて思っていなかったしな。どこかに本が落ちてないかなあ。

　そう考えて周囲を見渡す。

『……ん？』

　不穏な気配を感じる。

　犬の神経が異物を感じる。

　振り向いた視界の片隅、商店街の路ろ地じ裏うら、ポリバケツの陰に何かがある。

『何だ？』

　気になる。何な故ぜか分からないけれど、やたら気になる。

　ごめんアフロ、しばらくはそのまま地面と仲良くしていてくれ。まあきっと大丈夫だろう、何度か踏んだりしたけれど。その内救急車とか来るよ。

　心の中でアフロにお別れを告げ、ポリバケツの側、不穏な気配に近づく。

　そして路地の陰、一見して分からないような場所で、それを見つけた。俺が見間違えるはずもない、それは。

『本？』

　いや、ただの本では無い。

『……「大罪シリーズ」の第四巻「怠たい惰だ」じゃないか』

　秋山忍作品の中で最も異い形ぎよう、その姿はとても普通の本には見えず、まるで弁当箱のようだと言われているような分厚い本が、そこにある。真紅の装そう丁ていに包まれたその『大罪シリーズ』の一冊が地面に直接置かれている。

　何で、こんなところに秋山忍の本があるんだ？

　誰かが捨てた？　いや、捨てるにしてもおかしい、近くにはゴミ捨て場がある、捨てるつもりならそっちに行くだろう。一冊だけここに置いてあるなんて変だ。

『まるで誰かが置いたみたい、だな』

　やたらと怪しい気がするけどまあ良い、渡りに船、俺に本だ。

　丁ちよう度ど夏野が戻るまでの時間を読書で潰そうと思っていたところだ、怪しかろうが何だろうが、本である事に変わりは無い。捨てられているなんてかわいそう、俺が大事に読んでやるとしよう。

　と、本に近づき、本を開こうとした瞬間。

『ゲヒャッ！！！』

　バチンッという大きな音と共に、コの字型をした鉄の棒が俺の全身を捕えた。

　痛いな、痛いよ、痛いですね!?

　何これ、ネズミ捕り!?

　身体が、身体が動かない!?

　くそ、本を目の前にしたら冷静な判断が出来なくなる俺の習性を巧たくみに利用した見事な罠わなだ、してやられた！　自分で言っといて自分の情けなさに泣きそうだけど！

　そもそも、何でこんな罠が仕掛けられているんだ？　自じ慢まんじゃないが、こんな罠に引っ掛かるのは、俺ぐらいなもんだぞ？　こうして今も引っ掛かっているんだから、奥さん分かるでしょう？

　そう考えた瞬間。不意に周囲がラベンダーの香りに包まれる。

「見つけた!!」

　それは歓かん喜きの声。そして、まるで恋こい焦こがれた相手を求めているような甘い声音。どこかで聞いたことのある声。

『……あれ？』

　と、ネズミ捕りに捕えられたままの俺の身体が持ち上げられ、何か大きな袋のようなものに入れられる。

　閉ざされる視界。

　自由を失う肉体。

　その意味も確かめられぬまま、俺の意識は暗闇に落とされた。

　最近、気き絶ぜつ癖ぐせがついて来ているような気がするんだよな。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ネズミ捕りの罠】……　罠とは名がついているものの、ネズミ捕りの部分は隠されてもいないし、急ごしらえで仕掛けられたものであるため、罠としての完成度は低い。これに引っ掛かるような馬鹿者は、存在として低レベルであるとされる。

















　いつか聞いた言葉、いつか話した言葉が蘇よみがえる。




「なあ円まど香か、本読もうぜ!!」

「和かず兄にいはそればっかりだね」

「いいから読むのだ！　この本を読むのだ！」

「いいけど。何、その本？」

「ええと、『ＮＥＯ桃太郎』ってタイトルだな」

「ネオ？」

「何だか分からないけど、強そうだろう」

「うん、強そうだね」

「じゃあ俺はこれを読むから、お前はあっちに行ってなさい」

「……私、和兄に、本読もうって、誘さそわれたんだよね？」

「本を読む時はな、誰にも邪じや魔まされないで、自由で、まあそういうもんなんだよ」

「何で私、呼ばれたんだろう」

「だから出てけ」

「おかしいよね？」




「読んだぞ」

「良かったね、和兄」

「何を言っているんだ、次はお前の番だぞ、円香」

「ええと、一緒に読もうよ、ね？」

「本を読む時はな、誰にも邪魔されないで、自由で」

「わ、分かったよ、分かったから」

「よし、読み終わったらちゃんと感想文を書くんだぞ」

「そんな宿題みたいなこと、どうしてやらなきゃいけないのかな」

「その積み重ねが、お前を強くするんだぞ」

「強くなくてもいいよ、元気ならいいよ」

「ちゃんと採点するからな」

「…………」




「よ、読んだよ、感想文も書いたよ？」

「おお、偉いぞ」

「えへー」

「そうやって頑がん張ばっているお前は可か愛わいいぞ、円香」

「本当？　噓うそついていない？」

「本当だよ」

「えへー」

「よしよし」

「うん、頑張って読んで、良かったよ」

「ああ、円香は俺の自じ慢まんの妹だからな」

「……和兄は、そうやって調子の良いことばかり言って、いつか失敗する気がする」

「な、何を言い出すんだ、いきなり」

「とんでもない失敗をする気がする」

「ま、円香さん、何か怖いですよ」


　　　　　　　　



　子供の頃の夢を見ていた。

　俺と円香が二人並んで絵本を読んでいた頃の夢。

　懐なつかしい気分がした。まるでいつかの夢の続きのような、そんな甘い、幸せな気分。

　しかし徐々に覚かく醒せいが訪おとずれる、目を開いて見えるのは。

『見知らぬ、天てん井じよう。……じゃねぇな』

　いつもの天井だ。折せつ角かくの機会なのでお決まりのセリフを言ってみようかと思ったけど、残念なことに普段から見慣れている木目の天井しかなかった。

『ん？』

　いや、おかしい。

　確かに見慣れた天井なのだけども、これはどう考えてもおかしい。

　だって今の俺がこの天井を見ることは、ありえないのだから。

『ここ、住すみ谷や荘そうだよな？』

　この天井を見ながら寝ていたのは、かつての俺。今はもういない、人間の春はる海み和かず人ひとだ。俺がまだ生きている時に見た天井、毎日のように見ていたのだから、木目の数まで鮮明に覚えている。

　人間の春海和人が居住していたアパート、住谷荘。

　本を溜ため込こみ、本と共に過ごした桃とう源げん郷きよう。犬の肉体になってからは、主に本の保管用として使用しているため、まだ縁えんは切れていない。しかし、そうそう訪れる場所でもない。何で俺は今住谷荘にいるのか。

『何が起こったんだ？』

　とりあえず身体からだを起こそうとして、しかし全く動かない。どうにか首だけを動かして自分の全身を見てみると、ご丁てい寧ねいにもビニール紐ひもでぐるぐると固定されていた。

　うん、分かった。

『厄やつ介かいごとに現在進行形で巻き込まれていますね』

　落ち着こうと思って、冷静に現状を言ってみたところで、どうにかなるものでもない。

　だって縛しばられてるし。ほとんど動けないし。これ以上ないくらいにがっちりと拘こう束そくされています。

　ビニール紐ってこんなにガチガチになるんだな。縛られて初めて分かる日本の高度な技術力。できれば分かりたくなかったけどさ。

　とにかく、お馴な染じみの異常事態だ。こういう時は一旦落ち着いて考えてみるに限る。

『ええと、何があったんだっけ……』

　まず通り魔を追って聞き込みを行い、悲鳴があって、アフロがぶっ倒れた。それで突然夏なつ野のが走り出して、追いつけなくて、戻るのを待っていたら、路ろ地じ裏うらにあった罠わなに引っ掛かって、俺は意識を失った。

　うん、異常だね。こう、嫁よめに出しても恥ずかしくないくらいの異常事態だね。

『で、今は住谷荘にいる、と』

　路地裏で意識を失った俺がここにいる。ということは当然、意識のない俺をここまで連れて来た何者かが存在するということになる。

　筆ひつ頭とう容よう疑ぎ者しやといえば我らが夏野さんであるが、しかし夏野は商店街で突然何ど処こかへ走って行ってしまったし、そもそもこんなことをする必要性が無い。

　俺に嫌がらせをしたいんなら、まず真正面から斬り掛かって来るだろうし。それもどうかと思うけどさ。

　要するに、犯人は夏野以外の誰かだ。

『いや、待てよ……』

　俺をここに連れて来ているという意味。

　人間の春海和人と、犬の春海和人の関連性を見出さなければ、こんな所に俺を連れて来たりはしない。

　その誰かは、知っているのだろうか？　この俺の正体を。

　そう、疑問に思った瞬間、いつの間にか横に立っていた誰かが語りかけてきた。




「おはよう、和兄」




　まっすぐに俺を見つめてくる、いつかのままの笑顔で。

　その笑顔、その眼まな差ざし、見覚えがあるなんてもんじゃない。

『……円香、なのか？』

　そこには俺の妹がいた。

　春海円香。

　生き別れた、そして死に別れた、最愛の妹が、満面の笑みを浮かべたままで春海和人の名前を呼んだのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【見知らぬ天井】……　目を覚ましたら知らない場所でした、というお決まりの展開。ただ住谷荘の一〇二号室の天井は過去毎日のように見続けていた物であり、割とよく知ってる天井である。

【ビニール紐】……　書籍の梱こん包ぽうなどに使用される半透明のビニールで作られた紐。一本一本は些さ細さいな強度しか持たないが束たばになることによって恐ろしい強度を持つ。持ち運びも簡単で再利用もし易く、拘束具にはピッタリな代しろ物ものである。ただし拘束目的に使用するのはお止め下さい。






「か～ず～に～い～♪」

　ごろごろと甘えてくる円香。

　何だろう、確かに春海家の兄妹の間あいだ柄がらは一般家庭の普通の兄と妹よりは良好だったとは思うのだけど、果たしてここまでのものだっただろうか。ここまでふやけた感じの円香の姿を見るのは初めてだった。

　いや、甘えられるのは嫌いじゃないよ？　ただ慣れないことなので、ちょっと緊きん張ちようしているだけだよ？　俺が縛られているということを忘れてはいないよ？

　そもそも妹に甘えられて、それを邪じや険けんに扱える兄なんてものは存在しねぇ。仮にそんな兄がいるとしたら、そいつは兄としての覚悟を持っていない半はん端ぱ者ものだってことだ。兄であるのなら、妹を可愛く思うのは当然のこと。はい、これテストに出ますよ。

「えへへ、お兄ちゃんー」

　もうとろけまくった笑顔で語りかけてくる。何これ可愛い。

「お兄ちゃん、お兄ちゃま、あにぃ、お兄様、おにいたま、兄上様、アニキ、兄者、兄くん、兄君様、兄チャマ、兄や」

『何その呼び方!?』

　何で兄の呼び方が一三個も存在するんだ、一個で十分だよね？　あと途中に髭ひげの武将っぽいのが混じってなかったか？

「おいちゃん」

『誰がおいちゃんだ！』

「おいたん」

『さらに別の人だ！』

　それはおじさんです。

　それにしても、何で円香は今の俺に対してこんなに甘えているのだろう。今の俺は、春海和人であっても、春海和人じゃないのに。

　早い話が、犬である。

　犬であって兄でない。

　そんな犬を兄と呼ぶってのはかなり問題だと思う。お前の兄は犬なんだが、しかしお前は犬じゃない。だから円香が俺を兄と呼ぶのはおかしいのだ。

　そんな円香の姿は、多少デレっとしているものの、記憶の中の円香とほとんど変わっていない。紺を基調とした中学校のセーラー服を着ているのも、肩口で切きり揃そろえた髪かみがところどころ活発に跳はねているのもそのままだ。いや、少しだけ瘦やせただろうか。

　そして、いつか俺に向かってしていたように、円香は自然に話しかけてくれる。俺を俺として、見てくれる。

　これは、ひょっとして。いや、まさか、そうなのか？

『円香、お前、俺の声が聞こえているのか!?』

　俺の放った疑問に、円香はすぐに答える。

「えへへ、そうだよ」

『マジでか!?』

　何という僥ぎよう倖こう！

　何という奇跡！

　犬の姿に成り下がってしまった今の俺、そこに声を掛けてくれる人間がいるなんて思いもしなかった。

　……まあ既に一人いるっちゃあいるのだが、あれは何というか、あんまり俺を大事にしていない感があるというか、ちょっと違うんだよね。もう一人それっぽいのもいたけれど、ただのドＭだったし。

　やっぱり最後に頼れるのは家族なんだ。俺の声が届いたのもきっと純粋な奇跡なんだって信じられる。神様は俺を見放していなかった。一回死んでいる時点で神様は見ていないような気もするけど、まあ誰にでも間違いはあるさ、特別に許してやろう。

『また会えるなんて思わなかったよ！』

「私は会えると思ってたよ」

『そうなのか？』

「勿もち論ろんだよ。新しん稲いな葉ばを探せば和兄が見つかるって確信していたもの」

『そうかそうか、そいつは兄妹の絆きずなの成せる奇跡の御み業わざって奴だな！』

「えへへ、和兄、嬉うれしい？」

『そりゃそうだ、嬉しいに決まっているだろ！』

　見慣れた円香の笑顔にホッとする。

　ここの所、バイオレンスとバイオレンスに支配された生活だったからな。久しぶりにまっとうな生き方を取り戻したような感じがする。

　緊張感に満ちた生活から離れ、こうして久しぶりに家族の暖かさを感じると、これまでの俺の生活がいかにおかしかったのかが良く分かる。

　家族って、斬ったり斬られたりの関係性じゃないんだね！

　鉄とか血の匂においが鼻を突く、そんなのがおかしいんだよね！

　人間っていいな、人間じゃねぇけどな！

　駄だ目めだ、予想外の事態にテンションが上がり過ぎて思考がおかしい。

「やっぱり、私に会えて嬉しいんだよね、和兄は」

『ああ、本当に、涙が出そうだ』

　円香はまさに救世主といった感じである。

　うん、妹ってのはやっぱりいいもんですね。

「私も会いたかったよ！」

『そうだな、会いたかったよ。まさかお前が来てくれるとは。ひょっとして父上や母上も来ているのか？』

　いくらしっかりしているとはいえ、中学生の円香が一人で岡山から出てきているとは考えづらい。父上や母上も一緒なんだろう。

「やっぱり、和兄は私がいないとダメなんだよねー」

『まあ、そうかも知れないな、んで父上は？』

「だから、これからはずーっと一緒だからね」

『うんうん、それで母上は？』

「一緒だよ、この世界が終わっても、ずっとずっと一緒にいようよ！」

　あれれー、おかしいぞー？

　何か会話のキャッチボールがおかしい。

『円香さん、ちょっとご質問よろしいでしょうか？』

「なあに、和兄」

　こちらの問いかけにはしっかり反応して来るんだけどな。しかし致ち命めい的てきに、何かが間違っている予感がする。

『いや、大したことじゃないんだ、疑うたがってはいないんだ。ちょっとだけ聞きたいんだけど、うちで飼ってた猫の名前は何だっけ？』

「もう、そんなにカレーが食べたいの？　しょうがないなあ和兄は……」

『よし分かった！　話通じてないな！』

　ぬか喜び、パート２。

　何だよ、やっぱり俺の言葉は通じていないのかよ！

　ああ俺が悪かったよ。期待した俺が間違いだった。家族なら俺の言葉が分かるかもと抱いだいた淡い期待は雲うん散さん霧む消しよう。これで意思の疎そ通つうができる相手はあのハサミの通り魔候補だけに逆戻りか。

　ん、待てよ、通り魔？

　急な円香の出現で失念していた。そうだ、俺は夏野と通り魔の調査をしてたんだった。アフロが襲おそわれて、それを追いかけて、俺が襲われた。

　いや、正確には、張られていた罠に俺が勝手に引っ掛かっただけなんだけど。だって『大罪シリーズ』が仕掛けてあるんだもん、引っ掛かるなと言う方が無理だって。あの罠が本当に俺の事を狙ねらっていたのなら効果はばつぐんだぞ。

　あっさり引っ掛かった直後、俺は何者かに誘ゆう拐かいされ、今は住谷荘にいる。円香と共に。

　と、いうことはだ。

　あの罠を仕掛けたのは、まさか円香なのか？

『おい、円香』

　一いち縷るの望みを抱いて発した言葉は、涙を浮かべた円香の言葉によってかき消される。

「和兄、私はね、本当は和兄にも一緒に岡山に来てほしかったんだよ」

『……ああ、そうだったな』

　確かに、俺が一人で東京に残るのを最後まで反対していたのはお前だった。

「それが、そのせいで、こんなことになっちゃって」

　嗚お咽えつを嚙かみ殺ころすかのように紡つむがれる円香の言葉、それにはどんな想おもいが込められているのだろうか。

「でもね、これでずっと一緒だよ……」

　涙をぬぐい、意を決したように発せられる言葉。

　その言葉はまるで愛の告白のようにも聞こえ。

『そうだな、家族だからな』

「ずっとずっとずっとずっと！」

『……あのー、円香さん？』

「ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと!!」

『もしもし？』

「一緒、一緒だ、一生一緒だ。健すこやかなる時も病やめる時も、苦しい時も楽しい時も、辛つらい時も悲しい時も、朝も昼も夕方も夜も深夜も明け方も白昼も正午も、春も夏も秋も冬も、正月も春休みもＧＷも梅つ雨ゆ時どきも夏休みも十五夜も初雪も冬休みもクリスマスも暮れも大おお晦日みそかも、保育園も幼よう稚ち園えんも小学校も中学校も高校も大学も短大も専門学校も大学院も、幼年期も子供も若年も大人も壮年も老年も、揺ゆり籠かごから墓場まで、受精卵から死し骸がいまで、分ぶん娩べん室しつから火か葬そう場ばまで、細胞から細胞まで、月曜日から日曜日まで、入にゆう滅めつから末まつ法ぽうまで、ギャラルホルンからレーバテインまで、ビッグバンからビッグクランチまで、天てん地ち開かい闢びやくから世界崩ほう壊かいまで、二人の存在が続く限り、宇宙に証あかしが残る限り、あらゆる始まりから終わりまで、何もかもが終わっても始まっても、二人以外の万ばん物ぶつが滅ほろび消え去っても、ずっと二人で愛の巣を、ずっと二人で続けるよ、ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずーっと、和兄と一緒だから！！！！！！！！！！！！！！！」

『円香さん!?』

「あは、あははははははははははははははは、あははっははは！　あは、やっとだ、あはははははは!!　一緒だ！　私はついに、和兄と一つになるんだ！　身も心も魂たましいまでも、やがて溶とけて一つになるんだ！　あはははは！　やった、この時を待っていた、私はこの時をずっと待っていた、あははははは、あっは!!」

『……わぁお』

　話が通じていないだけならまだマシだったと今思い至った。

　何だこれ。

　これが俺の妹か？

　逃げ出したい、この現実から。

　良く見れば、さっきまで明るく澄んでいたはずの円香の瞳ひとみは、名状しがたい色に染まっていた。ドブ川とヘドロの混合物を焼いて潰つぶして粉にして呪文唱となえて三日三晩煮に詰つめたかのような、世界の汚お泥でいを根こそぎかき集めたかのような、混こん沌とんたる澱よどみ。じっと見つめていると、それだけでどうにかなりそうな純粋危険物。

　そしてその混沌とした情熱は、どうやら俺の方に向けられているらしい。こんなに重い愛なら要いらぬ。だが愛は惜しみなく与えられる。円香は、一人で狂きよう喜きし続ける。

「一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒一緒ずっといっしょ」

『あー、あー、何かもう、分からん！』

　いっそ気でも失ってしまえば楽になれそうなのに。安易に意識を飛ばすことを、この現実が許さない。何だよこの現実。とんだハードモードだよ。

　だって今の俺、妹に対してドン引きしているもん！　思わず目を背そむけたくなる感じなんだもん！

　おかしいですよ円香さん。

　実は妹に化けたナントカ星人だったりしないのでしょうか。

　しかし先程から香っているラベンダーの香りは、確かに記憶の中にある円香の物と同じだし。何より俺自身が懐かしい気分になっているので、コレはマジ現実のようです。

「どうしたの和兄、何か変だよ？」

　それほどでもないさ、お前に比べればな。

　そんな俺の内心にも気付かないまま、円香はいつかのように強ごう引いんに話を進める。案外俺の言葉が通じていたとしても、円香のやることは変わらないような気がしてきた。怖いなこの妹。妹の皮をかぶった妹って感じだ。妹なのかよ。

「もう、仕方がないな。ごはんが出来ているからね」

『……ごはん？』

　気絶していたせいで、今が何時かは分からない。ただそれなりに時間は過ぎているようで、小腹も減へっている。

　だからその申し出は素直にありがたいんだけど、何だろう。上う手まく言えないけれど、凄く嫌な予感がする。いや、正直に言おう。分かっている。俺はどうやら知っている。

　はい皆さん、これから嫌なことが起こりますよ！

「じゃーん！　カレーだよ！」

『やっぱりかぁー!!』

　目の前に出されたのは、お久しぶりです、円香の作る不ま味ずいカレーですよ。

　こうして鍋なべが目の前に出された時点で、過去に食べた円香カレーの思い出が走そう馬ま灯とうのように浮かび上がって来る。思い出の中の俺はどいつもこいつも悲しそうな顔をしているんですよ、今にもリバースしそうな顔なんですよ、分かって下さいよ。

　鍋に入ったカレーは、鮮やかな赤色をしている。俺の色覚が突然変異を起こしたんじゃなければ、真っ赤な血みたいな色だった。

『こ　れ　は　ひ　ど　い』

　おかしいじゃないか、カレーだろ!?　なんでそんなに赤いんだよ!!

『お前、一体何を入れた？』

「あ、この色が気になるの？　えへへ、久しぶりに会った和兄に体力をつけてもらおうと思って、一カートン分のラー油を入れちゃいました!!」

　なんだ、ラー油か、てっきり赤い絵の具でも入っているのかと思ったぜ。まあ、それぐらいなら良いか。……って良くねえよ！

　やっぱり常識がおかしくなってきている。慣れないノリツッコミなんかをしてしまうのもそのせいだ。だって普通、カレーにラー油は入れませんからね。

　あと部屋の隅すみっこに赤い絵の具が落ちているけど、たまたま通りすがりの画家が落としたものであって、このカレーには入っていませんよね!?　画家が俺の部屋を通りすがる可能性がどれほどあるのかは考えないけど！　絶対入っているとしか思えないくらいに色鮮やかなんだけど、そうだよな！　せめて食紅とかであって欲しい！　それもカレーに入れるのはどうかって話だけどさ！

「どう？　美お味いしそうでしょ？」

　満面の笑みを浮かべる円香。死神の笑顔にしか見えない。

『ど、どうしよう……』

　ん、一寸ちよつと待てよ、カレー、カレーは不味いんじゃないのか？　冗じよう談だんでも何でもなく、二重の意味で不味いんじゃないだろうか。

　犬の肉体について読んだ本の内容が頭を駆かけ巡めぐる。

　玉たま葱ねぎ等をはじめとした野菜類を香こう辛しん料りようでコトコト煮込んだカレー、それは犬にとっては劇げき物ぶつでしかないのである。

「もちろん、玉葱をあめ色になるまで炒いためてから、更にラー油で真っ赤になるまで煮込んだものをベースにしたんだよ!!」

『もっと駄目ぇ!!』

　どこからか取り出した紙の皿に白いご飯を盛ったかと思うと、その上に赤いカレールーをなみなみと掛けている。びちゃびちゃとルーが飛び散るものだから、部屋の床が血みどろの地じ獄ごく絵え図ずだ。本が隅の方によけられているのがせめてもの救いである。

「さあ、召し上がれ♪」

　差し出されたレッドカレー。漂ただよってくる匂いが犬の嗅きゆう覚かくを刺し激げきする、何だろう、色々と痛い。鼻と、あと目が凄く痛い。ついでに胃も痛いし、胸も痛けりゃ頭も痛い。

「美味しそうでしょ、隠し味はひ・み・つ♪」

　それはひょっとして、赤い絵の具の事を言っているのだろうか。隠れてません、むしろ前面に押し出されていますよ？

「あ、ごめんね和兄、それじゃあ食べられないね」

　いや食べたくはないんだよ？　俺が食べたいみたいに言われるのは心外なんだよ？

　ビニール紐でぐるぐる巻きにされている現状、食べる気はもう完かん璧ぺきに完全に完かん膚ぷ無なきまでに無いんだけど、確かにこの状態で物を食べるのは難しい。

　円香の手が俺の身体にかかる、ビニール紐の拘束を解いてくれるんだろうか。

　よし、拘束が解かれた瞬間に逃げ出そう、このままでは円香のレッドカレーの餌え食じきになってしまう。

　そうして、円香は俺の身体を摑つかんで、目線の高さに持ち上げて。

「はい和兄、あーん」

　デスヨネー。

　拘束が解かれるかもなんていう期待は空むなしくバニシュデスされて虚空に消えた。

　円香は俺の身体を左手で摑み、右手でレッドカレーを目いっぱい盛ったスプーンをこちらに差し出してくる。

　スプーンに載せられて俺の口の前に運ばれたレッドカレーからは、禍まが々まがしい感じの負ふのオーラが漂っている。首のところを摑まれているので結構息が苦しいし、だからと言って大きく口を開ければカレーが待っている。ここには地獄しかないのか。

「はい、あーん」

『天国に召し上げられかねないから止めてくれませんか？』

「ほら、遠えん慮りよしないで」

『いや、止めて……』

　身をよじってスプーンから逃げようにも、逃げる方向が限られている。

「はい、あーん」

『いや、や、ら、らめええええぇぇぇぇ』

　そう、泣き叫ぼうとしたところで。

「あっ!?」

　何かを思い出したかのような声と共に、円香はスプーンを引っ込める。

「ごめんね和兄、私としたことが付け合わせを忘れていたよ！」

　可愛く舌を出して、自分の失敗を恥はじるような仕し草ぐさを見せる円香。今の俺には獄ごく卒そつの笑みにしか見えないけどな。

「すぐに買ってくるから、ちょっとだけ待っててね」

　そう言うと、そそくさと白いエプロンを外し。

「やっぱカレーには福ふく神じん漬づけが必要だよね」

　そのまま部屋を出て行った。

　ええい、このカレー、これ以上赤くなるというのか！

　もう福神漬けでどうにかなるレベルじゃないんだけど、円香なりのこだわりがあるのだろうか。俺の健康にもこだわって欲しかった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【おいたん】……　舌ったらずな姪めいっ子こが叔お父じさんに対して使う呼び方。

【レッドカレー】……　料理の着色に使う食紅などの着色料を、普通に市販されている赤い絵の具で代用できると勘かん違ちがいした末に作られた明らかに食べ物とは思えない彩さい度どを持ったカレー。もちろん不味い。






『はぁ、はぁ、あやうく死ぬ、ところ、だっ、た……』

　助かった、のか？

　いや、ちょっとだけ余命が延びただけか。

　いくら犬の身体に悪かろうと、カレー如ごときで死ぬまでは至らないとも思うけど、このレッドカレーはなんというか、普通のカレーの三倍ぐらいのダメージを与えてきそうな気がする。だって赤いし。

　人間の姿だったら、久しぶりの妹の手料理を食べてやるぐらい問題ないのだけど、今は犬なのでＮＧです。

　カレー臭のせいで既に自慢の嗅覚も半ば死んでいる。良かった、このまま嗅覚を働かせていたら、その匂いだけで死ぬところだった。いや、どちらにしろこのままでは、結果は見えているか。

『逃げなきゃ』

　とにかく、拷ごう問もん吏りは部屋を出て行った。ここから逃げ出さなければ、俺に未来はない。円香が帰ってきたら、今度こそレッドカレーを口内に流しこまれる。

　何でこんなことになってしまったんだ？　何で円香が新稲葉に来ているんだ？　何で犬の俺が誘拐されなければいけなかったんだ？

　疑問は多い。そしてその答えは、ここから逃げ出さなければ摑めない。

　しかし、ビニール紐の拘束は依然継続中。たとえ解かれたとしても玄げん関かんには鍵かぎがかかっているだろうし、窓も丁寧に閉めきってある。人間の身体ならともかく、犬の身体で脱出するのは難しい。

　今いるのは住谷荘一〇二号室。俺が一人暮らしを始めた直後に住んでいた部屋だ。確かにこの部屋の鍵ならば、母上にスペアキーを一つ渡してあったので、円香が出入りできるのも不ふ思し議ぎではない。

　かつての自分の部屋なので良く分かる。屋や根ね裏うら部べ屋やとかもないし、隣となりの部屋に通じる隠し通路もない。こんなことになるなら作っておけばよかったかな、掛かけ軸じくの裏とかにさ。

　部屋の中を見渡す。

『……俺の部屋、なんだよな？』

　今部屋に残っているのは据すえ付つけのタンスやテーブルと、円香が持ち込んだであろう白く大きなケースに、台所用品の数々。それと本、本の山、本の塔である。

　とにかく、円香が戻る前にここから脱出しなくては。問題はその方法。どうやって、犬の身体でこの密室を突破するか。

『助けを呼びたいところだけど、他に住人いないんだよな』

　隣室に誰か住んでいるのならば、必死に壁を叩たたいて異常を知らせることも出来ただろうけど、残念ながら住谷荘の他の部屋は全すべて空き部屋である。空き部屋というか、本を詰め込んだ倉庫となっておりまして、当然ながら人は住んでいません。

『本ばかり詰め込んでいたのが仇あだになったか』

　……百パーセント俺のせいだな。

　だって、まさか自分の部屋に監かん禁きんされることになるだなんて思ってなかったもん。

　出来ればタイムマシーンで戻りたい。過去に戻って狂きよう喜き乱らん舞ぶして本を溜め込んでいた頃の愚おろかな俺を殴なぐってやりたい。

　でも愚かな俺は俺の言うことを聞きゃしないだろうし、多分俺も意い気き投とう合ごうして一緒に本を溜め込むだけなので、つまりは手詰まりです。

　ああ、またあの血ち塗ぬられたカレーとこんにちはしなきゃならないのか。

　俺の冒ぼう険けんはここで終わってしまうのか。




　来たるべきレッドカレーとの対話に絶望しかけているところに、コンコンと、窓を叩く音がした。

『ん？』

　何だろうと、無理矢理に首を窓の方に向けて見ると。

『……うわぁ』

　すっげぇ黒い人がいた。もう完全に怪奇現象レベル。こんなのが夜中に現れたら間違いなく漏もらします。

　嘆なげき女おんなでも現れたのかと思ったけど、良く見たら俺のご主人様の夏野霧きり姫ひめさんです。

「ようやく気がついたわね、バカ犬」

　窓ガラスを通しても、夏野の澄んだ罵ば声せいはしっかりと聞こえて来る。

「一体、何をやっているのかしら？」

『見りゃ分かるだろ、監禁されてんだよ』

「監禁？　その割には随ずい分ぶんと楽しそうだったじゃない？」

『楽しそう？　あんなに苦しんでいた俺が？』

　お前には俺が縛られているのが見えないのか、絶ぜつ賛さん監禁中のこの艶あで姿すがたが！

「そうなの？　てっきり新手のプレイかと思ってたわ」

『そんな趣しゆ味み、俺にはねえよ！』

　そういうのは俺の仕事じゃなくて、もっとふさわしい奴にやらせればいいだろ！　ちょうど良いのが居ただろ、どっかにさぁ！

「……まあいいわ、楽しみを邪魔するのも悪いけど、一緒に来てもらうわよ」

『楽しくねぇよ！　や、ごめんなさい、助けて下さい、お願いします』

「じゃあ一発芸でもしなさい。面白かったら助けてあげるから」

『しまった！　夏野の性格をデータに入れ忘れていた！』

　こんな時に、一番不味い性せい癖へき発動！

　根っからのドＳということを失念していた！

「面白かったら十ポイントあげるわ」

『何ポイントか貯ためないと助けてくれないの!?』

「ライフラインも使えるけど、どうする？」

『今まさに俺がライフラインの線上に立っているんだぞ！　バカかお前は！』

「言うわね、犬のくせに。で、やるの、やらないの？」

『良いから！　早く助けてくれよ。アイツが戻って来ちゃうだろ！』

「私としてはそのアイツとやらと話し合いたい気分でもあるんだけど」

　カラカラと笑い始める夏野、しかしその目は全く笑っていない。

　夏野と円香を会わせてはまずい。

　今の円香ははっきり言っておかしいのだ、さらにおかしい夏野と化学反応を起こしてしまう。赤と緑のガムみたいな二人だ。

『いいから、早くしてくれ！』

「……せっかちねぇ、まあ良いけど」

　そう言って腕を振りかぶる夏野。

『いやいやいやいや!!　何するんだよ!?』

　夏野の不ふ穏おんな動きを慌あわてて止める。

「何よ。助けてあげようっていうんじゃない、邪魔しないでよ」

『助ける感じの動きじゃなかったぞ今！』

　夏野の手にはしっかりと銀色のハサミが握られている。何せ黒くろ博はく物ぶつ館かんに展示されていそうなぐらいの凶悪なハサミだ、そのまま振り下ろせば、窓ぐらいは簡単に砕けるだろう。砕いちゃうだろう。間違いなく砕ける。

『窓を割るな！　割らずに助けろ！』

「何それ？　一いつ休きゆうさん？」

『謎なぞかけじゃねえよ！　常識で考えろ！』

「だって、これを割らなきゃ中に入れないじゃない」

　夏野はコンコンと窓ガラスを軽く叩く。

『普通に玄関から入って来いよ！　鍵持ってるんだろ！』

「南なん京きん錠じようと鎖くさりとでがんじがらめだったもの、玄関。さすがにあれを一つ一つどうにかしていたら、それこそ時間がかかってしょうがないわ」

　玄関の方に目を向ける。中から見ると普通なのに、外から見るとそんなに禍々しいことになっているのか。またご近所さんからの評判が悪くなりそうだ。

『だ、だからって、すぐに壊こわそうとするなよ！』

「じゃあ、どうすればいいのよ？」

『そ、それは……』

「壁抜けでも出来るんならやりなさいよ」

　かつてレンジャー部隊に所しよ属ぞくしていたマジシャンじゃあるまいし、俺にはそんな特殊な真ま似ねは出来ない。

「で、どうするの？」

『…………下さい』

「え、聞こえない」

　いつか泣かす。

『…………って下さい』

「きーこーえーなーいー」

『窓を割れって言ってんだよこのバカ女!!』

　ごめんよ住谷荘、住人のピンチなんだ、少しだけ我が慢まんしてくれ。




　で、結局割った。力任せに粉ふん砕さいしてしまった。

　そしてその隙すき間まから手を突っ込んで鍵を開けると、まるで呪のろいのビデオの登場人物のように、身体をくねらせながら室内に転がり込んでくる夏野である。うっすら汗をかいているし、息が荒い。夏野さんのウェーブのかかった長い髪が汗で肌に張り付いて、迫力三割増しです。

『こ、怖いよ、この人!!』

　そして、器き用ように四つんばい状態のままで近寄って来たかと思うと、片腕でむんずとビニール紐の拘束ごと摑み上げる。

「……帰るわよ」

『ちょ、痛い、痛いって、もっと優しく摑んでくれよ。っていうか、このビニール紐を解いてくれさえすれば自分で歩けるからさ』

　こちらの言葉に全く反応を示さずに、俺を摑んだまま窓枠を蹴けり倒たおして外に出ると、そのまま無言で住谷荘を後にする夏野。

　紐で結ゆわえられたスイカでも持って歩くように、俺を縛った紐ごと摑んで歩く。

『えっ？　何、何なの？　何か怒ってる？』

　夏野は乾いた笑みを貼はり付つけて、こちらに顔を向けてくる。目が完全に攻こう撃げき色しよくです。

「怒って、ないわよ？」

　うわぁ、これめちゃくちゃ怒ってるパターンだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【南京錠と鎖】……　外部からの侵入を防ぐための物ではなく、内部からの脱出を阻はばむために付けられている。見た目のインパクトが半端じゃない。



　　　　　　　　

　結局、そのままビニール紐で縛られた状態で、夏野のマンションに帰宅した。

　帰宅途中、何度話しかけても、小こ粋いきなジョークで場を和なごませようとしても、夏野はまるでうわの空。まともな返答はおろか、こちらを見ようとすらしなかった。

　一体何事かと思っていたけど、なるほど、こういうことだったか。

『久しぶりだなぁ、この光景も』

　帰宅早々、吊つるされました。

　ビニール紐で縛られたまま、蓑みの虫むしのようにして吊るされています。そして目の前にはロッキングチェアーに腰かけた夏野の姿。それはあたかも、初めてこの家に来た時の様であった。

　あの時と違うのは、ケージの中か、ビニール紐かの違いだけだ。

　なるほど、俺が何と言おうともビニール紐を外してくれなかったのは、こういうことだったんだね、どうせまた縛るんだから、そのまま再利用しちゃえば地球にやさしいよね。うん、エコってのは大事だ。

『じゃねえよ！　ほどけよ！』

　混乱しすぎて、心にも無いことを考えてしまった。エコが怖くて読書バカなんてやってられるかよ。

　そんな反エコ宣言に怒ったのだろうか、夏野がえらい形ぎよう相そうで俺の前に立つ。

「それでは、尋じん問もんを開始します」

　尋問とか普通に言っちゃったよ、この人。

　銀色のハサミを構え、冷たい視線をこちらに向けてくる夏野さん。下へ手たなことを言えば俺の命は無いだろう。しかし何も言わなければ俺の命は無いだろう。

　とにかく全力で言いい逃のがれるしかない！

『な、何だよ、確かに急に居なくなったのは謝あやまるよ。だってしょうがないだろ、誘拐されてたんだから、どうしようもなかったんだって！』

　夏野が飛び出していった間に、居なくなったのを怒っているのだろうか？

　でもでも、あれは不ふ可か抗こう力りよくなんだよ？　あの罠、俺にはとても無視出来なかったし。

「……そんな事じゃあないわよ」

　ハサミの刃を横にして、ピタピタとこちらの頰ほおに当てて来る。

　いかんこいつマジ拷問吏の適てき性せいがあるよ、だって俺は今にも恐怖で漏らしそうだもん。このまま行ったら、大変不ふ名めい誉よなあだ名を頂ちよう戴だいしかねないぞ！

『じゃあ何だよ、今日の俺は割と真ま面じ目めに活動していたぞ？』

「へぇ……」

　視線を強引に合わせて来る。

「本当に？」

　夏野の赤みがかった大きな瞳に真剣な色が浮かぶ。

『ホ、ホントウデスヨ？』

　何だ、やっぱり俺、知らない内に何かやらかしちゃったのか？　早く思い出さないとヤバい。卑ひ屈くつでも何でもいい。謝ろう、なんだか分からないが謝ろう。俺が悪くなくても謝ろう。

　そう心に決め、謝罪の言葉を口に出そうとした瞬間。

「じゃあ、あの女は、誰？」

　そう、真剣な眼差しのままで言葉をぶつけて来る夏野。

『へぁ？』

　唐とう突とつな問いに頭の中をハテナが埋め尽くす。

　いつもの冗談かと思って見返してみると、目が冗談など感じさせないぐらいにマジだ。

『な、なんの事でしょうか、夏野さん』

　本気で分からないから聞いてみる。

「とぼけようというの？　良いわ、そっちがその気なら」

　そう言って、銀色のハサミを振りかぶる夏野。

　ちょ、待って、待って、待って！

『いやいやいや、本当に何の事だか分からないんだって、女、女って何の事ですか？　俺の周りには女なんていませんよ？』

　いるとしたら、目の前にシザーウーマンが一人いるぐらいです。これを女と呼ぶのはＸＸ染色体に失礼な気もしますが、確かに女です、女性です、ＷＯＭＡＮです。どちらかといえば性別云うん々ぬんよりもまずは人間であるかどうかを疑いたいと思います。

「さっき住谷荘で、アナタがイチャついていた相手は、誰なのかと聞いている」

　更に迫力を増していく夏野、背景にどす黒いオーラが揺らめいている。

　住谷荘？　イチャつく？

　そこまでキーワードを出されて、ようやっと理解が追いついた。

『……ひょっとして、円香のことを言っているのか？』

「そう、円香、円香って言うのね、あの泥どろ棒ぼう猫ねこの名前は。良いわ、人の物に手を出したらどうなるのか、三日三晩かけてじっくり思い知らせてあげるわ」

　夏野の瞳が暗く光り、口の端はしが三日月状に吊り上がる。

　何だこの人、マジで似に合あうなそういう表情。

『ちょ、ちょっと待てよ、何をいきなり恐ろしい顔で恐ろしいことを言い出すんだ、何だよ泥棒猫って。俺の妹に変な呼び名を付けるんじゃねえ！』

　まあ、変な妹だけども。俺もフォローが出来ないくらいに、おかしかったけれど。

「いもうと？」

『そう、妹』

「……そう、いもうと、いもうとって言うのね、あの泥棒猫の名前は」

『ちーがーうー！　妹！　シスター！　俺と同じ両親から生まれた血けつ縁えん者しや、妹だよ！』

「本当に？」

『本当!!』

「噓ついてたら承知しないわよ？」

『噓ついてどうするんだよ!!』

「証しよう拠こは？」

　ああもうしつこいなあ。

『証拠？　んなもんあるか！　アイツは春海円香、一五歳、中学三年生。正しよう真しん正しよう銘めいの俺の、春海和人の妹だよ!!』

　そうやって俺が言い切った瞬間、一いつ閃せんされる銀色のハサミ。

　急な凶行に、死の覚悟をする余裕もない。

　しかし、俺の身体には何の衝しよう撃げきも与えられず、代わりに俺を拘束していたビニール紐がバラバラと床に落ちた。次ついで落ちそうになった俺の身体を夏野が空中でキャッチする。これもいつかの時の再現のようで。

「良いわ、話を聞かせて頂戴」

　お前は拷問を経由しないと話も出来んのか。

　そして俺の喉のどを摑んでいるので超苦しいです。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【初めて来た時】……　あの時はケージに入れられた状態で宙吊りにされていた。基本的に拘束状態から始まるのは、世紀末とか流星街とかグレイターミナルとか落おち人うど村むらでは良くある事。いちいち戸と惑まどっていたら生き残れない。






『それで、気付いたら監禁されてたんだよ』

　夏野と別れてからの事の顚てん末まつを、息も絶え絶えになりながら説明し終えた。

　まあ顚末と言っても、気絶から監禁という、実に内容の薄い報告にしかならないのだけど、真実なのでしょうがありません。

　夏野はしばし黙考し、一言。

「……バカなんじゃないの？」

『うすうす感じてるから、あまり言わないでくれないかな？』

　夏野のバカ！　もう知らない！

「なんで妹に監禁なんかされているのよ」

　まったくの正論。俺にもさっぱり分からないので、回答は控ひかえさせて頂きますけど。

「兄は読書バカ、妹は監禁バカって、家ではどういう教育がなされているのよ」

『だから俺だって分からねぇよ！』

　あとあんまり家のことを悪く言わないでくれないか。

「仲良く監禁なんかしちゃって」

『そんな軽い喧けん嘩かみたいなノリで監禁って言うな!!』

「……仲良くしちゃって、何よそれ。仲良く？　仲良く、なかよく、ナカヨク、ｎａｋａｙｏｋｕ、うｔ９ｈ」

　なんか夏野さんが一点を見つめて不穏な感じで呟つぶやき始めた。

　よし、俺の身体が傷つけられない内に話を変えよう。

『じゃ、じゃあじゃあじゃあ、そっちは何があったんだよ？』

「……何のこと？」

『いやアフロが襲われた後にさ、お前いきなり走りだしたじゃないか。何かあったんじゃないのか？』

「ああ、怪しい奴が居たのよ、多分あれが通り魔ね」

『へぇ、……えっ!?』

　重要案件なのに、何をそんな簡単に言っているんだこの人は。

『居たのか、犯人が!?』

「そりゃアフロが襲われたばかりなんだから、居るでしょ犯人」

『まあ、確かにそうなんだけども、何で犯人だって分かるんだよ』

「刃物を持っていたからよ」

『刃物？』

「アフロは鋭利な刃物で襲われていたわ。カッターやバタフライナイフなんてチャチな物じゃない、もっと刃渡りのある凶悪な刃物。だから、あの人だかりの中でそんな刃物を持っている人間が犯人、通り魔よ」

『いや、理屈ではそうかもしれないけどさ、よく刃物を持っているなんて分かったな』

「明らかに、不自然な仕草をしていた人間が居たのよ」

『不自然、何だそりゃ？』

「刃渡りのある刃物っていうのは、案外保管方法に困るものなのよ？　抜き身のままで鞄かばんに入れて持ち運べるものでもないしね。最低限、何かで刃を包む必要があるわ。だけど今回はアフロが襲われてからすぐ私達が駆け付けたし、周りには沢たく山さんの人目があった。犯人は完全に凶器の保管が出来たとは思えない」

　夏野は滔とう々とうと語り続ける。

「どうしても、犯人には刃物をかばうような独特の雰ふん囲い気きが生まれてしまう。まあ、見る人が見ないと分からない、ごく僅わずかなものだけどね」

　なるほど、普段から刃物を携けい帯たいし続けている夏野ならではの発見方法だな。でも、警けい察さつもまだ捉とらえられていない通り魔を見つけるなんて、お前は猟りよう犬けんかよ。

　しかし、そういうことなら。

『通り魔事件も、これで解決ってことだよな』

「それが、そうでもないのよね」

『何で？』

　これ以上ないくらいにズバッと解決してないか？　だって犯人が捕まったんだろう？

「……逃げられちゃった」

　はあ？

『逃げられたって、お前が？』

「……うん」

『それでも、お前は犯人を見たんだろう？』

「いや、何せ逃げ足が速かったし、フードをかぶっていたから、人相についてはまるで分からなかったのよね」

『なんだよ、使えない奴だな』

「よし、後でお仕置き決定。まあ、私の目から逃れられはしないのよ、通り魔如き」

『でも、逃げられたんだろ？』

「……うん」

　逃れちゃってるじゃないか。

「何よ、もうちょっとのところで捕まえられたのよ！　あと数センチ、いやあと数ミリと言っても良いわね！　これはもう、犯人を捕まえたも同然じゃないかしら」

『何だよ、そのファジー捜査』

　夏野が警察官じゃなくて本当に良かった。

「とにかく、犯人まであと少しだったんだから！」

『まだお前の自作自演って線も消えていないんだぞ？』

　何しろ人影を見たと言い張っているのは夏野だけだし。適当な犯人をでっち上げようとしたんだろ、そうに違いない。

「絶対に後でお仕置きよ。まあ、私よりも小柄な体型だった、ってくらいかしらね、分かったのは」

『ふーん』

　少しは手掛かりになるのか。一応は女性の夏野が小柄だと言うのなら、犯人は女性、もしくは子供なのだろうか。いや、そう決めつけるのも早そう計けいだ。最近は色々な奴が居るからな。

『他に、何か手掛かりは残していかなかったのか？』

　遺い留りゆう品ひんの一つでもあれば話は早い。この俺が名めい探たん偵てい犬けんとして、捜そう査さしてやろう。

「ああ、そう言えば」

　ポン、と一つ手を叩き、夏野はコートのポケットから何かを取り出そうとする。

「ん、なかなか出てこないわね、よいしょっと」

　出すのに随分と手間取っていたが、出て来たそれを見て理解した。

　目の前に差し出されたのはポケットにぎりぎり収まるかといったサイズの、弁当箱みたいな代物。

　それに見覚えがある。見覚えどころか、目に焼き付いている。それを、俺も持っている。読書用・保管用・布ふ教きよう用と三冊取り揃えているから、見間違えるはずもない。

『お前の、本じゃないか』

　秋あき山やま忍しのぶの『大罪シリーズ』。あまりに規格外のページ数を持っている、ベストセラー作家秋山忍の代表作にして最大の問題作。その第六巻『暴ぼう食しよく』だった。

『それ、どうしたんだ？』

「拾ったのよ」

『誰だ落としたのは！　けしからん奴だな！』

　こんな良い本を落とすだなんて、注意と修業が足りない。そもそも落としたら気付くだろ、この本。だって落ちたら凄い音がしそうだし。

「犯人よ」

『え？』

「だから、アフロを襲った奴、通り魔が落としたみたい、この本を」




　俺の取る行動は一つしかない、説せつ得とくだ。

『自首しよう、な？』

「別に私が落としたわけじゃないわよ！　私は書いただけ！」

　確かにそうかもしれない、でも。

『ああ、もう良いんだ。自分を偽いつわらなくても良いんだ』

　そんな、自分が落とした本をさも犯人の遺留物みたいに言わなくてもいいんだ。そんな小こ細ざい工くをしなくたって、俺はちゃんと理解している。

　だって普通の人間は、こんな分厚い本を落としたりしない。わざと落とすでもしない限り、落とす筈がないのだ。犯行現場にわざわざ自分の本を残そうとしたのは、誰かに自分の犯行を止めて欲しいというメッセージだろう、そうに違いない。大丈夫、その叫びは確かに受け取ったから。

『良いんだ、お前の気持ちは分かるから』

「現在進行形で分かってないじゃない!!」

『お前も、スランプなりなんなりで色々とストレスとかが溜まっていたんだな……』

「現在進行形で溜まっているのよ!!」

『一番近くにいる俺が、気付いてやれば良かったんだろうけどな』

「今気付きなさいよ！　今！　まさに今！」

『せめて面会には行くからさ』

「もういい。斬る。斬れば黙るだろうから」

『ごめんなさい』

　これ以上からかうと、俺の身が持たないので自じ重ちようする。

　いや、からかっているというか、割と本気で言ってみた面もあるんだけど。だって夏野以上に怪しい人物なんてそういないよ。だったら可能性の高いものが真実なんじゃないのかな。ホームズ先生もそんな事を言っていなかったっけか。

　夏野さんの視線が痛いのでそろそろ本当に自重する。おちおち冗談も言えやしないな。

「へーえ、冗談だったの……」

『モチロンデスヨ』

　俺の命が冗談じゃなくなりそうだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【三冊】……　読書用、保管用、布教用という基本の三セットのこと。これに観賞用と精神安定用の二冊を加えて五冊保有したり、部屋ごとに一冊ずつ置くといった行為をするような上級者も存在するトカしないトカ。






　新稲葉で起きている通り魔事件。

　この事件に、俺は夏野と一緒に関かかわろうとした。最初は夏野のスランプの気分転てん換かん程度の気持ちだった。しかし事件は、自ら関わり合いになるまでもなく、思わぬところで俺達とひっそりと関係を持っていた。まるで、最初から、俺達の背後に存在していたかのように。悪意のように、そこにいたのだ。

　鈴すず菜なの持ってきた雑誌、夏野の情報収集、街での聞き込みと、情報は集まった。

　ここらで今分かっている情報を整理してみよう。




　第一の事件が起きたのは一〇月の終わり。

　学校帰りの女子高生の制服が刃物で斬られるという事件が発生した。

　被害者の女子高生は新稲葉にある城じよう徳とく学園の生徒。委員会活動で夜遅くなったところを襲われたという。その時に持っていたのが分厚い本、秋山忍の本だ。




　第二の事件が起きたのは一一月の始め。

　会社帰りのＯＬが服を刃物で斬られるという事件が発生した。

　本屋で本を買った帰りに通り魔に襲われたという。その時にＯＬが買っていたというのが秋山忍の本である。オッチャンから証言も取れたから間違いない。




　第三の事件、これが起きたのは一一月の中旬。

　サラリーマンが服を刃物で斬られるという事件が発生した。

　会社帰りに喫きつ茶さ店てんで夜遅くまで本を読んでいて、店を出たところを襲われたという、そしてその時読んでいた本は秋山忍の本だった。




　そして第四の事件、これは俺達の目の前で発生した。

　商店街で店番をしていたアフロが襲われた。今までは全て深夜に行われていた事件だったが、この時だけは白昼堂々行われている。

　そして現れたのは犯人らしき、刃物を持った人物。夏野の追つい跡せきからは逃げ切ったけど、そいつは『大罪シリーズ』の第六巻『暴食』を落としていった。




　並べて考えると気き味みが悪い。全てに秋山忍の本が関わっている。まるで、犯人は秋山忍の本を持っている人物を狙って犯行を起こしているかのような、そんな奇妙な符号を感じる。

　もしもそうだとしたら、犯人の目的は何だ？

　ただの愉ゆ快かい犯はんならわざわざ通り魔と秋山忍の本を結びつける必要は無い。いくら夏野に追いかけられていたとはいえ、こんな分厚い本を偶然落とすことなんて考えられない。

　犯人はわざわざ『暴食』を落としてまで、事件と秋山忍の本を関係づけようとしていた。そこには、何か目的があるに違いない。

「まあ、ミステリー小説とかなら、本の内容になぞらえて事件を起こしたりすることもあるわよね」

『いわゆる「見立て」って奴だよな。でも今回は当てはまらないだろ、「暴食」には通り魔なんて出てこないし。いや、他の事件に関わった本が分からない内から決めつけるのは早計かな』

　本の内容が確実に分かってるのは四件目の『暴食』だけだ。秋山忍の本はどれも分厚すぎるぐらいに分厚いから、『分厚い本』ってだけじゃあ手掛かりにならない。

「もしくは、もっと単純に考えて、作者に対するメッセージとかね」

『作者、秋山忍、つまりはお前に向けてのメッセージってことか？』

　夏野は大おお仰ぎように頷うなずく。

「事件と著作を絡ませることで、作者に事件に対して目を向けさせるのが目的と考えれば不自然な行動にも納得がいくわよね」

『だとしたら、犯人はお前に何を伝えたいんだ？』

「さあ、そこまでは分からないわ。ただ決して穏やかな内容じゃないでしょうね」

　確かに、通り魔事件の犯人が行ったとすれば、それが決して良いメッセージではないことが分かる。そう、まるで犯人は何か秋山忍に対して恨うらみを抱いているようにすら感じられる。

「恨み、そうね、そんな感じよね」

『何か恨まれるような事をした覚えは？』

「………………………」

　シンキングタイムが長い。

　きっといっぱいあるんだろうなあ、恨まれポイントが。

　別に夏野の全てを俺が知っている訳ではないけど、作家という職業上、その活動は多くの人の目に触れる。本人の知らぬ所で恨みを買ったりとか、そういうこともあるんだろう。ファンの絶対数が多ければ、その中におかしな奴が出てくることもあるのだ。

「アナタみたいにね」

　今真面目なことを考えているんで黙っていてくれませんかね？

　もしもファンの犯行だとすれば、秋山忍の本を使っていることにも説明はつく。しかしそう考えると大きな問題が、また一つ浮かぶ。

『だったら、どうして、この新稲葉で事件が起こっているんだ？』

「ええ、そうね。偶然じゃないとしたら、それが一番の疑問だもの」

　この街、新稲葉に、秋山忍が住んでいる。それは俺達にとっては当然の、今更驚くでもない当たり前の事実でしかないけど、しかし大多数の人間にとってはそうではない。

　秋山忍＝夏野霧姫という事実は、一般には公開されてはいないのだ。ファンであっても、それは知らない。だから、この街で起きた通り魔事件においては、一つの事実が導き出される。

「秋山忍が、私がこの新稲葉に住んでいる事を知っている人間の犯行ってことね」

　そう。この街に通り魔が現れたということは、つまりそういうことだ。わざわざ秋山忍本人のお膝ひざ元もとで犯行が行われていること、それ自体が犯人からのメッセージとなる。

　つまりは挑ちよう発はつ。秋山忍本人が居住しているこの場所で犯行を行うことによって、本人に対する示じ威い行為とする。お前がターゲットだということを、何よりも雄弁に宣言する、その為ための犯行。

　夏野霧姫、秋山忍に向けられた、悪意。




「にしても、私の本がねぇ」

　夏野はひょいと『暴食』を持ち上げて。

「まさか私が事件に関わっているなんて、電話ではお姉ちゃんは何も言ってなかったけど。私に情報を漏らしてくれなかったのも、そのせいなのかしらね」

　確かに『被害者は皆秋山忍の本を持っていましたよ、だから関わり合いにならないで下さいね』なんてことを夏野に向かって言うとは思えない。

　そんな事を言おうものなら、夏野の性格からして間違いなく事件の調査に乗り出すからだ。そんな夏野のお姉さんの懸け念ねんも空しく、夏野はそのことに気付いてしまったんだけど。




　そして、秋山忍の本と言えばもう一つ気にかかる事がある。

　俺の妹、春海円香の存在だ。

　路地裏の『大罪シリーズ』の第四巻『怠惰』を使用した罠。あの罠は確かに円香が仕掛けた物だった。何であんな物を仕掛けていたんだろうか。

　俺の事を『和兄』と呼んだ事も気になる。俺が犬の姿になってまで生きているのはある種の奇跡によるもので、世間的には春海和人は完全に死んでいる。

　犬の俺が春海和人である事を知っているのは夏野だけのはずだ。何な故ぜ、円香は俺の事が分かったんだ？

　そして最も気になるのは通り魔事件に関わる秋山忍の本と、円香の仕掛けた秋山忍の本の罠の符ふ号ごう。

『……まさか、円香が通り魔なんてことはないよな』

　自分で言ってみて、そのあまりの内容に吐き気を覚えた。そんなことがあってたまるか。俺の妹は通り魔なんかじゃない。

「そこまで言うなら、その本の匂いを嗅かいでみればいいじゃない、妹の匂いかそうじゃないかぐらい分かるでしょ？」

『いや、今は鼻の調子がよろしくないんだ』

　レッドカレーの刺激がまだ残っている。これでは円香の無実を訴うつたえることが出来ない。いや、そもそも妹を通り魔だと疑うこの状況自体があり得ないことなんだけど。しかし円香は円香でどうにも怪しい行動が目立つのだ。

　通り魔と円香には関係がないはずだと信じているものの、こんな時に誘拐やら監禁やら物ぶつ騒そうなことをしている時点で、円香の存在がかなり妙な立ち位置にあるのも確かだ。とにかくタイミングが悪いのだ。今は連続通り魔事件で新稲葉が騒さわがしい時期だ、こんな時に妙な気を起こして欲しくない。

「監禁とかしちゃうぐらいだもんね」

『心を読むなよ……』

　今更だけどさ。

「あら、妹だってついついお兄ちゃんを監禁したくなるとか、そういう年頃なんじゃないのかしら。抑えきれない監禁衝しよう動どうってやつ？」

『人の妹を監禁マスターみたいに言うなよ』

　そんな年頃があってたまるか。年頃でそんな衝動を抱くんだとしたら、今頃日本中で監禁事件が起こっていることになるじゃないか。そんな日本、俺は嫌だね。

「じゃあ何で監禁したのよ」

『……それを聞かれると、弱い』

「私だって一応お姉ちゃんがいるし、妹なんだけど、別にお姉ちゃんを監禁したいとかは思わないけどねぇ」

『それが普通なんだよな、やっぱり』

「可愛いお姉ちゃんだけど、監禁なんてねぇ、……うん、まさか、そんなことはしたいと思わないなぁ、……うん、思わない思わない、思ったりしない」

『言い切れよ。微妙に怪しいのは気のせいかよ』

　やっぱり夏野を基準にするのは間違っているよな。

「とにかく、妹に監禁される心当たりとかないの？」

『そんなのがあったら兄として、いや人間として三アウトだろうよ』

「ほら、取っておいたどら焼きを食べちゃったとか」

『それで怒る該がい当とう者しやってこの世に一体しかいないよな』

　練ねり馬ま区くにいるよな。

「憧あこがれの不良を真似た髪型を馬ば鹿かにしたとか」

『それの該当者も一人じゃないかな』

　東北の方にいそうだよな。

「思わず、寝ている間に、キ、キスしちゃったとか」

『してねぇよ！　俺を何だと思っているんだ！　あとそんなに顔を赤くして恥ずかしそうに言うなら止めろよ！　俺まで恥ずかしくなるだろ！』

「何勝手にキスなんかしているのよ!!」

『してねぇよ!!　妄想で怒るな!!』

　キスが理由で監禁されるとしたら微妙にショックなんだけど。

　いや、してないよ？

　要するに、さっぱり分からないままなのだ。円香が新稲葉にいる意味も。罠を仕掛け、俺を監禁した意味も。

「キスだなんて破は廉れん恥ちな！」

『昭和の親父おやじみたいな倫りん理り観かんだな、お前……』

　そして夏野の性格も分からない。

　基本的に俺の周りで起こっていることは分からない。大丈夫なのか俺。

「まあ、私の物に手を出したこと、その落とし前は付けてもらうけど」

『ああ？　何をしれっと言ってやがるんだよ』

「な、何よ、私の物じゃないっていうの!?」

『お前の物じゃねぇよ、最初っから』

　確かに本を得るために、今は夏野の元にいるが。魂まで売り渡した覚えはない。

「だ、だったら、家や賃ちんと本の代金と食事代と諸経費と慰い謝しや料りようと養よう育いく費ひをちゃんと払いなさいよ！　そして何処へでも行っちゃえば良いじゃない！」

『私はアナタの犬です』

　魂ごと捧ささげます。二束三文で売ります。

　我ながら意志が大変弱かった。コンニャクみたいな意志の固さだ。あと何か関係ない会計が混ざっていたような気もするんだけど、ねつ造していませんかね？

「そ、そこまで言うことないじゃない……」

　何故だか夏野は顔を背けている。俺はどうすればいいんだよ。どの反応が正解なんだ、攻略本とかないのかこの人の。解かい体たい新しん書しよみたいな分厚い奴。




「で、どうするの？」

『何がだよ』

「だって通り魔はともかくとして、私の飼い犬を監禁したのは事実でしょう？」

『う……』

「私としては落とし前を付けてもらうしかないわよね」

『だから、俺がやったんじゃないだろ!!　円香が……』

　やったのだと言おうとして、しかし思い止まる。円香がやったことに違いはないのだけど、それを認めてしまえば、円香が罪を被かぶることになってしまう。

　被るも何も、円香の犯行に間違いはないし、どう考えても監禁の犯人なんだけど、妹を売るような真似が出来るか、それもこんなハサミ女に。

　正直言えば円香のせいにして責任逃れをしたい気もするよ、実際そうなんだし。でもそこは兄として、何とか踏ふん張ばるべきところなんじゃないのか？

　良心の天てん秤びんはギリギリだ、俺はすぐにでも保身に走りたい。でも妹を守るのが兄の役目なんだ。

　そうやって勇ましいことを言ってはみたものの、そんな兄には正面切って攻撃から身を守るだけの能力が無いので、どうにかごまかすしかないのです。

『良いじゃないか、別に。減るもんじゃなし』

「減っているんだけど。主に私の心が」

『胸が減っている、の間違いじゃないのか』

「あぁ？」

　何で俺って地雷を率そつ先せんして踏むんだろうか。

　性癖か？　嫌だなあ。

　とにかく妹から怒りをそらすことには成功したと思う。我ながら見事な話題そらしのテクニックだった。しかしその代だい償しようとして夏野さんが超怒っている。

　生きていたらまたお会いしましょう。

　さようなら。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【お仕置き・その６】……　身体の中心が軸じくになるように横回転で空中に放ほうり投なげる。通称ガメラ。高速回転させたら水切りの要よう領りようで水面を跳ねられるだろうか。今度試してみよう。

【お仕置き・その７】……　耳を本の間に挟はさんだ後に上から本を積んでいく。通称ドッグイアー。なんか喜んで挟まれ始めたのでつまらなくなって途中で止めた。


















　　　一一月　二一日






「それじゃあ行きましょうか」

『そうだな』

「……珍めずらしいわね」

『何が？』

「私の無茶振りにボヤかないなんて」

　無茶振りの自覚はあったのかよ。

『通り魔事件の調査の続きだろ、さっさと行こうぜ』

　結局、昨日は夏なつ野ののお仕置きを受けている間に夜になってしまい、それ以上調査をすることはできなかった。割と真剣に調査をしていたはずなのに、そんなギャグみたいな理由で中断するってどうなんだ？　現在進行形で発生している通り魔事件、そして何な故ぜか俺を誘ゆう拐かいした妹の春はる海み円まど香かの存在。問題は山積みなんだぞ。

「はふぅ」

　と、俺の心配をよそに夏野が大きな欠伸あくびを一つする。

『何だよ珍しいな、欠伸なんて』

「えぇ、実は昨日あんまり寝てないのよね」

　目を擦こすりながら、夏野は楽しそうに呟つぶやく。

「どっかのエロ犬が私を朝まで寝かせなかったせいでね……」

　それは夏野さんがお仕置きにハッスルし過ぎて、勝手に寝られなかっただけじゃありませんかね？　俺は結構早い段階で意識不明の世界に飛び込みましたよ？　いや逃げ込んだと言うのが正しいかな。

『でも珍しいな、本を書いている時だって睡眠はバッチリ取ってる癖くせにさ』

「……まあ、たまにはそんなこともあるわ。ほら、行くわよ」

『ああ』

　夏野に付いてマンションを出る。

　通り魔事件調査再開。今はとにかく動くことだ。動き出さなきゃ何も始まらない。




　外に出ると、冬の寒さが身に染みた。

『そう言えば、俺が居なくなった後って、どうしてたんだ？』

「え？　ああ、まずはどんなお仕置きをするかを考えていたわね」

『俺に!?　それとも通り魔に!?』

「嫌ね、言うまでもないじゃない」

『デスヨネー』

　真実を聞きたくない。

　昨日のお仕置きの跡あとが鈍にぶく痛む。

「犯人に逃げ切られて、しぶしぶ元いた場所に戻ってきたらアナタが居ないんだもん、居たのは倒れたアフロだけ、びっくりしたわ」

　それはそれはご迷めい惑わくをお掛けしました。

『それで？　わざわざ俺のことを探し始めた、ってのか？』

「そうよ、悪い？」

　妙に不ふ貞て腐くされた顔と声で答える夏野。何か珍しい顔だな。

『ん？　って事は現場の状況とかは何も知らないんじゃないのか？』

「いや、すぐに警けい察さつが来たみたいよ。お姉ちゃんから電話で聞いたもん」

『良かった、ちゃんと通報があったんだな』

　アフロは気を失っていたものの、しかし命に別状はないということで、後日病院に行くことを確約して家に帰されたのだという。

　大たい概がいアフロも丈夫だよな、あのアフロは伊だ達てじゃないということだろうか。多分髪かみ型がたによって衝しよう撃げきが吸収されたのだろう。燃やされていたらアウトだったな。

「事件現場に居たって言ったら、お姉ちゃんに凄すごい怒られたわ」

『そりゃ怒るって』

　前もって事件に関かかわるなと念を押されていたにもかかわらず、当の本人が現場にいたというんだから、お姉さんの怒りも頷うなずけるというものだ。

「おかしいなあ、関われって言っていたのに」

『それはお前の芸人的主観だけの話だからな』

「やるなと言われてやらなかったことなんて、これまで無かったのに」

『ああ、お姉さんってば昔っから苦労しているんだね』

　こんなのが家族の一員だなんて、軽く罰ばつゲームみたいなものだろう。まあ今の俺にはあまり笑える話じゃないんだけどさ。




　商店街を夏野と並んで歩く。

　店先で、あるいは路上で、新稲葉の住人達が話している内容は決まって一つ。誰もが不安そうな顔を隠さずに、そのことについて熱心に話している。

『通り魔』。

　新稲葉の街に現れた非日常的な存在。これまでは夜間だけの存在であったそれ、夜さえ気を付けていれば避さけられる筈だったそれが、昨日は早い時間帯にも現れた。

　この事実は、日常が次し第だいに侵おかされていくような感覚を人々に与えることとなるだろう。商店街という賑にぎやかな場所でさえ、通り魔のフィールドとして選ばれてしまった。

　もう、決して安全とは言えない立場に、皆が放ほうり込こまれたのだ。

　誰もが、見えない犯人に怯おびえている。

　街にはびこる、締め付けられるような恐怖の形。

　その切っ先は、秋あき山やま忍しのぶという個人を向いているのかも知れない。

　嫌な予感は、膨ふくれ上あがるばかりだった。


　　　　　　　　



　駅前商店街の一角、ペットショップ『ＩＧＧＹ』の店先。

　かつて俺が一週間を過ごした場所。白と黄緑色の床に黄色い壁かべ、奥に飾ってある子犬のポスター、それら全すべてに見覚えがある。もう飽あきるくらいに見たものだ。

　思えば、ここで俺は犬として目覚めたのだった。

　今の、犬の春海和かず人ひとが生まれた場所とも言える。強ごう盗とう犯はんに猟りよう銃じゆうで撃うたれ、臨りん死し体たい験けんの末に、この店の犬用ケージの中で目を覚まし、本が無いことに絶望して、危うく我を忘れかけた。ついこの間のことのように思い出せる、鮮せん烈れつな出来事だった。少し感かん傷しよう的てきな気分にもなるってもんだ。

「邪じや魔まするわよ!!」

　そんな風に思い出に浸ひたっている俺をよそに、店の中にずかずかと入り込む夏野さん。

　動物達の世話をしていたアフロが、跳とび上あがりそうなくらいに驚おどろいて突然の闖ちん入にゆう者しやを見つめている。元気そうで何よりだ、これからその元気を失うことになるんだろうけど。

「で、何があったの？」

　そう、開口一番にアフロに向けて言い放つ。

「な、ななな何かご用でしょうか？」

　かわいそうに、怯えているじゃないか。しかしそんなことに頓とん着ちやくしない夏野さんは、怯えるアフロを引きずって、店内奥のソファに座らせ、その前に立ちはだかる。

　どうしよう、今から尋じん問もんをしようとしているようにしか見えない。俺の思い出の場所を凄せい惨さんな事件の現場にしないでほしいんだけどなぁ。

　無理か。無理だな。無理でした。

「さあ、吐きなさい」

「ええっ、何をですか!?」

　アフロは戸と惑まどっている。そりゃそうだよな、昨日通り魔に襲おそわれたかと思ったら、今日はそれよりもよっぽど怖い人が目の前に立っているんだもん。アフロの混乱が手に取るように分かる。俺も似たような経験があるし。アフロにも早く気付いてほしい。もうこうなったら、夏野が満足するまでは解放されないんだ。だからとにかく、求められていることをやるしかないんだ。

　がんばれアフロ。俺だけはお前の味方だぞ。

「物分かりの悪い男ね、これだけ言っても分からないの？」

　ワタシの記憶が確かならば、夏野さんはまだ何も言っていませんけどね。せめて主語と述語はしっかり使って下さい。

「アナタが昨日出会った通り魔の事よ。さあ、きりきりと白状なさい。私の我が慢まんが続いている内にね」

「ひいぃ!!」

　我慢してこれなのかよ。我慢しなかったらアフロはどうなるんだよ。

　夏野の鋭い眼光に震えながらも、アフロはぽつぽつと話し始める。

「ええと、昨日の通り魔の事ですね？　でも、私だって何分いきなりの事だったので、詳しくは覚えてないんです。ホントです、ハサミをしまってくださいぃ」

　まあ、心は普通に折れるよね。

　かわいそうなアフロ。でも俺は助けられないんだ、悪いけど。さっきから過去のあれやこれやを思い出して、寒気が止まらないんだ。部屋の隅っこでガタガタ震えながら尋問の行く末を見続けることしか出来ない、この俺の不ふ甲が斐いなさを恨うらんでくれ。そして、夏野に出会った不幸を呪のろえ。

「良いから、犯人はどんな奴だったの？　顔は？　髪型は？」

「そう言われましても、気付いた時にはもう斬られていたんです。顔なんか見ている暇ひまはなくて……。だって斬られたんですよ？　ほら、見てくださいよ!!」

　そう言って自分の頭を夏野に見せつけるアフロ。

　成なる程ほど、良く見ると、確かにアフロヘアーのあちこちに斬りつけられた跡が見える。下へ手たな庭師に刈られた植木みたいに、全体にわたってまんべんなく切り込まれている。

　って、斬られたって、髪の毛のことなのかよ。道理で外傷とか見当たらないはずだよ、大事な人体はノーダメージじゃないか。確かにそれなら救急車に乗らないで家に帰されるわけだよ。

　ってか、それぐらい我慢しろよアフロ。どうせまた生えて来るだろ。

「別に、それぐらい床屋にでも行ったと思えばいいじゃない」

「何を馬ば鹿かな！　私がこの髪にどれだけの手て間まをかけていると思っているんですか！　隅々まで計算して完成させた、自じ慢まんのアフロヘアーなんですよ！　こんな風に適当に刈られるなんて、これはもうアフロの死ですよ！」

「別に斬られたいんなら斬ってあげるけど？」

「何を仰おつしやりますか！　これはアフロ界にこの人ありと言われた名めい理り容よう師し、メキシコ生まれの楽天家、ゴメスさんの手による作品なんです！　簡単に見えても複雑なんですから、素人しろうとにはとても真ま似ね出来ません！」

　熱弁されるが、正直どうでもいい。俺の心配を返してほしい。誰だよゴメスさんって。

「いいから犯人の特とく徴ちようを言え」

　夏野はもう完全に我慢の限界に来ているようで、銀色のハサミをちらつかせる。それを見たアフロの顔が蒼そう白はくに染まり、汗をどばどばと流し始めた。

　やっぱアフロも夏野をトラウマに感じているんだな。うん、気持ちは分かるよ。

「そ、そういえば、商店街の外れの公園で、泣きながら本を切るっていう不ふ審しん人物が出しゆつ没ぼつしたって話を知っていますか？」

『うん？』

　公園、何だそりゃ？

「知らないわ、聞かせなさい」

　興味を引かれたのだろう、夏野が銀色のハサミをホルスターに収める。

「しかもただの本じゃなく、随ずい分ぶんと分厚い本。そう、あの秋山忍の『大罪シリーズ』だったとか」

　必死の形ぎよう相そうで、身振り手振りを交えてアフロは続ける。

「そうそう、何でも髪の短い小柄な女の子だったみたいで、何か『アキヤマシノブ、アキヤマシノブ』と呟きながら本を切っていたそうです」

　短い髪の女の子。『大罪シリーズ』。

　嫌な符ふ号ごうだ。どうしてもその二つの単語からは、円香の姿を想像してしまう。

「へえ、それはいつ仕入れた情報なの？　昨日は教えてくれなかったみたいだけど？」

　アフロの目が泳ぐ。

「いや、あの時は通り魔事件のことを聞かれたから答えられなかったんですよ。それに私の話を聞いたらすぐに別のところに行っちゃったじゃないですか」

　まあ、基本的に夏野さんはアフロのこと嫌いだからね。アフロヘアーが斬りにくいからっていう良く分からない理由だけどさ。

「ふーん、まあいいわ。それで、肝かん心じんの通り魔の特徴は？」

「ギクッ」

　うわ、口でギクッて言う人初めて見た。

「……もう一度聞こうかしら」

　さっきのアフロの反応をしっかり聞いていたはずなのに、夏野は悪い顔になって、ホルスターから再度抜いた銀色のハサミをアフロに突き付ける。ああ、これは終わった。アフロの命運が。

「肝心の通り魔の特徴は？」

「ええと、分かりません!!」

　アフロ、惜しい男を失なくしたな。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【アフロ】……　アフロ以外の人間にとってはただのアフロだが、アフロにとってはアフロの枠わくを超えたアフロであり、アフロなしにアフロではいられないという。アフロのアフロはアフロ界でも屈くつ指しのアフロであり、アフロのアフロたる所以ゆえんでもある。そんなアフロを失うことはアフロがアフロでなくなるということであり、よってアフロはアフロを諦あきらめない。

【ゴメスさん】……　理容師。メキシコ生まれのニューヨーク育ち。現在は埼玉県Ｓ市在住。日本人の妻、亜あ由ゆ美みと二人暮し。アフロを整えることに関して天てん賦ぷの才能を持っており、アフロ界の救世主と呼ばれている。全国のアフロ達が足しげく通う為ため、彼の経営する理髪店は三か月先まで予約がいっぱいという。好物は妻手作りのハンバーガー。






　これ以上、アフロから引き出せる情報はないと判断して、俺と夏野はペットショップを出る。残されたアフロは真っ白に燃え尽きていたけど、大丈夫なんだろうか。連続通り魔事件の一つにカウントされたりしないだろうか。

「先生!!」

　と、店を出たところで突然の大声。声のした方を見れば、店の前で遭そう遇ぐうしたくないランキング一位の人がそこにいた。ドＭでお馴な染じみ、編集者の柊ひいらぎ鈴すず菜なさんです。

「あら、どうしたの変へん態たい、急いじゃって。通り魔事件の犯人でも見つけたのかしら？」

「いいえ！」

　まずは変態って言われたことに反応しろよ、人間なら。もうこいつ殴なぐってやろうか。

　しかし鈴菜は殴られることを期待している表情を浮かべているので、俺も殴りたくないし、夏野も殴らない。嫌な探り合いだった。

「……そんなことより先生、こんなところで何をやってるんですか？」

　殴られないと判断した瞬間に会話が開始された。コミュニケーションって難しいね。

「調査をしているのよ、例の通り魔事件のね」

「そんな、それは私がやりますよ！　私が事件の情報を舐なめるように手に入れて、余すことなく先生にお伝えしますから、先生は安あん楽らく椅い子すにでも座ってゆっくりお待ちになっていて下さい！　いっそ私が椅子になりますか!?」

　なるなよ。そしてどんな調査方法だよ。お前は話を聞いた全員の汗の味を確かめながら調査するとでもいうのか。

「別に、気分転てん換かんよ。アナタもたまには必要だって言ってたでしょう？」

「それはそうですけど。でも、相手は通り魔ですよ、危険なんじゃないですか？」

　担当編集者としては、もっと穏便な気分転換をして欲しいだろうな。自分の担当する作家が、わざわざ危険に晒さらされるのを良しとする筈がない。

「それに、アナタがどこで何をしていたか知らないけれど、また通り魔が現れたのよ」

「ほ、本当ですか!?」

「ええ、被害者は全身を切り刻まれて、今もうんうんうなっているわ」

　全身というか、主に一部分だけだし。うなっているとしたら、夏野さんが無理矢理尋問したせいですからね。

　しかし鈴菜は悔くやしそうに歯を食いしばり、後悔と憤いきどおりが入り混じった表情を浮かべる。この変態、こんな顔が出来るんだな。

　被害を止められなかったことへの憤り、そして通り魔に襲われた人の無念を感じて泣いているような表情。

　そしてそこから絞しぼり出でた一言は。

「うらやましい……」

　最悪だった。

　何となく予想は付いていたけど、もうちょっと何とかならんのか？

「アナタは一体何をしていたの？　確か『絶対に次の被害者は出しませんから！』とか大おお見み得えを切っていたような気がするんだけど、自分で言った事も守れないで、良くのこのこと私の前に顔を出すことが出来たわね？」

「す、すいません……」

　鈴菜は口でこそ反省の弁を述べてはいるが、しかし口元が完全に笑ってしまっている。身体からだを震わせているのも、明らかに夏野の言に対して興こう奮ふんしているからだろう。やっぱ救いようがないよこいつ。

「被害者にすらなれないなんて、本当に役立たずなんだから」

『まあ、あれだけ大きなことを言って出て行った割にはなあ……』

　ドＭの癖に使えない奴だ。

「ホント、使えない変態よね、とっとと現世から消え去って欲しいわ」

『犬以下の存在だよな、犬以下』

「このクズ！」

『このカス！』

「そんな、よってたかって私を責めるなんて、気持ち良い!!」

　うわ、めっちゃいい顔してる。もうこいつ逮たい捕ほしちゃえよ。何か新しい刑法をこの瞬間にでっち上げてしょっぴいちまおうぜ。野放しにしておいたら青少年に悪あく影えい響きようを与えかねない実在非常識、今すぐ条例で規き制せいするんだ！

「このゴミ虫が」

「ああ……、凄いイイ……、もう出ちゃいそう……」

　出すなよ。

　何かは知らんが出すなよ。




　鈴菜が興奮のあまりにビクンビクン痙けい攣れんし始めたので、話を進める。

「それで？　何か情報は手に入れたの？」

　まあ、こいつも一応は調査をしていた筈だ。次の被害は止められなかったにしても、何らかの手がかりを摑つかんでいてもおかしくない。本人はおかしいけど。

「そうそう！　良い情報をゲットしてきたんですよ!!」

　大変嬉うれしそうに話し始める鈴菜さんである。

「なんとですね、この事件には全て秋山忍の、先生の本が関わっているんです！」

　どん、という音が出そうな勢いきおいで自信満々に言い切る鈴菜。

「…………」

『…………』

　それに対して大変微妙な面おも持もちで迎える、俺と夏野。

　えーと、こういう時、どんな顔をすればいいのか分からない、嘲わ笑らえばいいのか？

「……他には？」

　諦めたような顔をしながら、次の情報を促うながす夏野。

「そうなんですよ！　私も驚いたんですけどね！　通り魔事件の被害者は全員秋山忍の本を持っているところを襲われていたんです。これはひょっとしたら、犯人は秋山忍の本を持っている人間を狙ねらって襲っているのかもしれませんね。いや、もっと言えば犯人は秋山忍本人を狙っているのかも。だったらやっぱり先生にはお家うちに引きこもってもらっていた方が、……って、他には、って？」

　困こん惑わくする鈴菜。

「あれぇ、ひょっとして？」

「そんなことなら昨日の時点で知っているわ、街で聞き込みしたら被害者が私の本を持っていたなんて情報、案外簡単に集まったわよ。だから、他にはないの？」

　鈴菜は夏野の冷たい視線を受けて恍こう惚こつとした表情を浮かべた後、少し考えるような素そ振ぶりを見せると、瞳ひとみを輝かせて。

「向こうの方に私を殴るのに手頃な棒が落ちていましたよ？」

「ケツの肉が取れるくらい殴ってやるから今すぐその棒を持ってきなさい」

「よろしくお願いしまーす!!」

　もうやだこの人。

「他、他っていうと、ええと、秋山忍の本が関わっているのはご存じなんですよね。じゃあ、もちろんその本が『大罪シリーズ』だって事もご存じですよね。うーん、となるとやっぱり棒の話ぐらいしか……」

　鈴菜の言に息を飲む。

『……おい』

「……ええ」

『昨日、通り魔が落としていったのは、「暴ぼう食しよく」だったよな』

　それはいい、通り魔事件が『大罪シリーズ』絡みだというなら、六冊ある既刊のうちの一冊を落としていくのは納得がいく。問題なのは。

『円香が俺の誘拐に使ったのも、「大罪シリーズ」の「怠たい惰だ」だって事だ』

　嫌な符合だ、関係なんてないはずだ、なのに、これじゃまるで、本当に円香が……。

　夏野は俺に向かって一つ頷く。

「その話、詳しく聞かせなさい」

「え、棒の話ですか、もちろんいいですよ。いや、痛い、痛い、気持ち痛いい！」

　こいつ、本当にどうにかならないのか。




　涙目で喜びながら鈴菜が語った情報によると。

　第一の通り魔事件で女子高生が持っていた本は第一巻『傲ごう慢まん』。

　第二の通り魔事件でＯＬが持っていた本は第二巻『嫉しつ妬と』。

　第三の通り魔事件でサラリーマンが持っていた本は第五巻『強ごう欲よく』。

　やっぱり、事件に関わっていた秋山忍の本は『大罪シリーズ』だった。

「どう思う？」

『どうもこうも、偶然にしては出来過ぎているだろ』

「そうよね」

　偶然ではない、これが必然だとしたら……。




「あの、先生？」

　俺と夏野が話し込んでいるのを不ふ思し議ぎがってか、鈴菜が顔を近づけてきた。

「よし分かった、いい仕事をしたわ！　引き続き調査を続けなさい！」

　夏野の言葉に、珍しく鈴菜はひきつったような顔をする。

「ははは、他の仕事もあったし、私ってば三日も寝てないんですけどねー」

「分かったら行け、そして働け、この豚野郎!!」

「行ってー来まぁーす!!」

　そうして満面の笑みを浮かべながら鈴菜は去って行く。精神が肉体を凌りよう駕がしたらしい、ふらつきながらもダッシュでいなくなった。そのまま魔界にでも行ってしまえばいいのに。トンネルを越えたらそこは異界だったって感じで失しつ踪そうすればいいのに。

「それじゃあ、確かめに行くとしましょう、その泣きながら本を切る不審人物が現れたっていう公園へ」

『そうだな、行こう』

「今のところ出て来ていない『大罪シリーズ』は第三巻の『憤ふん怒ぬ』だけね。もし出て来るのが『憤怒』だとしたら、その女の子が、そうなのよね」

　夏野が何を言いたいかは分かる。それが、俺にとって酷こくな宣言になるということも。

『考えていてもしょうがない、早く行こうぜ。冷えてきた』

　逃げるようにその場を去っても、しかし付きまとう不安。

　この寒さは一体どこから来るものなんだろうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ドＭ】……　他人から虐しいたげられることに喜びを見出す性せい癖へき。痛みを原動力とし、更なる痛みのためには労力をいとわない。あらゆる苦境を己おのれの快楽へと変へん換かんしてしまうため、苦難の時代に適応した新人類の姿ではないかと提てい言げんする学者もいる。その学者は疲れていたので田舎いなかに帰った。

【店の前で遭遇したくないランキング】……　類似のランキングとして『家で会いたくないランキング』『朝起きて顔を見たくないランキング』などがある。

【新しい刑法】……　柊鈴菜禁止法。相手は死ぬ。ただし喜ぶ。



　　　　　　　　

　本を切る不審人物が出没したという公園は、商店街の外れにあった。

　小さな公園だ。緑色のブランコ、ピンク色の象の形を模もした滑すべり台だいなどの遊具と、ベンチが置かれているだけの簡かん素そな公園。一見して、おかしなところは見当たらない。

　しかし俺の本感知能力と、夏野の超感覚はごまかせない。

「見つけた」

　風で飛ばされたのか、ベンチの裏、繁しげみの奥に一枚だけ落ちていた。切り刻まれた本の成れの果て。わずか数文字が印字されただけの、小さな欠片かけら。それでも、俺にとってはその紙片が何なのか、判断するには充分だ。

　何度も読み返したのだ、何度も何度も、本が擦すり切きれるくらいに読んだのだ。それがどの本の、どの部分であるのか、俺にも夏野にもすぐに分かった。

『三巻「憤怒」の第三章、その冒ぼう頭とうだな』

「ええ、これで全部出で揃そろったようね」

　通り魔、アフロ襲しゆう撃げき、本を切り裂く女の子の存在、そして俺の誘拐。全てが、秋山忍の『大罪シリーズ』を基に繫つながった。繫がってしまった。

　その結果、現れるものが、何なのか。

「手掛かりも集まったし、じっくり考えてみましょうか」

　俺の動どう揺ようとは裏腹に、夏野は相変わらず超然としている。そして、まるでこちらを気き遣づかうように。

「そうだ駄犬、鼻の調子は治ったの？　せっかくだから匂においを嗅かいでみたら？」

　そう言って、夏野は『憤怒』の紙片をこちらの鼻に近付けてくる。

「まあ、どうせ大した手掛かりにはならないでしょうけど」

　しかしその気遣いも空むなしく、紙片から漂ただようのは嗅ぎ慣れた匂い。香るのは、懐なつかしく、つい昨日も感じたばかりの、ラベンダーの香り。

　間違えようもない、紙片からは春海円香の香りがした。

　最悪の展開が頭を過よぎる。俺にとって、最も来て欲しくなかった、その展開。絶対に避さけるべきだった、その結論に。

　絶望に沈みそうになる心を押さえつける。

　しかし、どんな願望よりも、期待よりも、現実は非情で容よう赦しやがなくて。

「見つけた、和かず兄にい!!」

　公園の入り口の方から発せられた聞き慣れた声。

　そこに、春海円香が立っていた。




「誰かしら？」

　突然公園の入り口に現れた円香に対して疑問を口にする夏野、その眼光は鋭するどく、相手を見極めようとしているようだった。

「和兄、その女は、誰？」

　そして円香も同じ反応を見せる。

「和兄？　ああそうか、その子が妹なのね」

「私を、妹と、呼ぶな!!」

　夏野の呟きを聞きとがめ、いきなり円香がキレた。

「妹は妹でしょう、春海妹」

「だから！　私を妹と呼んでいいのは和兄だけだ！　お前が呼ぶな！」

　妹と呼ばれるのがそんなに嫌なのか。

「落ち着いて黙りなさい、春海妹」

「言うなって言ってるでしょ!!　そもそも誰だお前は!!」

　まあ初対面ですからね。見知らぬ相手に妹と呼ばれ続けて、円香のボルテージが段々と上がって行く。

「……待って。何で私を、春海って呼んだの？」

　それでも細かいことに気が付く辺りが、聡そう明めいな我が妹らしい。

「何でと言われても、春海和人の妹なんだから、アナタの名字も春海なんでしょう。そんなことも分からないのかしら、この駄妹は」

　それを普通に罵ば声せいで返す辺りが、横暴な夏野らしい。

　円香の怒ど気きに触発されたのか、夏野の口調もだんだんと角が立った様子に変わってきている。不ま味ずい、この二人、どう考えても相性が悪い。

「……やっぱり、和兄から聞いたんだ。やっぱり、そうなんだ」

　円香が俺を見る。顔には笑みを浮かべたまま、しかし瞳は、住すみ谷や荘そうで見た、どろりと濁にごったままの色で、俺をじっとりと見つめてくる。

「なに、犬を見て興奮しているのよ」

「犬じゃない！　和兄だ！」

「……どういう事かしらね？」

　夏野も横目で俺を見る。言いたい事は分かる。

　円香が、俺を兄と呼ぶ理由。犬の俺と人間の俺を結び付けるほど、円香は事情を知っているわけではない。しかし何故か円香は、俺の中に兄の姿を見ている。それはある意味では正解であり、間違いでもある。

　俺がこうして犬の姿になって生きているのはあくまで偶然と奇跡の賜たま物ものであって、本来の俺、円香の兄、春海和人は既に死んでいる。

　死んでいるのに、円香は兄の存在を俺に見ている。

　それは無む駄だな行為で、無駄な想おもいだ。死んでいるものに、何かを期待しても、返ってくるものなんてない。

　だから、止めなければいけないのに。

「和兄を返せ、この女め狐ぎつね！　三枚に下ろすわよ」

「言うじゃない、この泥棒猫！　ブロック単位に切り分けてあげましょうか」

『凄すさまじく修しゆ羅ら場ばっぽくて口が出せない……』

　夏野は既に銀色のハサミを抜いて臨りん戦せん態たい勢せいだし、円香の方も背中に担かついだやたらと大きな白いケースを振りかぶろうとしている。

　出会ってからまだ一分も経たっていないのに一いつ触しよく即そく発はつの状況。このままぶつかり合えば、双方とも無事では済まないだろう。どちらにも傷付いて欲しくないのに。

『と、とにかくどうにかしなきゃ！』

　急いで二人の間に割って入る。

　怖いがどうにかするしかない。大丈夫、どっちも人間なんだから、必死で話せば分かってくれるに違いない！

　そう決意して二人の間に足を踏み出し。

「和兄どいて、そいつ殺せない!!」

「どきなさい愚犬、殺されたいの!?」

　元の位置に戻りました。

　はい、元の位置に戻りましたよ。

『怖いなこの二人!?』

　無意識の内に足が退ひいていたよ！　普通に殺すとか言っちゃっているし、何なのこいつら、春秋戦国時代の人なの!?　一秒たりとも耐えられなかったよ！

　しかし、夏野と円香の争いなんて絶対に見たくないのも確かで。まだ話を分かってくれそうな方、銀色のハサミを手に斬り掛かりそうになっている夏野を慌あわてて止める。

『待ってくれ夏野、どうにかここは抑えてくれ！』

「何よ、降り掛かる火の粉は払わないといけないでしょ。それに、通り魔の事ならあの子に聞くのが一番手っ取り早いじゃない！」

『頼む、俺の妹なんだ、争わないでくれ！』

「……だからって」

『俺だったら後でいくら切っても構わないから、どうかここは一つ！』

「…………」

　黙るなよ。

「……二八回でどうかしら？」

『ちょっと多いけど、何でもいいから早く!!』

「了解、でもせっかくだから一つだけ聞いておくわ」

　夏野は再び円香に視線を戻す。

「そこのアナタ、この紙片に、見覚えはあるかしら？」

　そう言って掲かかげるは、先程見つけた『憤怒』の切きれ端はし。

「秋山忍の本を、こんな風に切り裂いたのはアナタなの？」

　ラベンダーの匂いが香る小さな紙片。公園に落ちていたそれを、円香に突き出す。

「……なあんだ、まだ残っていたのね」

　知らないと、そう答えて欲しいと願った俺の期待に反して、円香は『憤怒』の切れ端を一いち瞥べつして、吐き捨てる。

「あいつの、本は、ちゃんと、全部、燃やして、あげたと、思ったのに」

　円香の言葉に、その濁った瞳に背筋が凍る。

「そう、分かった」

　無表情のままの夏野だったが、しかし次の行動は早かった。

　懐ふところからボールのようなものを取り出し、地面へと叩たたきつける。

　瞬間、吹き出した色とりどりの煙が公園中を覆おおい、一瞬で視界を閉ざす。

『お前忍者かよ！　そして目が痛い！　鼻が痛い!!』

「我慢しなさい！　ほら、離脱するわよ！」

　まさかそんなことをするなんて思っていなかったので、煙を直じかに吸い込んでしまう。

『犬の身体にはきつ過ぎるんだよ！』

「くそっ、何ど処こへ行った！　和兄を返せ!!」

　円香の怒ど号ごうが響く煙の中を夏野に抱えられてどうにか突破する。背後では円香が必死に叫んでいるが、しかし煙に何か仕込んであるのだろうか、苦しそうに喚わめくばかり。

「和兄ぃー！　う、げほ、ぐ、うぐぐ、げほげほげほ、おえぇぇぇ」

　おい、うちの妹吐いていないか。

　しかし今はこの場を去ることが先決だ。心の中で必死に謝あやまりながら、夏野に抱えられてマンションへと向かう。




　妹。本の成れの果ての紙片。ラベンダーの香り。そしてやって来た本人。もうここまで要素が揃そろってしまえば、言いい逃のがれは出来ない。

　通り魔事件の犯人、公園で本を切り刻んでいた不審人物。

　それは全て俺の妹、春海円香だ。

　もうその事実から目を逸らせない。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【商店街外れの公園】……　正式名称は丘の上公園。新稲葉駅前商店街の外れにある小さく簡素な公園。近くに新しく大きな公園がある為、近年の利用者は少なくなっている。

【小さな紙片】……　熱狂的な秋山忍の読者であれば、五文字ほどの文字列さえ分かれば、それがどの本のどの部分における記述なのか、九割以上の確率で当てられるという。紙片は鋭利な刃物で切り刻まれていた。



　　　　　　　　

　マンションに戻って作戦会議。

　夏野は自分の椅子に座り、俺は窓まど際ぎわのクッションに乗って、考えを巡らせる。

　連続通り魔事件の、犯人。

　そんな物騒な言葉が、円香と繫がってしまうなんて、考えたくは無かった。

　けれどあの異様な瞳が、頭から離れない。

　あの狂気が、無関係の一般人に向かわないと、どうして言い切れるだろうか。凶器を持った円香が、夜な夜な街の人々を襲っている。俺に見せた狂気のままに、暴れ回っている、そんな想像が容易にできてしまう程に円香の瞳は濁り、凄せい惨さんな色を映していた。

『なんで、こんなことに……』

　そして公園で円香自身が認めた、通り魔事件とは別の、もう一つの狂行。

　本の、秋山忍の『大罪シリーズ』の破壊。

　俺の知っている円香は、自分から率そつ先せんして本を読み始めるなんて事はなかったけど、俺が勧すすめると読んでいたものだ。特に秋山忍なんていう分厚いモンスター本なんかも喜んで読んでいた様に思う。

　俺の知らないところで、何か秋山忍に恨みを持っていたとでもいうのか、本を切り刻み、残った紙片すらも燃やそうとするぐらいの深い恨みが。

「あら、案外簡単な話かもしれないわよ。秋山忍に和兄を取られたくない、とかね」

『いやいや、取るも何も。秋山忍の本は確かに好きだけど、それとこれとは別だろう。それで円香を嫌いになるなんてことないぞ？』

　そんな理由で通り魔事件なんか起こさないだろ。

「本当に、別なのかしらね？」

　そう語る夏野の声には、妙な自信がある。

「きっと、アナタの妹にとって秋山忍ってのは、そこそこ大きな存在だと思うわよ、これは自惚うぬぼれではなくってね」

『何で、そう言い切れるんだ』

「アナタのことだから、いつもいつも妹に向かって本の話ばかりして来たんでしょう。妹の気持ちは想像するしかないけれど、まあ、面白くは無かったでしょうね。自分の近くにいる兄が、いつもいつもここにはいない人間の話ばかりするんだから」

　夏野は赤みがかった瞳を俺に向けて告げる。

「まるで、秋山忍が兄を奪うばうように感じられたのかもしれないわ」

『そんな……』

「勿もち論ろん、本と妹どちらかを選べと言われたら、妹の方を選ぶでしょう？」

『……そりゃ、そうだ』

「一瞬迷ったのが、兄として最悪よね？」

『返す言葉もありません』

「その一瞬の迷いを、そこで考えてしまう兄のことを、妹も感付いていたのかもしれないわね。だから、兄がいつか、目の前にいる自分より、ここにはいない秋山忍を選んでしまうと、そう思い込んだのかしら」

『……それでも、俺が秋山忍に取られるだなんて、そんなのやっぱりおかしいだろ』

「普通は、ね」

　夏野は否定せず。

　しかし、なおも真剣な言葉を続ける。

「けれど、ある要因があれば、そう思わざるを得なくなるんじゃないかしら」

『何だよ、その要因って』




「兄が、死んだから、よ」




　あまりにはっきりと断言するものだから、一瞬その言葉の意味が分からなかった。

「分からないの？　兄、よ。何よりも大切なものを失ってしまったからこそ、バランスが崩くずれた。兄の存在によって食い止められていた、秋山忍への潜せん在ざい的てきな嫉妬、いいえ、恨みとも言えるもの。それが兄を失ったことで決けつ壊かいしてしまった」

　次ついで告げられた夏野の言にようやく理解が追いついて、愕がく然ぜんとする。

　春海円香の歪ゆがみ、それを抑え込んでいたのが、春海和人だというのなら。

　今回の通り魔事件、その引き金を引いたのは。その一押しをしたのは。

『……俺が、俺が死んだせいなのか』

　春海和人の死が、そもそもの発ほつ端たんだというのか。




　八月に起きた強盗事件で春海和人が死んだ事。

　俺の中で、それはもう折り合いのついている話だ。

　もちろん悩みはした。自分が死んだ事、その意味、その結果、その後こう悔かいについて。

　俺にとっての死と向き合い、色々な事を思って、それでも前に進もうと考え、自分の中で一つの決着に辿たどり着ついた。覚悟をして、それでも前に進んでいくことを選択した。死の先で、生きていくことを選んだ。

　それが八月に起きた強盗事件。春海和人が死んだ一つの事件、その顚てん末まつだった。

　けれど、俺以外の人間にとって、事件の決着がついていると言えるのか。いくら自分自身が納得したと言っても、それが他人にも通用するとは限らない。まして、残された者達にとっては。

　円香が、家族が、俺の死について何を思っていたのか。

　それを、俺は知らない。知らないままでいた。

　こうして犬の姿になっても、俺は家族に会おうとはしなかった。距きよ離りとして離れているというのもある。しかし本当は怖かったのだ。俺が死んでしまった後、残された家族がどんな顔をして、どんな風に生活をしているのか、それを見るのがとてつもなく怖かった。夏野に頼めば、家族の顔を見る事ぐらい、簡単に出来た筈なのに。

　普段通り、これまで通りに生きてくれていればいい。

　そう願うだけで、家族が俺の死に対してどう感じているのか、それを確かめることを怖がった。俺の死が、どんな事態を招いたのか、その結果を突き付けられるのを嫌がった。それが自分の責任に繫がるだろうと思って、逃げ出したのだ。

　無ぶ様ざまな話だ。自分の存在が、自分一人だけで成り立っていると、そう錯さつ覚かくした。

　そんな愚おろかな俺の行動が円香を苦しめている。

『俺のため、と言うのか、何もかも。そんな、俺なんかのために』

「迷めい惑わくだと思うの？　でもまあ、それだけの想いをぶつけられる兄は、死んでしまった。妹の周りからいなくなってしまった。だったら、その想いはどこにぶつけられるのかしらね、対象の存在しない想いというものは」

『そんな……。それが、秋山忍に向かったって言うのか？』

「自分から兄を奪ったのは秋山忍。だったらその秋山忍を滅ぼせば、兄が自分の元に帰ってきてくれるかもしれない。そんな、祈いのりみたいな妄想に囚とらわれているのかもしれないわね」

　長い黒髪に触れながら夏野は寂しそうに呟く。

「……死んだ人間は、もうどうやっても戻ってくる事は無いのに」




　もしも夏野のその考えが正しいのならば。

『大罪シリーズ』を持つ人間を襲ったのも。

『憤怒』を切り刻んで破壊したのも。

　アフロを襲い、現場に『暴食』を残したのも。

『怠惰』を罠わなに使い、俺を誘拐したのも。

　何もかも、俺に端を発する感情の結果なのか。

　この通り魔事件、全ては秋山忍への恨みから起きた事だと考えていた。秋山忍個人を狙っているものだと。その考えは間違っていなくとも、その根底にあるのは別の想い。

　春海和人の死。

　それによって引き起こされた、戸惑いと嘆なげき。

　どうしようもない感情の暴走。

　それが、円香がこの通り魔事件を起こした動機。

　既に失われている俺を想って、こんな犯罪を行っているのだとしたら、円香は何をもってその目的を達成するのだろうか。その想いを秋山忍へと向けたところで、死んでしまった兄は戻らないのに。

　住谷荘で、円香は滔とう々とうと俺に語りかけて来た。兄への想いを、兄を失った嘆きを。

　円香にとって春海和人は兄であるが、しかし今の俺はそうではない。犬を兄と同一視したところで、円香のことだ、それが間違っていることぐらいは分かっているはずだ。

　今の円香は、ただ兄に似た何かを求めることで、失ったものの代わりとしているだけだ。そんな欺ぎ瞞まんだらけのやり方で、何かを残せる筈はない。必死に走っているようで、実際にはその先に未来なんて無くて、ただ奈な落らくに落ちるだけ。

　円香が進んでいるのは、そんな先の無い道。

　秋山忍を滅ぼしたとしても。

　全ての本を砕いたとしても。

　円香は絶対に救われない。




　俺が死んだから、円香が変わったのか。

　俺の死が、円香を変えてしまったのか。

　悩んでいる場合ではない、事態は既に動き出してしまっている。

　俺は死んで、しかしまだ生きている。

　こんな形であっても、生きている。

　だったら、今の俺には出来ることがある。

　ここで立ち止まって嘆くよりも、不格好でも、やらなければならない事がある。

『止めなくちゃ』

　円香の暴走を。やり場を失ったその想いを。

　俺はもう人間の春海和人ではないけれど。それでも、妹を二度と間違った方向に行かないように止めるのが、兄の役目だと思うから。兄と妹の絆きずな、それはたかだか一度死んだくらいで、失われる絆じゃないはずだ。

　たとえ怖がって、震えて、後悔して、逃げ出したくなったとしても。

　いつか確かに存在したはずの絆から、逃げ出したりはしない。




『なあ、夏野』

「何よ」

『俺だけじゃ無理かもしれない』

　夏野の瞳をまっすぐに見据える。

『だから、力を貸してくれないか』

　俺は犬で、読書しか能のないバカで、悔しいけれど自分だけじゃ何にも出来ない。

　八月の事件では、夏野は最初から当事者だった。事件に関わるだけの理由があった。

　しかし今回は違う。

　今回の通り魔事件は、そもそも俺の不ふ始し末まつから生まれたもの。本来ならそこに夏野を巻き込むことなんて出来ない。出来ることならば俺が何とかしたい。けれど、犬の俺には円香を止めることができない。

「そんな、泣きそうな顔しないでよ。私が情も通わぬ極悪非道みたいじゃない」

『そんな事ないさ。お前は、凄く立りつ派ぱでいい奴だから』

「……よくもまあ、そんな事が言えるわね。いつも私にどんな目に遭あわされているか忘れたわけじゃ無いでしょ？」

『忘れるわけ無いだろ。お前が俺にいつもどんな事をしているか忘れるわけが無い』

　四本足で立ち上がり、夏野に正面から向き合う。

『そうだ、忘れるわけが無いさ。俺がどれほど秋山忍の本を読み続けたと思っているんだ。俺がどれだけ夏野霧きり姫ひめと死し闘とうを繰くり広ひろげたと思っているんだ。お前が何を想い、何に悩み、何をもって前に進むか、お前が本当はどんな奴なのか。その全てを、忘れられるわけが無い』

　だから、俺はお前を頼るんだ。お前の力を、お前の想いを信じているから。

『頼む、力を、貸してくれ』

　そう言って、頭を下げた俺の向こう側。

　しばらくうつむいていた夏野が、しかし確かに立ち上がる。

「こんな時だけ、本心で喋しやべるのよね。まったく、やりにくい犬だこと」

　溜め息を吐つきながら、しかし不敵に笑う。

　誰よりも強く美しく、凜り々りしい姿で。

「私がやるからには、完全無欠に終わらせて見せるんだから」

『……ありがとう』

「別にアナタの妹だからって容赦しないけど、良いわよね？」

『うん、悪いことをしているのは確かだからな。でもお手柔らかに頼むよ』

「まあ、手て加か減げんはしてあげるわ、なにしろアナタの妹って事は、いずれ私の妹に……」

『何を言ってるんだ？』

「な、何でもないわよ！　それに、ちょうど来たみたいだしね」

　そう言った夏野の声と共に、部屋の中に影が差す。

『え？』

　弾はじかれたように夏野が動く。強い視線を俺の背後、窓の方へと飛ばす。八月の事件の終しゆう盤ばんにおいて犯人を前にして見せたような。昨日、商店街で通り魔を追って行った時と同じ、真剣そのものの表情。何かがいる。夏野にとっての敵性存在が、すぐ近くに。

『おい、何を？』

　問おうとして、しかしその声を聴いた。




「和兄の、匂いが、する」




　ぞくりとした感覚に総そう毛け立だつ、しかしそれよりも早く。

『……ッ!!』

　一瞬だった。

　リビングの大きな窓ガラスが丸ごと吹き飛んだ。

　一いつ切さい合がつ財さいが砕かれて散った。

　突然の衝撃に、受け身も取れずに転がる。

　一面の窓ガラスが爆弾でも投げ込まれたかのように、一瞬で破片にまで分解されて、内側へと吹き飛んだのだった。舞い散るガラスの破片と粉ふん塵じんの中、砕いたガラスを踏みしめながら、それが現れた。

　今ここにいるということを、不思議だとも思わず、疑いもしない。それがどの方向を向いていようと、住谷荘で俺に見せたような情念を持っているのならば。不可能の一つや二つ、条理も常識も、軽く捻ねじ曲まげてみせるだろう。

　ガラスに塗まみれ、身体を竦すくませていた俺を拾い上げて、艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

　我が最愛の妹。

　春海円香が、そこに立っていた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【モンスター本】……　読者のことを考えていないのではないかと思わせるような、明らかにページが多過ぎる本のこと。読みにくく持ちにくく運びにくいという三重苦ではあるが、『いいぞ、もっとやれ！』と言う読者層も確かに存在しており、今後もその発展が期待される。

【ガラス窓】……　広い居間全体に光を取り込んでいるため、かなり大きなサイズとなっている。特注品なので一部分が割れただけでも、全体を取り換える必要がある。

















「和かず兄にい、見ぃつぅけぇたぁよぉ」

　摑つかんだ俺を抱きしめて、円まど香かは濁にごった視線をこちらに向けてくる。

「逃げるなんて酷ひどいなぁ。こんなこともあろうかと、和兄に発信機を付けておいて良かったよ！」

『ど　こ　に　!?』

　衝しよう撃げきの告白だぞ!!　俺ってば、首輪も付けていないし、基本的には全裸なんですけど、どこに発信機を付ける余地があるんですか!?　体内か、体内なのか!?

　教えて欲しいような、そうでないような。

「昨日は見失っちゃったけどね、もう逃がさないよ、ちゃーんと和兄の反応を覚えたからね。逃がさないよ。絶対にね」

『怖っ！！！』

　何この妹、めちゃくちゃ怖いんだけど。

　しかもこいつってばどうやってここまで来たの？　ここは一応高層マンションの最上階ですよ。夏なつ野のが住すみ谷や荘そうに入り込んできたのとは訳が違う。あれか、お前も物理法則とか無視する類たぐいの人種なのか？

　ああもう、俺の中の円香像がどんどん壊こわれていく。

「嫌だなあ、和兄、そんなに喜ばなくても」

『喜んでねえ!!』

　腕の中、ジタバタと動いて逃げ出そうにも、円香は俺の身体からだをしっかりと固定している。関節技でも極きめられているみたいに動かない。犬の肉体についても熟じゆく知ちしていやがる、獣医にでもなるつもりか!?　お前の将来が心配だぞ!?

　そして何より俺の近い将来が心配だった。




「随ずい分ぶんと舐なめたことをしてくれるじゃない」

　ガラスが吹き飛ぶ衝撃から立ち直った夏野が、侵入者に言葉を投げる。

　さすがに窓から来るとは思わなかったようだが、しかしこの異常事態においても既に平静を取り戻している。その手には銀色のハサミ、今にも円香に斬り掛かりそうだ。

「ここが私の、秋あき山やま忍しのぶの仕事場だと知っての狼ろう藉ぜきなのかしら？」

　臨りん戦せん態たい勢せい。目の前にいるものを敵と見定めた、そういう表情を見せる。

「……あ？」

　対して円香は、呆ほうけたような表情を見せる。

「ここが……、ここが秋山忍の仕事場、なの？」

「そうよ。って、その顔を見ると知らなかったみたいね」

　円香は驚おどろきと困こん惑わくが入り混じったような表情を浮かべたまま、夏野の言葉に反応する。

「っていうことは、まさかお前が……」

「お察しの通り、私が秋山忍よ、うちの本こ達に随分なことをしてくれたみたいね」

　その言葉を聞いた円香の表情が変わる。膨ふくれ上あがるは怒りの感情、濃のう厚こうな、純粋な、噴ふん火かしそうな怒り。俺の前では決して見せることのなかった、あまりに鮮せん烈れつな生の感情。

「そう、お前が、お前があの秋山忍なの」

　その名を口にするのも嫌だというように、円香が吐き捨てる。

　そんな表情を、俺は知らない。俺の記憶の中にはない。円香がそんな顔をするということ自体が、俺の想定の中にない。俺は円香のことを何も知らないのだ。何を思い、何を考え、そして今どんな気持ちでここにいるのかすら。

　その無知が、この事件を今ここに導みちびいている。

「そんな顔で憎まれる覚えなんて、私には無いんだけど」

「うるさい！　ああ、そうか、お前が秋山忍か、私から和兄を奪うばった秋山忍か！」

　夏野の凄すごみにも、まるで動じる様子が無く、むしろ怒りは高まって行く。

「また、私から和兄を奪うのか。させない、そんなことはさせない。和兄は二度と、誰にも渡さない！」

　円香は決意の言葉を言い放つ。

「奪った覚えは無いけどね」

「喋しやべるなよ、木で偶く」

　円香の叫びが部屋の壁かべをも揺らす。

「和兄以外の人間なんか全部が木偶だ！　世界なんて木偶の庭だ！　そしてお前は、一番煩わずらわしい木偶だよ、秋山忍！」

　怒りをそのまま吐き出すかのような語ご勢せい。

「まあ、落ち着きなさい、妹」

「だから！　私を！　妹と！　呼ぶな！」

　夏野さんってば、落ち着かせるどころか火種を投げ込みやがりましたよ。一応俺が拘こう束そくされているんで、あんまり刺し激げきして欲しくないんですけど、無理ですかね？　犬質の命が最優先じゃないんですかね？

「黙りなさい妹。それに入って来るなら玄げん関かんからになさい」

　問題はそこじゃねぇだろ。

「うるさい、何もかもお前のせいじゃないか！　お前のせいで、和兄は私のそばからいなくなったんだ！　お前のせいで！」

　怒りのままに放たれた円香の言葉に、夏野が顔色を変えた。

　その変化に気付かずに、円香は叫び続ける。

「私は、もっと和兄と一緒にいたかった」

　泣き声。真上にある円香の顔から零こぼれた涙が俺の顔に落ちるのを感じる。

　円香は、自分の中の何もかもを吐き出すかのように、必死に叫ぶ。秋山忍への怨えん嗟さの念を。そして兄への想いを。

「お前が、和兄をおかしくした。お前が、和兄を狂わせた。お前が、和兄を変えてしまった。お前が、和兄を遠くした。全部、全部、お前の本が！」

　円香は、確かにコロコロと良く表情を変える娘だった。だけど、それはこんな風にではない。怒りとか悲しみとか憎しみとか、そんな負ふの感情の表情ばかりを浮かべるような子じゃなかった。

「言うじゃない、アナタもそんなに私の本が好きなのかしら？　良かったら感想を聞かせてくれる？」

「はっ、冗じよう談だん！　誰がお前の本なんか！」

　吐き捨てるように円香は言い返す。

「お前の本は読んだ。和兄に近づくためには、秋山忍の本を読まなければいけない。和兄は、お前の本の話をすっごく楽しそうに話していたから。吐きそうになりながら、それでも読んだ。全部、全部和兄に近づく為ために」

『円香……』

　本を読む事自体には何も期待せず。希望からの行為でもなく。ただ、機械のように本を読む。本の世界を楽しむ為でもない、それ以外の目的の、手段としての読書。得るもののない、作業。

　それは、なんて悲しい読書だろうか。

「けれどこうして辿たどり着ついた、和兄のそばまで辿り着いた」

　そう言って円香は俺を見る。

「間違っていなかった。新しん稲いな葉ばに来れば、和兄の住んでいた街に来れば、きっと和兄がいると思っていた。だって和兄ったら、口を開けば秋山忍秋山忍って言ってたもの。そんなに好きだったんだから、ちょっと撃たれたくらいで和兄が諦あきらめるはずないもん」

　死んだ人間をなお求めたとしても、相手が既に死んでいる以上、幸せな結果なんてものは存在しない。気付かないふりをし続けたとしても、無視して先に進んでも、それが不幸であることに変わりはない。

　未来へ進めないそれは、茨いばらの道どころではない。過去に囚とらわれたままの、泥の道だ。




　そして夏野は、そんな欺ぎ瞞まんを許しはしない。

　夏野の生き方が、円香の無む為いを許さない。

　一瞬だけ悲しい顔をして、それでも夏野は言葉を紡つむぐ。

「春はる海み円香。アナタの兄は、もういないのよ」

「噓うそだ、和兄はここにいる！　ずっと私と一緒にいるって、そう言ってくれたもん！」

　俺の身体を抱く腕に力が込められる。

「春海円香!!」

　糾きゆう弾だんする夏野の声は硬く、しかし何かを堪こらえているようでもあって。

　そんな顔を、いつか見たことがある。

　普段は飄ひよう々ひようとしている夏野の、しかし確かにある弱みの部分。一人の人間として、夏野霧きり姫ひめが抱えている弱さ。痛みを堪えながら、それでも、その痛みを言葉にしていく。

「現実を、見なさい」

　忘れてはならない。俺の不始末が呼んだ痛みだと、それを決して忘れるな。

「別に私を、秋山忍を恨うらむのはいい。全すべてを私のせいにしてもいい。だけど」

　夏野が俺を見る。

　俺も夏野を見返して、頷うなずく。

　俺の言葉は円香に伝わらない。だけど構わない。俺の伝えたいことを、夏野が伝えてくれると、そう信じている。その痛みも願いも何もかも、いつまでも共に背負っていくと、そう決めたから。

「兄が何を思っていたか、それを間違えないで」

　だから、届けと、そう願った。




「うるさい！　お前が和兄を語るな！　お前に、和兄のことなんか、分かる筈はずない！」

「じゃあアナタには分かるんでしょうが！　兄が、今のアナタをどう思い、どう感じるか、それを一番知っているからこそ、誰よりも！」

「……!?」

「自分で考えなさい、そして気付きなさい、アナタの兄が願っていることを。本当に、今やっていることをアナタの兄は喜ぶと言うの？　考えなさい、自分の中にいる兄に尋たずねなさい。これまで、受け取って来たものの全てを!!」

「……和兄の、願い？」

　呆ぼう然ぜんとする円香。

　対する夏野は能面のような無表情、しかし感情を押し殺しているのが分かる。誰かの希望を打ち砕く行為、それが楽しい筈がない。

「アナタの兄が本当に私の読者だと言うなら、今のアナタがやっている事を喜ぶ筈が無い！　私の読者が、こんなことを望む筈が無い！　私はそう信じる！」

「信じる、和兄を？」

「ええ、信じるわ。私は、私の読者を信じる。私は、私の書いた本が読者に正しく届くと、そう信じている！」

　読者が作者を信じているように。

　作者は読者を信じている。




「あの男、春海和かず人ひとはね。私の目の前で死んだわ」

「え？」

　円香が呆けた声を出す。

　俺の死に様を正しく知っている人間は、あの時に喫きつ茶さ清せい陽ようにいた数人のみ。俺自身ですら知らない。当然、円香もそれを知る機会はなかっただろう。

　俺が死んだ時のことを夏野が語るのは、これが初めてだ。

「春海和人は、私を強ごう盗とう犯はんから庇かばって死んだ。確かに、私の為に死んだの。流れる血の赤さも、熱を失う肉体も、私はこの身で知っている」

　夏野は静かに、しかし熱をこめて俺の死に様を語る。円香にとって、最悪の話を。

「や、嫌、そんなの聞きたくない……」

「聞きなさい!!」

　耳を塞ふさごうとする円香はその叱しつ責せきに身体を震わせ、のろのろと顔を上げて、そして絶句した。

　夏野もまた、涙を流していたから。

　そうだ、俺の死が円香を変えてしまったのだとしたら。

　一番近くでその死を見ていた夏野が、変わっていない筈が無い。

「私はあの男の死を忘れない。春海和人の死を、私の中から消さない。私が死ぬまで、絶対に忘れない。死んだ者は帰ってこないけれど、あの男が私の読者だというのなら、私は書き続ける。誰に忘れられても、ただ一人のために、書き続けてみせる！！！」

「和兄の、ために？」

「私は作家よ。作家は読者がいてこそ意味がある、読者がいるなら書き続ける。私の全てを、本に込めて叩たたきつける。私という人間そのものを、本として読者に伝える。それが、私の人生、生きる意味!!」

　その想おもいは、確かに俺に届いていた。死してもなお、それを読みたくて生き返る程に。

「読者が読んで、私の本は初めて完成する。読者がいる限り、私の本は終わらない。あの男が死してもなお、私の読者だというのなら、私は書き続ける！　それが、それが私の全てよ！！！」

　夏野は告げる。

「私の読者は、きっと今のアナタを許さない。そんな風に自じ暴ぼう自じ棄きに暴れることを、望んでいない。春海和人が私の読者であるのなら、春海和人は今のアナタを許さない」

「そんなの、分かる訳、ない」

「でも、信じている」

　アナタはどうなの、と夏野は問いかける。優しく、しかし追い詰めるように。

「自分の兄が、今のアナタを褒ほめてくれると、そう信じられるの？」

「……!?」

　俺を信じていると、そう語る夏野の姿が眩まぶしかった。

　俺があの事件で生き方を決めたように、夏野もまた、自分の中で決めた何かがあるのだろう。自分の生き方を決めるような何かが。

　俺は、それに口を出さない。

　共にいて、しかし違った想いを心に秘めたままで、支え合っていこう。

　それが、人を信じるということなのだから。




「だから、いい加か減げんに目を覚ましなさい、春海円香!!」

　夏野は吼ほえる。

「春海和人を、自分の兄を、信じなさい。あいつがどう思い、何を願い、アナタにどう生きて欲しいと感じるのか。考えて選びなさい。兄の死から目をそらさないで、自分の中に確かに残っているものを、感じなさい!!」

　対して、円香は、俺の妹は、何も言わない。

　ただ唇くちびるを嚙んで、うつむいたままで、動かないけれど。

『……いや』

　信じよう。

　きっと俺の死を乗り越えてくれると、その強さを持っているのだと、そう確かに信じ続けることこそが、今の俺に出来ること。

　大丈夫、俺の自じ慢まんの妹だ。

　だから。

「……言われなくても。今の私が、和兄にとって、駄だ目めな妹だって、分かっている」

　春海円香は。

　こうして、立ち上がるのだ。

「…………分かっているけど、私にだって意い地じがある」

　春海円香は倒れない。

「私にだって、ずっと持っていた想いがある」

　春海円香は止まらない。

「間違っていても、報むくわれなくても、救われなくても。それでも、ここで、このままで終わるわけにはいかない!!」

　そう叫んで。

「だから、和兄は渡さない!!」

　再び顔を上げた円香の瞳ひとみには、それまでとは明らかに違う色が宿っている。

　何かを諦あきらめたからこその解放。それでも諦めない何かの為の決意。

　二つを混ぜ合わせた瞳の色は、戸と惑まどっているように曖あい昧まいで、まだ迷いを思わせる。

　けれど、前に進み出している。

　歩みを止めない強さを、確かに取り戻している。




「良く言ったわ春海妹！」

「だから、妹と呼ぶなって言ってるでしょ!!」

　怒ど声せいと共に、円香は足元に転がっていたガラスの破片を夏野に向けて蹴けり上あげる。

　夏野が回かい避ひの体勢をとったその隙すきに、円香は俺を抱えたまま、背後へと駆け出す。

　いや、そっちに行くなよ、そっちには何も無いぞ!?

『って、おい！　円香！』

「大丈夫だよ、すぐに済むから！」

　円香は俺に笑いかけながら、何でもないかのようにバルコニーの手すりを乗り越える。

『いや、今この瞬間に大丈夫じゃないんだって!!』

　そちら側には何もないのに。いや、何もないからこそ唯一の逃走経路となるのか？

　無限大の空、それこそが脱出路。

『ま、待って待って!!』

　しかし俺が必死に吠えるのにも構わずに、円香の身体は大きく宙を舞う。もちろん俺の身体も空中に飛び出し。

　そのまま地上百メートル近い虚こ空くうへと、投げ出された。

『ふおぉぉぉぉぉ！！！！』

　あ、夜景が綺き麗れいだな。

　現げん実じつ逃とう避ひも一瞬、意識も飛んだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【発信機】……　対象に付けていると感じさせない程に軽量化した新製品。まず触った程度では気付かれることは無いが、その小ささ故に、有効範囲にやや難なんあり。相手の肉体に直接埋うめ込こむことで、生体電流により半永久的に起動することができる。



　　　　　　　　

『見知らぬ、天てん井じよう……、が無い！』

　完全に屋おく外がいだった。

　鳥が飛んで風が吹く満天の星空。

　辺りには木々が生おい茂しげっている。芝生しばふの間を巡る遊歩道にも見覚えがある。夏野のマンションのすぐ近くにある、広い公園だった。

「ごめんね」

　俺の横にはちょこんと円香が座っていた。

　いつか見た大きな白いケースを横に置いている。

　その瞳には、別段妙なところはなく、俺を拘束するような様子もない。まるで憑つき物ものが落ちたかのように、俺の知っている春海円香のままで、そこにいる。

「勝手に和兄呼ばわりして、ごめんね」

　勝手も何も、マジ和兄なので別に構わないんだけどな。

　しかし円香はもう、俺の中に春海和人の姿を見ていない。ちょっと寂しいけれど、それが円香のためでもあり、また俺の願ったことでもある。

「あはは、君が和兄のはずないよね」

　ハイハイソウデスヨネー。

「新稲葉に来れば和兄がいる筈だって思っていた、どこかで生きてる筈だって思ってた。だから、あのアパートも、駅前の本屋も、商店街も、公園も探した。悲しくて、苦しくて、探さずにはいられなかった。本当は、和兄が見つかる筈ないって、分かっていたのに。挙あげ句くの果はてにはネズミ捕りみたいな罠わなまで仕掛けちゃったりしてね」

　円香は自じ嘲ちよう気ぎ味みに俺に笑いかける。

「でも、君があのネズミ捕りに引っ掛かった瞬間、本当に和兄のような気がしたんだよ？　だってあんな罠に引っ掛かるのって読書バカな和兄くらいだと思っていたし」

　ごめんなさい、それは俺が和兄だからです。円香さん、大正解！

「でも、一瞬でも君を和兄と思ったのなら。私は、その直感を否定したくない。たとえただの勘かん違ちがいでも、その直感に従いたいと、そう思ったの」

　夜空の下、少しだけ泣きそうな顔のまま、円香は笑う。

「迷めい惑わくをかけたよ。君にも、あの人にも。だけど、私はこのままじゃ終わらないし、終われない」

　覚悟の色をたたえた瞳で、円香はつぶやく。

「じゃあね、迷惑かけてごめんね。でも楽しかったよ、本当に和兄といるみたいで」

　そしてひとつ伸びをして。

「あーあ、駄目な妹だよねぇ、私は」

『そんなことない。お前はいつだって、俺の一番の妹だから』

　そう答えた声は相変わらず犬のまま。ただの一吠えとなって、夜空に消えていった。

　犬の言葉は円香には届かない。こんなにも意志が通じて欲しいのに、こんなにも近くにいるのに。一番分かって欲しいことが、どうしても伝わらない。

　しかし、その声を聞いた円香は微笑ほほえんで。

「ありがとう。私にはまだ、何が正しいのかなんて分からない。だけど、きっと、逃げ出してばかりじゃ、和兄に合わせる顔が無いから」

　振り返り、己の超えるべき相手を見据える。

「だから、せめて前を向いて。最後に、思いっ切りぶつけてくるよ」

　待ち人はそこにいる。ただ、包み込むように、出された答えを待っている。

　秋山忍が。

　夏野霧姫が。

　月光が照らす草原の果て。

　当たり前のように、まるで本の中の主人公のように、そこに立っていた。




「……良く、ここが分かったね」

「ええ、うちの犬ったらすぐにいなくなるから。昨日寝ている間に発信機を仕掛けておいたのよ」

『お前もかよ!?』

　やっぱり体内なのか!?　しかも円香のと合わせて合計二個、俺に付いてるってことじゃんか！　俺を何だと思っているんだ！　生身の犬なんだぞ！

「で、覚悟は出来たのかしら？　こんな広い場所に呼びつけた、ってことは」

「もちろん、全力で乗り越えてみせる」

「良いわね。好きよ、そういう分かりやすいのは」

「じゃあ、これで思いっきりやらせてもらうよ」

　円香が横に置いていた大きな白いケースを開封する。

　中から出て来たのは、凄すさまじいデザインセンスの代しろ物ものだった。

　全体的に青と白とで彩色された、恐ろしく巨大な鉄の塊かたまり。全長一メートルほどの、それは機械仕掛けの巨大な刃。

『いや、いやいやいや』

　何でお前がそんな、ＲＰＧの主人公が持って戦うような武器を持っているの!?

　それって完全に魔王とかを倒すための武器じゃん！　あるいは狩りに行く感じのものじゃん！　バスタードソードとか斬ざん艦かん刀とうとか、そんなネーミングの奴じゃん！　そんな非実在兵器ってどこで売っていたの!?　そんなの現実社会で振り回しちゃ駄目だよ！

「私の包ほう丁ちようで、叩き切ってあげる」

　包丁なの!?　包丁じゃないよ！　だってモーターとか冷却装そう置ちとか付いてるじゃん、ソレって！　これを包丁って言い張るんだったら、まだ日本刀を包丁と言い張る方が無理が無いよ！　こんなん二キロ先からでもお巡まわりさんがやって来るよ、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんどころか殺さつ人じん未み遂すいで立件出来るよ！

「へえ、『鮪喰マグロイーター』だなんて良い得え物ものを持っているわね」

　うわ、夏野さんも認めちゃっているし！　止めろよ！　お前これからこれと戦うんだぞ！　しかもこれの名称とか何で知っているんだよ！　何だよ『鮪喰』って！　そんな物ぶつ騒そうな名前、包丁に付けるべきじゃないだろ！　食うなよ！　確かに機械仕掛けのシャチみたいな形しているから、食えそうだけれども！

「なるほど、確かにそれなら私の部屋まで辿り着けるわね。脱出には災害用の緩かん降こう機きを使ってたみたいだけど、どうやって侵入してきたのかは疑問だったのよね」

　何!?　夏野さんってば何を納得しているの!?　訳が分からないよ！　災害用の緩降機って避ひ難なん訓くん練れんとかでよく使うあれか？　円香はあれで夏野の部屋から脱出したのか。そんな簡単に済ませられるような高さでもないだろ！　三回ぐらい死んだかと思ったんだぞ！　それに侵入するのに何で包丁が役に立つんだよ！

「小さい時から貯ためたお年玉を使って通販で買った特製の包丁だよ。ずっとこれを使って和兄のために料理してきた。私と和兄の思い出の品。だから、絶対に負けない！」

　マジで!?　お前それでカレー作ってたのか!?　そのデカいので!?　お前何でそんなハンデ背負って料理をしているんだよ、普通に作れよ！　だから不ま味ずいんだよ！　ってか毎朝そんなものを使っていたんなら気付けよ俺も！　工事現場みたいな音がするだろ、絶対！　しかも通販だって!?　そんな猟りよう奇き的てきな代物が売ってる通販なんてあってたまるか！

　一応シリアスっぽい場面なのに、俺のツッコミが止まらない。

　何でこいつらってば、こんな真ま面じ目めな場面でおかしい事ばっかり言ってるんだろうか。しかも本人達は至って真面目なもんだから、性た質ちが悪い。

　しかし俺の混乱をよそに、戦いは始まる。

「それじゃあ、始めましょうか」

　そう言って、夏野は太もものホルスターから銀色のハサミを引き抜く。

　こうなっては俺の入り込む余地はない。

　これは、俺の良く知らないところで分かり合っている二人の、女同士の反省会みたいなもの。

　今の俺には何もできない。

　だからせめて見守ろう。全てが終わった後、誰もが笑っていけるように、この勝負の行方ゆくえを。




「そう言えば、名前を聞いていなかった。秋山忍ってのはペンネームなんでしょ？」

「……ああ、そう言えばそうだったわね」

　まるで旧知の友人同士のように穏やかな会話。

　しかし、互いに馬ば鹿かげた武器を抱えている、一いつ触しよく即そく発はつの二人。

　けれど、双方ともその顔に気負いはなく。

　恨みも悲しみも、沈んだ表情もなく。

　ただ、そうなることが当たり前のように、相対する。

「夏野霧姫、作家。この万能文具『ハサ次じ郎ろう』で、ぶった斬ってあげるわ」

「春海円香、春海和人の妹。この電動包丁『鮪喰』で、食い尽くしてみせる」

「では」

「尋常に」

「「……勝負!!」」




　そうして。

　夏野霧姫と春海円香の闘い。

　この事件に幕を下ろす、最後の闘いが始まった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【災害用の緩降機】……　マンションやビルなどの高層階において災害が発生した場合、階段やエレベーターを使わず、直接地面に降りることの出来る装置。避難訓練などでお馴な染じみの物であるが、災害時以外ではなるべく乗りたくはないものである。

【ハサ次郎】……　夏野霧姫の所有する万能文具。だいたい何でも切れる。上京の際、父親である夏野巧こう雪せつから餞せん別べつにと渡された。

【鮪喰】……　マグロイーター。春海円香の所有する対大魚切断用巨大電動包丁。型式番号ＸＥＲＤ－００３ＭＥ。マグロを頭から一刀両断にするほどの刃渡りと、調理に役立つ様々な機構を有している。伝説の武器職人である大おお洗あらい赤しやつ口くがスランプ中の気分転てん換かんに遊び半分で作った作品として、その筋ではそれなりに有名な代物。刃物専門通販雑誌『ぞーりんげん』にネタ混じりに紹介されていたのを春海円香が購入した。






　得物を掲かかげ、互いの中心点へと駆け出していく両者。

　先手は円香が取る。

　夏野の持っている銀色のハサミはそれこそ何でも切れる、材質不明の業わざ物ものではあるものの、しかし今は圧倒的に長さが足りない。円香の振るう巨大包丁は一メートルを超える長さを持つ、ハサミとのリーチ差はあまりにも明確。

　故ゆえに、円香の包丁『鮪喰』の刃が先に叩き込まれ、辺りに金属音を響ひびかせる。

　まるで子供と大人。包丁の先端に描かれたノーズアートの通り、夏野の抵抗は、サメに挑いどむ小魚のようにすら見える。

　そのまま質量差で押し切ろうと、円香は全力で巨大包丁を振り下ろした。

　夏野のハサミが粉々に食い散らかされる未来を想像したが、しかし。

「受け止め、られたッ!?」

　円香の驚きよう愕がく。

　開かれたハサミの刃が、倍以上もある巨大包丁の攻こう撃げきを、真正面から受け止めたのだ。

　軋きしる刃音、散る火花。

　長大な包丁が小さなハサミに挟はさまれて、その動きを止めている。

　拘束を振りほどこうと円香は力を込めるが、しかし両側から押さえられた刃はまったく動こうとしない。万まん力りきで抑え込まれたように、ハサミは包丁の攻撃を防いでいる。

「だったら、押し切るまでだよ!!」

　円香の手に力が込められる。

　しかし円香は知らない。その銀色のハサミが、どれほど異常なものなのか。

　見み誤あやまっているのはその切れ味。ハサミが一段階、その範囲を狭せばめた。

　辺りに異音が響く。

「まさか!?」

　斬り進んでいる。包丁とハサミの接合部から金属を切り裂くような異音が聞こえる。ハサミの刃は、ただ包丁を受け止めただけではない。両側から、質量差など物ともせずに、ただ両断しようとしている。

「……ッ!!」

　それを見た円香の判断は早かった。

　包丁を強引に振り上げ、つばぜり合いを止めて、退たい避ひの体勢を取る。

　両者の均きん衡こうは破られ、しかしハサミは標的を逃のがさずに食らいついた。強引に身を離そうとする包丁の側面に、ハサミは確実な傷跡を残す。

　円香の対応は迅じん速そく。退避から再攻撃。返す刀でもう一撃、包丁を振るう。

　それもまた、同じく夏野が振るったハサミと激突して、硬い音を立てる。

　何度も何度も。真剣同士の打ち合いのように、大きさのまるで違う二人の得物がぶつかり合う。

　質量の点で不利なはずの夏野は、しかし巧たくみに攻撃を避さけつつ、包丁を刻んでいく。

　対して、最初こそ力任せだった円香の攻撃も、次し第だいにやり方を変え、下段から上段から、様々な軌道を組み合わせて攻撃を組む。

　金属同士のぶつかり合う音が、幾度も形を変え、何合か公園の中を駆け巡った後。

　二人は示し合わせたかのように距きよ離りを取り、しかし視線を絡ませて向かい合う。




　互いに息を切らしながら、しかし視線は外さない。

「成なる程ほど、ただのハサミじゃないってことね」

　いや、お前の包丁も大たい概がいだと思うが。

「ただデカいだけの武器なんて、私の『ハサ次郎』には通用しないわ」

　円香は不敵に笑う。

「でも、私の『鮪喰』だって負けない!!」

　そう叫び、包丁の柄えの部分、引き出された操作パネルを高速で打だ鍵けんする。

【鮪喰、形態変化、食材殲滅ジエノサイドモード、起動……】

　合成音声のアナウンスが辺りに響く。

　そして唸うなりを上げる包丁が、天高く掲げられる。

【……食材ノ殲せん滅めつヲ最優先トスル】

　空気が震え、変化が現れた。




　包丁が、いや、正確にはその外周部だけが回転している。

『完全にチェーンソーじゃねえか!?』

　俺の声を合図としたかのように、円香の身体が跳はねた。

　間合いを詰め、すくい上げるような軌道で迫る円香の攻撃を、夏野はとっさに横へと回避する。身代わりとなるかのように、夏野の背後にあった木の幹が、円香の一撃を喰くらってぶった切られる。

『うわぁ……』

　何だそれ完全に凶器じゃないですか殺す気ですか。

　しかし夏野は顔色一つ変えず、不敵に笑う。

「庭の手入れくらいには、役に立ちそうね」

「あは、肋ろつ骨こつ砕いて、腸はらわた取り除いて、三枚に下ろしてあげるよ」

　超怖いぞ俺の妹。

　円香は包丁を振るう。夏野の回避の度に、公園の枝葉が斬り払われていく。

　回転しながら迫る刃は、一度喰らえば致命的。円香の細腕で振るうだけでも、木を簡単に切り落としてしまう程の破壊力。

　しかし夏野は、その攻撃を避け続ける。

　殺さつ到とうする斬ざん撃げきは、何度も夏野を脅おびやかすものの、しかし完全には届かない。

　そこに僅わずかな違い和わ感かんを覚えて。

『いや、……避けて、ないのか？』

　良く見れば、夏野の持つハサミの先端、そこだけが回転する刃の側面に触れている。

　そこを支点とし、勢いを脇に流すことで、円香の猛もう攻こうを防いでいるのだ。

　思い通りに武器を振るえず、円香の顔に焦あせりが浮かぶ。自分の攻撃をコントロールされているのだから。

　バカげた包丁の破壊力、それを振るう円香の意志。それは確かに圧倒的なまでの戦う力。だがしかし、夏野はさらにその上を行く。ただ包丁の切っ先にハサミをわずかに触れさせるだけで、全ての攻撃を制御し、戦闘自体をも支配していた。

　そしてついに、円香が姿勢を崩くずす。

　銀色のハサミで受け流された力の勢いに耐え切れず、包丁が地面へと突き刺さる。

　その隙すきを夏野は見逃さない。

「くッ……！」

　円香が顔を歪ゆがめながら、迫り来る夏野に対応しようとする。だが遅い。

　包丁が巨大である故に、地面に突き刺さった状態から、即座に立て直す事ができない。

　間合いは至近。既に夏野の攻撃は円香に届いて。

「まずは、一撃!!」

　宣言通りに、閃ひらめいた銀色のハサミが巨大包丁の上半分を切り飛ばした。

　結果、円香はぐらつき。

「まだ、まだだよ!!」

　しかし、諦めない。

　包丁を前へと突き出し、切り裂かれた先端部を夏野へと蹴飛ばす。

　夏野が避ける隙をついて円香は後方へと走りだし、夏野の追撃から身を離す。

　手はすでに操作パネルの上を走っており、包丁もそれに応こたえる。唸りを上げて、刀身の各部分がスライドし、新たなる形態を見せようとする。

【鮪喰、形態変化……】

「させるかぁ!!」

　発生前に攻撃を防ごうと、夏野が円香に向けて特とつ攻こうする。

　幅跳びのような勢いで跳ね、開きかけた距離を一足で飛び越え、その勢いを乗せた攻撃、下段からすくい上げるような一撃を円香へと叩き込む。速度によって場を制し、形態変化による次の攻撃を未然に封じようとする。

「……と見せ掛けて、本命はこっち！」

　しかし起こったのは変化ではなく、拡かく張ちよう。

　先端部を破壊された包丁が中心部から更に分割され、中から一回り小さな刃が飛び出す。隙を生じぬ二段構え、それもまた回転刃。

　その奇き襲しゆうに、飛び込む姿勢のままだった夏野は回避することができない。

　しかし、夏野は無理矢理に対応を見せる。

　ハサミの軌道を強引に変更。腕を畳たたんでハサミを自身の正面へと引き戻した直後、不意の一撃がまっすぐそこに吸い込まれ、金属同士の衝しよう突とつが不協和音を奏かなでる。

　刃と刃を連結する部分、そこが他よりも高い強度を持っていたことが幸さいわいした。衝撃を受けて後方へと押し下げられたが、しかしハサミは砕けることなく無事だった。

「今のはちょっとだけ危なかったわ」

「うまくいくと思ったのに……」

　攻撃を交換し合い、また一つの対たい峙じが終わる。

　一度きりの奇襲を決められなかった円香。

　決着必至の連撃を事前に防がれた夏野。

　まさに一進一退。

　そして再び最初の間合い。

　しかし両者には差が生じていた。


　　　　　　　　



「くっ」

　円香の顔には、疲労の色が濃い。

　ここまで互いに一歩も引かない勝負だった。

　しかし得物の質量差が、スタミナの面で差を生んでいた。

　巨大包丁、円香の腕でも扱えるところを見るに、見た目ほどの重さはないのだろうが。それでも、確かに円香の身体に負担を与え続けていた。

　対する夏野の得物は、小さなハサミ。その顔も平静を保っている。

　このまま勝負を続けていれば、どちらに早く終わりが訪れるかは明白だった。

　けれど、円香は諦めていない。そして夏野も、侮あなどっていない。この勝負を、中ちゆう途と半はん端ぱで終わらせはしないと、両者の瞳が語っている。




　円香がふと、独白するように言葉を零す。

「分かってる、本当は、分かってる。こんなことをしても、どうにもならないって」

「…………」

　夏野は、無言でその言葉に耳を傾かたむける。

　円香が出した答えを、見定めようとするように。ただ静かに、円香を見据えている。

「……和兄は死んだ」

　涙を拭ぬぐおうともせず。

「もう、私の周りにはいない」

　円香は必死の声で告げる。

　それはまるで自分自身に言い聞かせるような独白。

　こうして家族が悲しんでいるのを見ることが、こんなにも辛つらいものだと、思いもしなかった。けれど、目を逸そらしたりはしない。俺はここにいて、結末までを見届けなければならない。それが、今の俺にできる唯一のこと。

　そして円香は顔を上げる。

　拳こぶしを握り、唇を嚙みしめ、血を流しても。

　その声は、迷いを持たない。

「でも、私がここで諦めていたら、春海和人の妹だなんて名乗れないッ!!」

　胸を張って兄の名を呼ぶ、円香の姿が。

　何よりも尊いものだと、自慢の妹だと、そう思えた。

「私と和兄の絆きずなが、まだここで、こんな中途半端で倒れることを許さない、だから!!」

　円香は叫び、そして跳ねるように後方へと下がる。

　夏野も先程の奇襲を警けい戒かいしているのか、それを無理に追うことはせず、ある程度の間合いを取ったままで立ち止まり、相手の出方を窺うかがおうとする。

　しかし、その判断が命取りだった。

【鮪喰、形態変化、食材破壊デストロイモード、最終起動……!!】

　合成音声のアナウンスが再度流れる。

【……食材ノ破壊ヲ最優先トスル】

　そうして、最後の一手が発動する。

　包丁がこれまで以上の変化を見せた。

　刃だった部分が全て剝はがれ落おち、内部に秘されていたものの全ぜん貌ぼうを現す。

　それは銃口。包丁に隠されていたその口径は不必要なまでに大きく、砲弾に類するものを撃うち出だそうとしている事が分かる。

　これこそが鮪喰の切り札。

　夏野の小さなハサミをあざ笑うかのような、遠距離砲撃。




「この一撃は過去への訣けつ別べつ、私の覚悟の一撃！」




　包丁の変化を見て、夏野が急ぎ距離を詰めようとする。

　目の前にあるその脅きよう威い、とても受け切れるものではなく、また避けることも難しいと、そう判断した早さは確かだったが。

　しかし、その距離があまりにも遠い。




「そして、新しい未来への狼煙のろしになるの!!　受け取りなさい、夏野霧姫ッ！！！」




　円香は叫びと共に包丁についた引き金を引き、全てを解放した。

　無慈悲にも、夏野へと殺到する鉛色の暴力。

　円香の放った切り札、それは包丁とかもう完全に無視した遠距離砲撃。

　ただの人間が、生身で対抗出来るものではない、凶悪なまでの力。

　けれど、夏野は動く。彼方かなたから飛来するその脅威に、一切怯おびえることなく。

　まるで主人公のように臆おくすることなく、ただ前向きに走り出して、諦めようとしない。

　それが夏野霧姫。

　いつものように銀色のハサミを構え、そして。

「…………！！！！！！」

　飛来する砲弾をハサミで受け止めた。

　火花が散る。金属同士が激突する音が響く。

　砲弾はその圧倒的な速さをもって突き抜けようと。

　夏野はどうにかそれを押しとどめようと。

　両者が互いに力を籠こめ続けた結果、その拮きつ抗こう状態がここに生まれていた。

　ハサミが軋む音と、砲弾の削れる音が、二重奏となって響く。

　放たれた砲弾の速度は、夏野の抵抗力を削って行く。

　速度は力となって前進を続け、止まることが無い。火力に後押しされたその力強さを前に、このままではハサミの方が折れてしまう。

　けれど。

「…………いい、答えだわ」

　夏野霧姫は折れない。

　一瞬でも気を抜けば敗れてしまいそうな限界の先で、しかし退ひくことはせず、円香を見据えたままで、不敵に笑う。

　その笑いに、俺は見み惚ほれて。

　その強さに、円香も笑った。















　斬った。

　銀の刃が月光を受け。

　因いん縁ねんごと断ち切ろうと、全力で刃は振り抜かれて。

　まるで飛ぶように、斬り抜けた。

　ハサミによって真っ二つに分割された弾丸が速度を落とし、分かたれたままでふわりと宙に浮き上がる。

　夏野は振り返らず、血振りをするようにハサミを動かし、指に引っ掛けてくるくると回し、ホルスターに収めた瞬間。

　月光の下、弾丸は放物線を描いて夏野の背後に落下した。

　切断音は一回。

　着弾音は二回。

　ただ風だけの吹き抜けるこの場所で。

　それが、今こ宵よいの戦いの終わりを告げる号砲となった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【鮪喰・形態変化】……　鮪喰の持つ、食材に応じてその形態を適てき宜ぎ変更する機き構こうのこと。遠く離れた鮪まぐろをこっそり捌さばきたい時や、調理しようとした鮪がまだ生きていて襲い掛かって来た時などに使用される。食材殲滅ジエノサイドモードでは、台所ごと食材を切り裂くほどの攻撃力を、最終段階である食材破壊デストロイモードでは、逃げようとする食材を仕し留とめるだけの射程距離を包丁に付加している。春海円香は形態変化のバリエーションの全てを理解できている訳ではなく、未知の機構も多く存在していると想像される。鮪喰の機構の内の一つ、食材調達フイツシングモードの釣り針と釣り糸を用いてマンションの外壁をよじ登ることで、春海円香は夏野宅への侵入に成功した。






　夏野と円香の戦いは終わった。

　緊張が解けて、ぐったりしながらその結末を見る。

『まさか、ここまで人間離れしてやがるとは……』

　夏野の後方へ向かって、一対の痕こん跡せきが続いている。

　信じられないことに、あの速さで飛来した最後の砲撃を、夏野は銀色のハサミで受け止め、その上真っ二つに切り裂いたのだった。斬られた弾丸は夏野を避けるようにして後方へと抜け、地面に着弾して煙を上げている。

　良くそんなことをするよな。人間技じゃないよ。

　もう作家だからとか、そんなレベルで語っちゃいけない感じの生き物になっている気がする夏野は、そのまま円香の元へ歩き出した。

　更なる攻撃が飛んでくることはない。円香はもう、包丁を地面へと下ろし、自分の敗北を認めている。

　そりゃあ、真正面から必殺の攻撃を放ち、しかしそれが効かなかったのだ。まさかここから殴なぐり合あいのキャットファイトで第二ラウンドかとも思ったけど、夏野は静かに円香の横に腰を下ろし、何かを話し始めた。

　あれか、戦いが終わったら芽め生ばえる友情って奴か。うわ初めて見た。ここが夕暮れの河原でないのが惜しい。

　でも、ああやって並んで座っていると、仲の良い姉妹みたいにも見える。

　まあ互いに完かん璧ぺき超ちよう人じんっぽいところがあるしな。異常性を隠し持っているのも共通しているし。その被害が俺のところに来そうな点でも一致している。

　よし、お前ら、俺に謝れ。




　二人の声が聞こえる位置まで近づく。

「じゃあ、私の本の感想でも聞かせてもらおうかしら」

「えー、何か恥ずかしいなあ」

　円香は時折考えながらも自分が読んだ本の話を楽しそうに夏野にしている。

　その姿を見て安心した。

　円香の迷いは、夏野が断ち切ってくれた。

　もう、二度と円香が悲しい読書をすることは無いだろう。何かの代だい替たいとしてではなく、辛かったり、憎んだりするものでなく、これからは純粋に楽しい読書が出来る筈だ。

　俺は本が好きで、本から数えられないくらいの沢たく山さんの物をもらった。本を読む事で得たもの、読書を楽しむ事で得たもの。俺が最後まで守り続けているその幸せを、いつか円香も知ることが出来るだろうか。

　出来たらいいなと、そう思った。




「そう言えば、何で私の本を刻んだりしたのよ？　別に嫌いだって言うなら普通に捨てるなり、古本屋に売るなりすればよかったのに」

　全くだ、本を切り刻むなんて人間のすることじゃあありません。いくら円香でもお説せつ教きようが必要です。

「だって、和兄が言ってたんだもん。本を古本屋に売ると、作家に収入が入りにくくなるから、そうするくらいならバラバラにして捨てるか、火を付けて燃やすかしろって。とにかく原形が無くなるように処分しろって」

　そんな酷い事を言ってたのか。本の七罪に基づいて死刑だな、過去の俺。

「だから、私の本を切り刻んだっていうの？」

「うん。すごく分厚い本だったから時間が掛かっちゃって。しかも斬ってる途中に和兄の事を思い出して、もう泣きたくなって。何か通行人に変な目で見られていたけど、仕方がないよね、和兄の言うことだもん」

「へぇ」

　夏野さんの視線が痛い。

　ああ、ひょっとして、俺のせいですか、そうですよね、ごめんなさい。

　そこまで俺の戯たわ言ごとを真まに受けていたとは、素直な妹で嬉うれしいです。

『……いや、ちょっと待てよ？』

　浮かんだ疑問に顔を上げると、同じ疑問を感じたであろう夏野と目が合った。

「じゃあ、別に通り魔事件と関係付けて、本を切り刻んだわけじゃないの？」

「通り魔事件？　何のこと？」

　円香の言葉に、場の雰ふん囲い気きが不ふ穏おんな物に変わる。

「待ちなさい」

　今の発言はさすがに無視出来ない。これまでに円香と交わした会話の中でもトップクラスに無視出来ない話だ。

　うん、円香、お前は何を言っているんだ。

「アナタが、通り魔じゃないの？」

　そうそれ。

　こっちは円香が通り魔なんてとんでもないことに手を染めたと考えていたから、どうにかしなきゃと躍やつ起きになっていたんだけど。

　いや、違うだろ、お前通り魔なんだろ？

　妹に対してむちゃくちゃなことを言っている気がするけど、そうなんだろ？　怒らないから和兄に言ってごらん？

「ちがうよ」

　まさかの四文字で否定されました。

　ここ最近の俺の葛かつ藤とうが！　四文字で！

「私がやったのは公園で本を切り刻んだだけ、あとその子の誘ゆう拐かい」

　俺の事を指さして円香は言う。いや、それだって十分に悪いことなんだよ？

　や、違うんなら違う方が良いに決まってるけど、何かさぁ。

「商店街で、私と会ったわよね、逃げたわよね？」

「会ってないよ？」

「アフロとか斬ったんじゃないの？」

「アフロって誰？」

「じゃ、じゃあ女子高生の制服を切り刻んだり……」

「そ、そんな趣しゆ味みないもん!!」

「街中で暴れたんでしょう？」

「別に私、街の人に恨みとかないんだから！」

　真っ赤な顔で否定する円香。

　どうしよう、じゃんじゃん否定されていく。

『そりゃ、まあ、良く考えれば、そうだよな』

　そもそもここまで直情型の妹なのだ、そんな通り魔事件を起こして云うん々ぬん、といった回りくどいやり方なんかする筈がない。普通に窓から入って、普通に襲い掛かりそうだ。普通なのか？

『待てよ、そうすると』

　致ち命めい的てきな問題が生まれやしないか。

　今回の事件の何もかもが、俺たちの思い悩んで来たことが全部、根元からひっくり返るんじゃなかろうか。

　円香は通り魔じゃない。




　じゃあ通り魔って、誰なんだ？






《以下の単語が用語集に登録されました》

【芝生の広がる公園】……　正式名称は新稲葉公園。夏野霧姫のマンションよりすぐ近くにある大きな公園。園内にはフットサルコートやフードコートの施し設せつも充実しており、週末には家族連れが多く訪おとずれる。地面には一面芝生が敷しかれており、多少無茶苦茶な動きをするには最適な場所とも言える。

【人間離れした戦い】……　春海円香の攻撃は全て直情的に行われていた為、攻撃のタイミングや着弾位置の予測は比較的容易である。攻撃のリズムさえ摑んでしまえば、どんなに破壊力があってもハサ次郎の強度と全身のバネを使って受け流すことは可能。ただし、一歩間違えれば凄せい惨さんな結果になっていたのは確かであり、決して真ま似ねをしてはいけない。

















　疲れ切った円まど香かを連れて、夏なつ野のはマンションに帰って行った。

　円香の事は夏野に任せておけばいい。

　俺は俺でやることがある。

　読者代表、読者の中の読者として。俺の方でこの事件、しっかりと終わらせて見せようじゃないか。




　公園の中を歩き回りながら、考えをまとめていく。

　そもそもこの新しん稲いな葉ばで起きた連続通り魔事件は六つの事件から成り立っていた。

　女子高生が襲おそわれた事件。

　ＯＬが襲われた事件。

　サラリーマンが襲われた事件。

　アフロが襲われた事件。

　春はる海み和かず人ひとが誘ゆう拐かいされた事件。

　本を切り刻む不ふ審しん人じん物ぶつが現れた事件。

　それら全すべてに関かかわっていたのが秋あき山やま忍しのぶの『大罪シリーズ』である。秋山忍の本の存在が、これら六つの事件を、連続通り魔事件として一つに纏まとめていたのだ。

　そう、明らかに別物の事件の集合体であっても。ただ一つの共通点があるだけで、そこには一連の流れが幻視される。




　しかし、春海円香は通り魔事件とは無関係だった。

　春海和人が誘拐された事件。

　本を切り刻む不審人物が現れた事件。

　この二つの事件は確かに春海円香の仕し業わざだったけど、円香は、独自の理由で動いていた。俺の存在を通して、秋山忍と繫つながりが出来てしまったが、本来ならこの二つの事件は秋山忍とは関係が無い。

　六つの事件のうち、二つの事件は通り魔事件とは無関係の物だったのだ。




　そもそも、なぜ秋山忍の本などという要素が通り魔事件に関わってきたのか。

　秋山忍に恨うらみのある者の犯行？　そう考えると、これもまたおかしいことに気付く。秋山忍＝夏野霧きり姫ひめであるということは、誰もが知っている情報ではない。秋山忍に関連した事件が、偶然にも秋山忍が住んでいる街で起こるなんてことは、まずありえない。

　しかし、『大罪シリーズ』がこの事件で重要な役目を果たしているのは事実。

　この矛盾を、どう説明すればいいのか。

　円香の起こした二つの事件を別にして、残りの四つの事件を考えると、ヒントになりそうなものが見えてくる。

　一つだけ毛色が違う事件、アフロが襲われた事件だ。

　今まで全て夜間に、人目の無い場所で行われていた犯行が、これだけは日中、それも人目のある商店街で行われた。そこに俺達は駆けつけ、夏野は犯人の姿を促えて、そして、犯人が落とした本を手に入れた。それまでは姿を見せていなかった犯人が、この時だけはやけに失しつ態たいを犯している。

　なぜ通り魔事件の犯人は、この時だけこんな不用意な行動に出たのだろう？

　いや、そのような行動を起こさなければいけない必要があるとしたらどうだろうか。たとえば、ちょうど近くにいた俺と夏野に事件を見せつけたかったのだとしたら？

　そう、アフロの事件は俺達に見せる為ために突発的に起こされた事件、余りにもあからさまな、俺達へのアピールだった。

　振り返ってみれば分かる。

　残りの三つの事件について俺達が行った聞き込みには全て秋山忍の本の情報が含まれていた。まるで事件と秋山忍の本はセットであるかのように語られていた。

　もしそれも犯人が故こ意いに残した情報だとしたら？　『秋山忍の本が関わっている事』のアピールだとしたら？

　何な故ぜ犯人は、現場に『大罪シリーズ』を残したのか。

　何故犯人は、この街で事件を起こそうとしたのか。

　何故犯人は、事件の情報をここまで支配出来たのか。

　事件そのものに、犯人を特定する証しよう拠こが無くとも。

　秋山忍を、『大罪シリーズ』を、事件の中心に置いている、その事実こそが、犯人へと繫がる鍵かぎとなる。




　公園の外周を巡る遊歩道、その途中。

　木々の間を歩きながら、しかし意識は外さない。

『なあ、そうなんだろ？　全部、お前が仕組んだんだろ？』

　俺はそいつに語りかけている。

　暗くら闇やみに染まった公園の木陰。木の向こう、闇の中に、誰かの存在を確かに感じる。

『最初に違い和わ感かんを感じたのは、大した事じゃないんだ。ペットショップの前でお前が夏野に責められている時、言ってたよな、「よってたかって私を責めるなんて」ってさ』

　人影がわずかに身じろぎする。

『何で、「よってたかって」なんだ？　あの場にいてお前を責めていたのは、夏野一人だけだよな？　よってたかって、ってのは、多数が少数を攻こう撃げきしている時に使う言葉だ、あの場で使うのは相応ふさわしくないよな』

　人影は無言で。

　しかし俺の言葉に耳を傾かたむけていると、そう確信している。

『ひょっとしたら、あの場に他の誰かがいたのかも知れないよな？　いたんだよ。夏野と一緒になってお前を責めている奴が、確かにいたんだ。まあ、この俺なんだけどさ』

　俺は構わず人影に向かって語り続ける。

『見ての通り俺は犬だ。犬の言葉なんて、普通の人間には届くはずがない。だけどお前は、俺の言葉に反応してしまった。俺のことを数に入れてしまった』

「…………」

　返事はない。

　しかし、無言の反応を確かに感じる。

『最初から聞こえていたんだよな、俺の声。初めて会った時から、ずっと。道理で妙な態度を取ると思っていたんだ。それがごまかしだったのか、お前の地なのか、それは知ったこっちゃないけどな』

　雲間に光が差し、木陰に隠れていた人影を照らす。

　月光に照らされながらも、なお窺うかがい知しれぬ、その瞳ひとみの中の闇。

　星の無い夜空のような、

　それは悪意に満ちた無む明みよう。

　柊ひいらぎ鈴すず菜な。

　秋山忍の担当編集者。

　この通り魔事件の真犯人が。

　クカカ、と奇妙な笑い声を伴いながら、俺の前に姿を見せた。


　　　　　　　　



　対たい峙じする。

　夜の暗さと、長い前まえ髪がみで、鈴菜の表情を正確に窺い知ることは出来ない。

　ただ前髪の隙すき間ま、僅わずかに見える片目だけが、爛らん々らんと光っている。病的な色でこちらを見つめている。

「なんだ、バレちゃってたんですね」

　口元は大きく三日月に吊つり上あがる。今まさに、その罪を指摘されたというのに。だからこそ笑えるのだと、この逆境こそが楽しいのだと、そう告げるように笑っている。

『やっぱり、俺の声が聞こえていたんだな』

「ええ。ちなみにこのこと、秋山先生はご存じで？」

『さあな。でも夏野だって、いつかは気付くだろうよ』

「それはそうかも知れませんねぇ。まあそれも一いつ興きようです」

『ドＭめ』

「褒ほめ言こと葉ばですよぉ。別に罵ば声せいでも悪口でも、恨うらみでも辛つらみでも、文句でも苦情でも批判すら不服だって、基本的には何でも褒め言葉です」

　失敗しても、それを失敗だと思わない、そんな性格。鈴菜の中には、成功も失敗も無いのかも知れない。ただ結果だけがそこにあり、それを受け入れるだけ。

　原因も過程も、何もかも無意味と切り捨てられる、その歪ゆがみこそが鈴菜の強さ。

　そして、その歪みが周囲を巻き込むのだ。

『本当に、最悪で厄やつ介かいな奴だ』

「そうですか？　ええと、通り魔事件ですか、正直あまり自信は無かったんですけどね、割と上う手まく運ぶものですね」

　自分のしたことを思い出しているのだろうか、声には喜びの色が混じる。

「まあ、それでも？　アナタには随ずい分ぶんとバレてしまっているみたいですけどね」

『ああ、酷ひどい事件だ、出来そこないの事件にも程がある』

　何故なら。

『確かに通り魔事件はあった。でも、秋山忍を狙ねらった連続通り魔事件なんてものは無かったんだからな』




　たとえば、街中で聞こえる噂うわさ話ばなし。

　たとえば、地域ＢＢＳでの相談事。

　たとえば、電柱に貼はられた注意書き。

　たとえば、もっともらしく書かれたゴシップ誌。

　この時代、情報を拡かく散さんさせる手段はいくらでもある。

　一つ一つは些さ細さいで、不確かな、僅かな情報であっても。それが街というフィールドの中に多数放ほうり込こまれ、拡散し、混ざり合う事で、やがて一つの虚きよ構こうを結けつ実じつさせる。

　噂話から生まれる人々の間の共通認識。

　それが、連続通り魔事件という形を発生させたのならば。噂が架か空くうの事件を作り出すというのなら。そして通り魔事件が噓うそで塗ぬり固かためられた代しろ物ものであるとするならば。最初から事件なんてものすら必要無い。

　事件があったという認識さえあれば、それでいい。

　それだけで、噂が、街が、架空の通り魔事件を作り出してしまう。

　存在しない事件。

　全ては、鈴菜の作り出した噂話の集大成。

　それこそが不ふ明めい瞭りようなこの連続通り魔事件の、幻想でしかないこの事件の、正体だった。




『考えてみれば、俺達の集めた情報は全てお前が用意していた情報だったんだな』

　そもそも、最初の情報源の雑誌だって、鈴菜の所で作っているものだった。それなら、手を加えて記事を捏ねつ造ぞうすることだって出来ただろう。自分の望む情報だけを載のせた、そんな雑誌を俺達に見せることだって可能だ。

『そもそもの通り魔事件、女子高生とＯＬが襲われた事件は確かに存在した事件だったんだろうさ。でも、そこに秋山忍の本が関わっているなんていうのは、お前が作り出した幻まぼろしだ』

　夏野がお姉さんに事件の話を聞いた時に、秋山忍の本の話をされなかったのも当たり前だ。本当に、秋山忍の本は事件に関係がなかったのだから。

『本屋でオッチャンに噂話を流したのも、記者の振りをして学生達に噂を拡散させたのも、ネット上の掲示板で架空の通り魔事件を演出したのも、全部お前なんだろ？』

　女子高生に取材を行った記者というのも、本屋のオッチャンに話した客というのも、全部鈴菜の仕込みだ。全ては最初から逆だった。噂について調査をするのではなく、調査をするふりをして噂を流していた。

　それに、聞き込みの時、俺達にぶつかって来た男も怪しかった。そもそも、夏野みたいな危険人物に、わざわざぶつかりに来るような物好きがいるだろうか。それもこいつの仕込みだった可能性がある。聞き込まれるふりをして、直接情報を俺達に流すために。

『事件と「大罪シリーズ」が関わっている事を教えてきたのもお前だったな』

　そもそも『大罪シリーズ』が、この事件に関わっているのを確信したのは、夏野が追った通り魔が『暴ぼう食しよく』を落としたから。

　あんな分厚い本、故こ意いにでも無ければ落とす筈はずがない。

　だから、それもまた鈴菜の仕込みの一つ。

　この時ばかりは、鈴菜は実際に現場で動いていたのだ。噂ばかりでは、情報ばかりでは、夏野は事件に乗って来ない可能性があった。だから自分で犯人を装よそおって、最後の一押しを行った。

　実際は、円香の件もあって、夏野は別の動機から事件を追っていたのだけれど。

　それでも、事件の形は夏野に伝わった。この事件が秋山忍と関わっていると、そう印象付けることに成功した。

　そう、この事件の何もかもが、夏野を巻き込む為に作られていたのだ。

　鈴菜に用意された情報を追うのだから、俺達は後手に回らざるを得ない。敷かれたレールに従って進むしかない。そんな俺達に、事件の先など見通せる筈もない。

『俺達は最初から、お前の手のひらの上で踊おどっていたんだな』




　まるで独り言のように喋しやべり続つづける俺の言葉に、初めて鈴菜が反応を見せる。

「へえ、なかなかイイ線いってるんじゃないですか？　推理と言うよりは妄想みたいですけどね。聞いていて、それっぽいなあとは思いますよ？」

『じゃあ、ついでにお前の目的も言い当ててやろうか』

「あら、踏ふみ込こんできますねぇ」

『夏野の為だ、と。そう言うんだろう？』

　そう、鈴菜の目的は、俺の願いと同じ物。だからこそ理解が出来る。

「正解、それは百点をあげましょう。全ては、秋山先生に、スランプを脱してもらうためですよぉ」

『やっぱり、そうか』

　秋山忍のスランプ。担当作家の危機。

　それをどうにかしたいと思うのは、編集者として当然の考えだろう。

　ただし、そのやり方さえ間違っていなければ。




　夏野をいかにしてスランプから抜け出させるか。

　鈴菜が目を付けたのが、八月に起きた強ごう盗とう事件。俺も巻き込まれ、そして命を失うことになった、あの事件だ。

　そこで夏野は、目の前で俺が死ぬという事態に巻き込まれながらも、犬の姿に転生した俺と協力して犯人を追い、そして事件ごと粉ふん砕さいして見せた。

　その際、事件が終わろうとするその時に、夏野は突然書き始めた。執しつ筆ぴつが止まっていた『大罪シリーズ』の最終巻を、まさに強盗事件の起こった喫きつ茶さ店てんで書き始めて見せたのだ。結局はボツになってしまったけれど。

　確かに、こうして見れば、まるで強盗事件が夏野のスランプを克こく服ふくさせたように見えるだろう。事件という異常事態が、夏野の筆を進めたと。

　いつだったか、同じことを考えた事がある。そう、あれは初めて鈴菜と出会った日だ。

『聞いてたんだろ？　最初に会ったあの時の、俺達の会話を』

「ええ、随分しっかりと説明してくれましたからね」

　事件が起きれば夏野の筆が進むという、妄想。

　事件こそが夏野の執筆を促進しているという、空想。

　そんな、どうしようもない俺の考えを、鈴菜は全て聞いていたのだ。

　たとえその妄想が真実だとしても、その空想が正せい鵠こくを射いていたとしても、そんな事件がそうそう起こる筈もない。当たり前だ、あんなのがしょっちゅう起こってたまるか。

　しかし、鈴菜の思考はそこで止まらなかった。

　ある意味では、見上げた執しゆう念ねんとも言えるだろう。

　事件が起きないならば、起こせばいい。

　鈴菜は意図的に事件を起こすことで、夏野のスランプを打破しようとしたのだ。




「そう、全ては秋山先生の為、秋山忍の本の為です。事件も悲劇も、何もかも作家の為、本の為です」

　芝しば居いめかしたように鈴菜は両手を掲かかげ、語り始める。

「試練が必要なら与えましょう。苦難が必要なら与えましょう。安らぎが必要なら与えましょう。快楽が必要なら与えましょう。それらは全て作家の為、本の為。その為なら私は全ての汚名を背負って見せます」

　その姿には悪びれる様子などは微み塵じんも無く、ただただ己おのれが正しいと思い込んでいるかのよう。

　どうしようもない自じ己こ陶とう酔すいの極み、文字通りの確信犯。

　その思い上がりを、許しておける筈もない。他でもない、同じく秋山忍の本を待つ者として、許せる筈がない。

　鈴菜には秋山忍という、作家という存在しか見えていない。

　自分が手を下すことで、作家に執筆を進ませる。それはまるで、作家の事を書く機械だとでも思っているようで。

　他者の手による執筆の促進だと。

　ふざけるな、作家を何だと思っていやがる。

　そんなこと、許される筈がない。

　秋山忍の本に、そんな誰かの手を入れて良い筈がない。

　あいつの本は、あいつだけの物だ。

　そんな誰かの意思で、思おも惑わくで書かされる物じゃない。

　誰にも邪じや魔まはさせない。

　そんなことは、秋山忍の読者が許さない。




『お前が、秋山忍の事をその程度の作家だと思っているなら、そりゃ大間違いだ』

「……私が、先生を見くびっていると？」

『見くびっているし、馬ば鹿かにしているし、甘えているよ。お前は結局のところ、あいつの事をこれっぽっちも信じちゃいないんだよ』

「…………」

『あいつは、お前の物じゃない』

　本当に、秋山忍を、夏野霧姫を信じているのならば、こんなことはしない。手を貸さなければ前へ進めない作家だなんて、そんな風に考えたりはしない。

　秋山忍は人並みの弱さを抱えていても、当たり前のように泣いたりしても、それでも書き続ける、強さを持っているのだから。

『あいつは、自分で考え、自分で納得して、何があろうとも前へ進む！』

　そうやって歩むと、確かに言ったのだ。

　それが秋山忍で、夏野霧姫だ。

『スランプも！　悩みも！　全部あいつのもんだ！　秋山忍のもんだ！　全部ひっくるめて作家のもんだ！　横から知ったような顔して口を出すんじゃねえ！』

　夏野が書くべきだと、そう信じた時に、作品は生まれるのだ。

　何もかも、自分の中にあるもの、自分が信じるものから、作品を生み出す。それが夏野の語った生き様。

　そこに読者が言うべきことなんて、無い。

『お前も読んだんだろ、お前も編集者である前に秋山忍の読者なんだろ！　だったら作家を信じろ！　秋山忍を信じろ！　作家が読者を信じると言ってるんだ、読者も作家を信じろ！！！！』

　だから、信じて待てるのだ。いつか必ず、最高の本を生み出すのだと。

　それを読みたいと、そう思って待つことだけが、読者に出来ること。




　けれど。

「言いたいことは、それだけですか」

　もう一人の読者には届かない。

　価値観が、完全に食い違っている。

「それでも、書けなければ、意味はありません。書き続ける事だけが作家の存在意義です、書かない作家には塵ちりほどの価値もありません。だから私は書かせます、たとえそれがどんな手段であったとしても」

　分かり合えない。

「何と言われても、私は、自分が正しいと思う事をしている」

　理解出来ない。

「アナタが何者なのかは知りませんが。私だって、秋山忍の本をずっと読んで来ました、デビューした頃から、ずっとずっと。間違いなく、歴史に残る作家になり得ると、そう確信しています。だから、それを手助けする。本を書くのに邪魔な何もかもを排除します。本を書くのに必要な何もかもを用意します。まっすぐに最高の本へと向かってもらうこと。それが私の仕事で、意地で、正義です。その為だったら、何だってします」

　先程までとは違う、真剣な表情を浮かべながら鈴菜は語る。

　それは、やっと垣かい間ま見みえた、柊鈴菜の本心であったのか。

「そういえば、アナタは、随分先生と仲が良いみたいですね？」

『いきなり何を……』

「先生の事をずっと見てきた私には分かります。先生が、他人に対してあそこまで感情的になるなんて今までなかった。アナタ、一体先生に何をしたんですか？」

『……さあな』

　鈴菜の意図が読み取れず、曖あい昧まいな返事をした瞬間、鈴菜の瞳に強い光が浮かぶと同時に何かが投とう擲てきされた。

『……ッ!?』

　俺の足元に突き刺さったのは青いカッターナイフ。夏野の部屋で鈴菜が振り回していたのと同じ物だ。

「アナタが、全身を串くし刺ざしにされた状態で郵便受けの中にでも入っていたら、先生はどう思うのでしょうか？」

　更に数本のカッターナイフを片手に広げながら、鈴菜は続ける。

「全身の血を抜かれた状態で、リビングの中央にでも吊るされていたら、先生はどう思うのでしょうか？」

　鈴菜はなおも真剣な表情のままで。

「飼い犬の陰いん惨さんな姿。もしそんな物を目にした時、先生はどんな事を考えるのでしょうか？　どんな感情を抱くのでしょうか？　そして、その感情からは一体どんな本が生まれるのでしょうか？　間違い無く傑作になりますよ。私には、それを生み出させる事が出来るんです」

　鈴菜から向けられる感情、それはまさしく純然たる殺意。

「読みたいとは思いませんか？　まあ、その本が書かれている時、アナタは既にこの世にはいないかもしれませんが、本の一部になれるのなら本望でしょう」

　いつかも感じた死への恐怖が身体からだを包む。

『……そんな事をしたら、お前だってただじゃ済まないぞ』

「大丈夫ですよ、上手くやりますから。それに、私がやったという事がバレて、先生から同じ目に遭あわされたとしても、私には何の問題もありません」

　虚こ空くうを見つめてうっとりと鈴菜は語る。

「愛する飼い犬を担当編集者に殺された、その事実から生み出される先生の本に比べたら、私の命なんて塵ほどの価値もありませんから」

　ゾクリ、と全身に寒気が走る。目の前にいる鈴菜が急に巨大な蛇にでもなったかのような感覚。

　異常なまでの秋山忍への執着がそう見せているのだろうか。

　これが柊鈴菜。

　秋山忍の、担当編集者。




「…………冗じよう談だんですよぉ」

　その一言と共に、殺意が消え、圧力が消えた。

　目の前にはただカッターナイフを持った鈴菜の姿だけが、残っている。

「質問はもうありませんよね？　ちなみに何でアナタの言葉が聞こえるのかなんて聞かないでくださいね。そんな些さ細さいなこと、私は知りませんから。私にとってはアナタは最初から喋る犬でしたよ。先生はまた珍ちん妙みような生き物を飼い始めたと思ったものです」

　打って変わって軽い表情のまま、鈴菜は告げる。

「無いならそろそろ帰りますよ。これで先生の執筆も進むことでしょうし、また後日、原稿を受け取りに行きます」

『帰れると、思っているのかよ』

「思っていますよ？　別に、私がやったという証しよう拠こもないでしょうし、ねぇ」

　確かにその通りだ。街中で鈴菜がどんな噂を流していたのか、それをいちいち確認することなんて出来はしない。俺とこうして話しているのも、余裕の表れだろう。

　鈴菜の目的は、既に十分なほど達成されている。

　期待通りに、夏野は事件に巻き込まれた。スランプを脱するかどうかはこれから次第だけど、夏野のことだ、きっとやり遂とげて見せるだろう。

　鈴菜の目的は、きっと叶かなう。

　俺の気持ちなど無視して、叶ってしまう。

「現実に解答編なんてありません。推理も妄想も、どちらも変わらない」

　だからこれで終わり。

「それじゃあ、また会いましょう。本当の苦痛を分け合える、その時まで」

　そう言うと、俺の足元のカッターナイフを回収して柊鈴菜は去っていく。

　今の俺に、それを引き留める術すべは無い。

　事件を起こした鈴菜の目的。秋山忍の新作の執筆。

　それが、俺の願いと重なっていたとしても、俺は鈴菜を認めることは出来ない。いや、重なっているからこそ、決して認めることが出来ない。

　だから理解する。俺と鈴菜は、秋山忍という作家を通して、向かい合う存在、決して交わることは無い。

　柊鈴菜は決して相あい容いれぬ天敵にして宿敵。

　俺にとってのラスボスだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【噂話】……　最古にして最も原始的なメディアの形態。そこには特別な装そう置ちも資格も必要なく、ただ人が存在しているだけで噂話は生まれる。






　こうして、この事件は終わった。終わってしまった。

　公園を吹く風よりもなお冷たい、それは敗北の温度。

　正直、勝負にすらならなかった。別に謝罪させようとか、反省させようとか、そういう目的を持って当たったのではないけれど。それでも鈴菜が何一つ悪びれずに去って行ってしまったことが、俺に敗北感を植え付けた。

「いたいた、ほら早く帰るわよ。せっかくなんだから妹の側にいてあげなさいよ」

　と、公園の入り口から当の夏野がこちらに歩いてくる。

『夏野……』

「何よ、妙に疲れた顔をしちゃって」

『円香は？』

「部屋についたらすぐに寝ちゃったわ、相当疲れていたんでしょうね」

　マンションから飛び降りたり、夏野と激しく立ち回ったりしたんだ、そりゃそうか。あんだけやってピンピンしている夏野さんがおかしいんですよね。円香はあくまでも一いつ介かいの中学生だ、こんな規格外と比べるのがどうかしている。

『そうか、良かった……』

　憔しよう悴すいしきった俺が気になるのか、夏野は心配そうな声を掛けてくる。

「……何かあったの？」

『いや、何でも無いよ、帰ろう』

　マンションへの帰り道に足を踏み出したところに、夏野の声が掛かる。

「そう言えばさっき、鈴菜と面白そうな話をしていたわね。それが原因かしら？」

『聞いてたのか!?』

「バカね。どうせ私に隠し事なんて出来っこないんだから、さっさと言っちゃえばいいのに」

『……いや、簡単に言える話でもないと思って、さ』

　夏野に聞かせたい話ではなかったんだけど、俺の心は読まれているし、勘のいい夏野の事だ。いずれ知る話でもあるだろう。バレてしまったのならしょうがない。

「随分とやってくれたようね、まさか連続通り魔事件自体が鈴菜の仕込みだったとは、これは一本取られたわね」

『……ああ、そうだな』

「話は分かったわ。アナタが何を心配しているのかは知らないけど。私は私のやり方で、これまでのようにやるまでよ」

　おもむろにポケットから携帯電話を取り出して、どこかに掛ける。相手が出たと思うと、一言二言だけ話して、すぐに切った。

『これまでのように？』

「文句があるなら、本人に言えば済むことでしょう？」

　本人？




　と、ダッシュでこちらへと駆けてくる人影。

　柊鈴菜さんです。

　おいラスボス戻って来たぞ。

「ええと先生、お呼びでしょうか……」

　本気で走って来たんだろう、息を切らしている。

　横目で俺に向ける視線が、めちゃくちゃ気まずそうだ。

　そりゃそうだよな、ついさっき何か決きめ台詞ぜりふっぽいことを言いながら颯さつ爽そうと去って行ったのに、こうして普通に呼び戻されているんだもの。

　そんなサラリーマン根こん性じよう丸出しの相手を、ラスボス認定しちゃった俺の方も気まずいんだよ！

　ラスボスならもうちょっと威い厳げんを持てよ！

　別れた二分後に出会うなんて、気まずい事この上ないんだよ！

　そんな俺と鈴菜の間の微妙な空気感も、夏野にとってはまったく気にならないらしい。

「良く来たわね、まあまずはそこに座りなさい」

「そこと言われても、先生、そこは土ですけど？」

「それが？」

「冬の地面って、割と冷たいんですけど……」

「何か問題が？」

「いいえ、何も問題ありません」

　夏野さん、目がマジで怖いです。

　鈴菜を地面に跪ひざまずかせると、銀色のハサミで手遊びしながらその周りを回る。

　ああこれ、アフロの時と同じ尋じん問もんの構えだ。つまりこれからひどいことが起こります。

「で、鈴菜、今回の件を仕組んだのはアナタなのね？」

「はい、そうです！　私がやりました！」

　元気に返事するなよ。小学生かよ。

　お前さっきははぐらかそうとしていたじゃないかよ。何あっさりと認めちゃっているんだよ。何かカッコつけて推理とか聞かせていた俺がバカみたいじゃないか！

　恥ずかしいな！　さっきまでの俺って何だか凄すごく恥ずかしいな！

　夏野の質問に鈴菜は一つ一つ丁てい寧ねいに答えていく。

　事件の謎なぞとか、そんなものは最も早はやどこにもなかった。あれだけ意味ありげにはぐらかしていたのは何だったのか。

「私の本を使って連続通り魔事件に仕立てあげたのね？」

「はいそうです！」

「女子高生とＯＬが襲われた事件との関係は？」

「ありません！　ちょうど、そんな事件が起こっていたので、利用しました！」

「ネットの情報を操そう作さして、存在しない第三の通り魔事件を仕立て上げたのはアナタなのね？」

「はいそうです！」

「じゃあ、私にぶつかって来たあの男は？」

「あれはバイトです！　存在しない第三の通り魔事件に信しん憑ぴよう性せいを持たすために雇やといました！　時給八二一円！　領収書は出ません！」

　当たり前だ。

「何で、『大罪シリーズ』を使ったの？」

「事件の見立てにするのに丁ちよう度ど良かったからです！　私が知らないところで別の事件でも『大罪シリーズ』が使われていたみたいで失敗しちゃいましたけど！」

「別の事件？　まさかそっちにもアナタが関わっているの？」

「いいえ、関わってません！」

「じゃあ、何でそっちにも『大罪シリーズ』が関わってる事を知っているの？」

「やだなあ、ペットショップの前で会った時に、そこの犬が大おお真ま面じ目めに言ってたじゃないですか！　全部聞こえてましたよ！　それに本を切る不審人物の話は結構噂になってましたしね！」

　俺？　俺のせいなの？

「せっかく既刊六冊を使ってうまいこと見立てを考えていたのに、いい迷めい惑わくですよ！　『怠たい惰だ』と『憤ふん怒ぬ』なんて特にお気に入りだから後に取っておいたのに！」

　えっ、何？　じゃあ円香と鈴菜の事件で『大罪シリーズ』が同時に使われてたのって本当に偶然なの？　そりゃねえだろ！

　お前らどんだけ『大罪シリーズ』好きなんだよ！

「アフロを斬ったのもアナタ？　連続通り魔事件の一つに見せかけようとして、わざわざ『暴食』を落としたのよね？」

「はいそうです！」

「まあ、アフロの事は良いにしても……」

　良いのかよ。せめてアフロに一言了解を取ってからにしろよ。アフロの知らないところで犯人と和解するなよ。アフロだって立りつ派ぱな被害者なんだぞ！




「……あのね」

　一つため息をついて、夏野は告げる。

「私だって、好きでスランプになった訳じゃないけど。書けないのなら、私自身に問題があるの。それは私が自分で解決しなきゃいけないことで、他から強しいられるものじゃない。スランプの一つや二つ、自分で乗り越えなければ意味が無いわ、作家舐なめるんじゃないわよ？」

「……はい」

「私自身が納得できないで、読者を納得させられる本が書ける筈が無い。そんな中ちゆう途と半はん端ぱを読者は望んでいない。だから私は、私の作品を、私の中から生み出さなければいけないの。失敗も挫ざ折せつも、全部自分の力で乗り越えていくことに、価値があるのよ」

　それは夏野が円香に言ったことと通じるように思う。

　大事なのは、自分の中で決断すること。

　自分を曲げず、噓をつかず、正直にあること。

　いや、自分に正直過ぎる人ばっかりのような気もするんだけどね。

「それにね、スランプならもう脱したわよ？」

　そして重大なことをあっけらかんと言い放つ夏野。

『へ？』

「へ？」

　ハモった。

『いつ!?』

「いつ!?」

　またハモった。リアクションが被かぶるのが気になる。

「昨日の夜よ、そこの犬にお仕置きをしていたら、急に」

『はぁ!?』

「言ったでしょう、昨日は寝てない、って。私が寝てないって言ったら、本を書いてるに決まってるでしょう？　全く鈍犬なんだから」

『何だよそれ、早く言えよ!!』

「別に、聞かれなかったんだもん」

『もん、じゃねえよ!!』

「ちょ、ちょっと待ってください!!」

　俺達の会話を遮さえぎるようにして鈴菜の声が響く。

「げ、原稿は今どこにあるんですか？」

　鈴菜は立ちあがり、全身を震わせながら夏野に迫ろうとして。

「誰が、立ちあがってもいいって言ったのかしら？」

「……はい」

　夏野の冷たい視線に制されて、正座ｏｎ地面に逆戻り。

「心配しなくても、ちゃんとここにあるわよ」

　そう言って、黒いコートの中に右手を差し込む。

「ほら、受け取りなさい」

　そして中で何かを摑つかむと、頭上に向けて勢いよく放り投げた。

　一瞬視界が白く染まる。

　視界を覆おおい尽つくしたのは作家の魂たましいの欠片かけら。

　原稿用紙。

「うわわわわわわわわわわわ」

　正座した姿し勢せいのままで、空中を舞う原稿用紙を器用に回収する鈴菜。その様はアメフトのレシーバーもかくやと言う程である。

「一枚でも落としたら、分かってるでしょうね？」

「あわわわわわわわわわわわ」

　だったら最初から投げなきゃいいのに。

　夏野の脅おどしを受けながら、必死に原稿用紙を回収する鈴菜。

　俺も飛び跳ねながら、ヒラヒラと舞う原稿用紙を口で捕まえる。




「ふう、これで全部ですね」

　全ての原稿用紙を捕まえて一息つきかけた鈴菜に夏野は問いかける。

「それで？」

　自信に満ちたいつもの表情で。

「どれが、いいのかしら？」

　鈴菜の抱えた原稿用紙の束を指さす。

「どれが、とは？」

　夏野の質問の意味を測りかねたのだろう。鈴菜は胸に抱えた原稿用紙に一瞬だけ目を落とす。

「……あれ？」

　しかし、すぐに顔を上げて。

「たくさん、ある……」

　呆ほうけたように声を上げた。

『たくさん？　おい、まさか』

　俺の疑問に答えるかのように、手にした原稿用紙をめくりながら、鈴菜は狂きよう喜きの声を上げる。

「これは『街シリーズ』！　これは『夢見シリーズ』！　これは、これは、見た事ありません!!　新作ですか!?」

「とりあえず出だしの部分だけだけどね。証明するには充分でしょ？」

　果たして夏野の声が届いているのか、一心不乱に原稿用紙を読み続ける鈴菜。その眼球は異様な速度で動き、段々と口の端が吊り上がっていくのが分かる。全身が小刻みに震えている。

「先生!!　先生!!　どれも素す晴ばらしいです!!　スランプ脱出ですね!!」

　そう、歓喜の言葉を言い放ち、夏野に抱きつこうとして。

「誰が立ちあがっていいって言ったのかしらね？」

「……はい」

　三度地面に戻った。しかも今度は土ど下げ座ざｏｎ地面。

　夏野さんマジ霧姫。

「いい？　そのままで、聞きなさい」

　そう言いながら、夏野は鈴菜の背中を踏みつける。何か気持ちよさそうな声が聞こえたのは無視しておこう。

「見ての通り、スランプは脱したわ。アナタが起こした事件なんか関係なくね」

　夏野は優しげに、鈴菜を踏みつけている足に体重をかける。いや優しいか？　背骨バキバキ言ってるけども。

「いや、違うわね。アナタが起こした事件と関係があるのかどうかなんて分からないわ。スランプなんて、何が原因でなるのかも分からなければ、何が原因で脱するのかも分からない、そんな曖昧なものなのよ？」

　声に強い力を込めて、ついでに踏みつけている足にも力を込めて夏野は告げる。

「心配してくれるのは嬉うれしい。でもね、邪魔はしないで。スランプも何もかもを乗り越えて、私は書く、書いて見せる。それが、私の作家としての生き方なんだから」

「でも、私は先生の為に……」

「もし、私の言う事が守れないんだったら」

「だったら？」

「これから出来る限りアナタに優しい態度を取り続けてやる」

「へ？」

「これからも、よろしくお願いしますね、柊鈴菜さん」

　急に深しん窓そうの令れい嬢じよう然とした仕し草ぐさと表情で、優しい言葉をかける夏野に対して、鈴菜は冷や汗を流しながら、額ひたいを地面にぶつける勢いで土下座した。

「ごめんなさい!!　もうしません、絶対にしません!!」

　大の大人がマジ謝あやまりですよ。涙を流しながらの土下座ですよ。むしろ地面に全身をべったりつけて謝っている。五体を接せつ地ちした、最上級土下座の構えだ。

　そんなに優しくされるのが嫌なのかよ、確かに一周回ってすげえ怖かったけどさ。




　そして鈴菜は土下座の状態で、こっそりと俺に向けて囁ささやく。

「それじゃあ、また会いましょう。本当の苦痛を分け合える、その時まで」

『いやもう一度言うのかよそれ』

　どや顔で何を繰くり返かえして言ってるんだよ。気に入ってんのか？

　だったらこっそり言うなよ、決め台詞のつもりなら堂々と言えよ。土下座したままで言ったところでまったく決まっていないから。

　こいつ、本当に俺の敵なんだよな？

「ふふ、ゲルゼノム様の次に倒してあげますよ」

『え、その設定ってまだ生きてたの!?』

　マジ奇声のマジ妄想から来るマジ奇行だったのかよ。これは鈴菜に対する評価を大きく変えざるを得ない、マイナス方向に。

　どこまで本気か分からないが、本当、関わり合いになりたくないよな。ラスボスとか認定しちゃってから言うのも遅いんだろうけど。




「それじゃあ帰りましょうか、いい加か減げん疲れたわ」

　軽く伸びを一つして、夏野は笑顔で告げる。

『そうだな、帰ろう』

　我が家に帰って、本を読んで、そして眠ろう。

　明日には円香も落ち着いているだろう。言葉は通じなくても想おもいは通じる、久しぶりに兄妹の会話を楽しもう。カレーも、肉体に危険が及ばない程度なら食べてやっても構わない。夏野にもふるまってやればいいと思う。いっそみんな巻き込まれればいい。

　平和を取り戻したこの街に抱かれて、そうして明日も生きていこう。

　自分自身に、誇ほこれる自分であるように。

　読者として、作者として。

　自分自身を受け入れて、乗り越えることが、何よりも難むずかしく、大切なのだから。




「……あのー、先生、よろしいですか？」

　黙ってろよ、まとめに入ったんだから。

　こちらの空気を微み塵じんも読まずに恐る恐る声をかけてくる鈴菜。帰れよ。出来れば羊水の中にまで。

「誠に申し上げにくいのですが、終電が行っちゃったんで私も先生の家にお邪魔していいですか？」

『…………』

「…………」

　嫌なラスボスだった。

　走って帰れよ。

　そのまま地球一周でもして来いよ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【柊鈴菜】……　秋山忍の担当編集者。京都府Ｍ市出身。現住所・家族構成不明。書しよ林りん社しや第二文芸部十じつ傑けつ集しゆうの一人。言動と行動に奇怪な部分が多く見受けられるが編集者としての腕は優秀であり、彼女が担当になった作家は不ふ思し議ぎと筆が進むと評判である。しかし、その実態は全てを捨ててまで作家の為に献けん身しんするという、やや間違った情熱の賜たま物ものであり、執筆を促うながすためには非合法な手段を用いる事も辞じさない危険人物である。犬になった春海和人の声が聞こえる二人目の人物。

【決め台詞】……　ここぞという時にバッチリ言えた時のカタルシスは凄すさまじいが、逆にいまいちそぐわないタイミングで言ってしまうと、その魅み力りよくは半はん減げんしてしまう。口くち癖ぐせのようにして使うという手もあるが、やはり最高の時と場所を選んで使いたいものである。

【本当の苦痛】……　柊鈴菜曰いわく、ただ痛ければいいというものでもないらしい。


















　　　一一月　二三日






　俺と夏なつ野のは、岡山へと戻る円まど香かを見送るため、新しん稲いな葉ば駅のホームにいた。

　盲もう導どう犬けんでもない犬を、キャリーバッグにも入れずに駅の構内に堂々と連れ込むのはどうかと思ったが、夏野が全力で駅員を睨にらみつけていたのと、俺が全力で無害なぬいぐるみに徹てつしていたのが幸さいわいしてか、無事にホームまで辿たどり着つくことが出来た。

　本当、要いらんことで疲れるよな、今の生活。

　夏野の奴が無む駄だに厄やつ介かいごとを引き寄せているんじゃないだろうか。

　事件の陰にやっぱり夏野、って感じだよな。出来れば無人の荒野かどこかに引っ越してくれればいいと思う。残されたマンションと本は俺に任せてくれれば無問題。

「へえ」

　まあ、俺の命がちょっとピンチなので、この話はここまでですが。

「別に荒野に行っても良いけど、アナタも一緒に来るのよ？」

『いや、本が無い所に行ったら、俺って三日と持たないし』

「逆に聞くけど、本があればどこでもいいの？」

『いいよ？』

　何当たり前のこと言っちゃってるの？

「じゃあ、私が将来、蔵書集めて図書館建てるって言ったら、どうする？」

『俺は一生お前の物になる。当たり前だろ？』

　そう即答すると、夏野は妙に赤い顔をしてぶつぶつと呟つぶやく。

「……案外、どうにでもなりそうよね」

『何がだよ』

「……将来設計」

　その将来を心から応おう援えんしたい。俺の身に危険が及ばない限りは。




「お待たせ、しました」

　荷物を抱えた円香が階段を上って来た。

「早くしなさい、すぐに電車が来るわよ、義妹いもうと」

「……今、何か嫌なニュアンスの言葉が聞こえた気がしたよ？」

『同じく』




　そうして、ホームの中央で、白いケースを持った円香と俺達は向かい合う。

　ってかそのケースの中身って、やっぱり例の包ほう丁ちようなんだろうな。そりゃ電車で帰るしかないよな、飛行機だと確実に荷物検査で引っかかるもんな。そもそも警けい察さつに見み咎とがめられた時点でアウトのような気もするけど。

　とにかく、円香はあっさりと帰ることを決めていた。

　あれほど見せていた春はる海み和かず人ひとへの執着もなく。

　晴れやかな表情で、見送りを受ける。

　その顔は、思い出の中で見せていた、俺の自じ慢まんの妹の物で。

　だから安心して、送り出すことが出来る。

　これから先、離れ離れになってしまうけれど。

　もう血の繫つながりもない、種族の違いのある、そんな繫がり方だけど。

　春海円香が、俺の妹であったことは。

　俺が、春海円香の兄であったことは。

　それは何物にも代えがたい、確かな絆きずなだから。

　だから、笑顔で見送るのだ。

　この先、春海円香が幸せであるように祈る事、それがかつて兄だった俺に出来る、最後の事だと思うから。




　感かん傷しようを吹き飛ばすように、ホームに電車が入ってきた。

　これでお別れ。

「ありがとうございました」

　笑って。

　でも少し泣きそうに。

　春海円香は、新稲葉から離れていく。

　それを見送るしかない。




　しかしそれを引き止める、夏野の声。

「また、来ればいいわ」

「え？」

「なんだったら、この犬のことを本当の春海和人だと思ってもいい。特別に私が許可するわ。この私が」

「いいの？」

　円香が意外そうな顔をして振り返る。

「気が向いた時に来て、この犬を好きにしていいのよ」

「いいの？　何をしてもいいの？」

　何だその不ふ穏おんな言い回しは。

「ちょっと斬るぐらいなら大丈夫だから、安心しなさい」

「そうなんだ、分かった」

　分かるな。

　分かるなよ妹。

「いつでも来なさい。新稲葉に来た時はうちに泊まればいいから」

「本当にいいの？」

「大丈夫よ、お金はちゃんと取るから」

「取るんだ……」

『取るなよ……』

　兄妹でダブルツッコミを入れざるを得ない。




「まあ、冗じよう談だんはともかく」

　まるで冗談に聞こえないような、いつもの鉄面皮のままで。

「代金については前払いしてもらっていると思いなさい」

　こちらを見る夏野。

　俺が何とかして払えってことなんだろうか。俺は当然ながらお金なんて持っていないので、俺の肉体で。まあ、円香のためになるって言うなら別にいいんだけど、きっと痛いんだろうな。

「それに、進学先、こっちの高校を受験するつもりだったんでしょう？」

「そのつもりだったけど。でも、もう和かず兄にいもいないし」

　何な故ぜ円香が東京に来たのか、それも聞いてみれば至し極ごく単純なもの、ただ単に進学先、受験する高校の見学に来ただけだった。

　結局のところ、徹てつ頭とう徹てつ尾び、円香と通り魔事件には関かかわりは無かったのだ。

「まあ、こっちの高校に入るのも良いことだと思うし、ご両親は心情的に賛成しづらいでしょうけど。それでも、自分で選んで、決めなさい」

「はい」

　優しく言葉をかける夏野と、力強く答える円香。

「兄の足そく跡せきを辿るのも、自分の道を歩むのも、未来は自由よ。それは自分自身で決めて、考えて、そして確かめて。後悔のないように、進みなさい」

　それは別れの言葉で。

「アナタも私の読者なのよ。読者が助けを必要としているのなら、私はいつでも手を貸すわ」

　それは、誓ちかいの言葉。




「ありがとうございました」

　そしてもう一つ。

「これからもよろしくお願いします」

　円香は最後に一度、大きく礼をして。

　そのまま、電車に乗って去って行った。

　去り際の顔は、どこか吹っ切れたように真まっ直すぐで。

　だから、きっと大丈夫だ。

　遠く離れていても、そのことを信じられる。

　電車が見えなくなっても、その場を動かないでいると。夏野が屈かがみ込こみ、そっと俺に寄り添って来る。

「寂しい？」

『……まあな』

　この別れは、確かに寂しいと思うけれど。

　でも、またいつか違う形で出会えるだろう。

　円香との思い出を繫いでくれた夏野に感謝しつつ、俺はまた本を読んで、生きていく。

　それが、俺の選択した未来なのだから。








終わり










　原稿用紙から顔を上げる。

　いつも通りの夏野の憎たらしい笑顔。

「どう？　それが次の本のあらすじなんだけど」

『またこのパターンなの!?　もういいよ！　それより早く「色しき欲よく」書けって！』

　足元には分厚い原稿用紙の束たば。こんな束になるほどのあらすじがあってたまるか。

「素晴らしいです先生！　特に私がハサミで斬きられているところなんか最高！」

　あ、お前いたんだ。

　一応ラスボス扱いなんだからあんまり頻ひん繁ぱんに出て来ないで欲しいんだけどな。

『黙れこのド変へん態たい！　第一お前のやった思いっきりアウトなアレやコレが全部書かれてるんだぞ、出版社の人間がそんなことしていいのかよ!!』

　まあ、別に誰がやっても問題なんだけどさ。

「うーん、確かに言われてみると、そうですねぇ……」

　一瞬、真ま面じ目めな顔をして考え始めたと思ったら。

「でもまあ、面白いから良いんじゃないんですかね？」

　ケロッとした顔で言い放った。

『駄だ目めに決まってるだろ！　これが原因で秋山忍の本が発売中止になったりなんかしたらどうすんだよ！　全国数百万人のファンと一匹の俺が悲しむんだぞ！』

　お前だって、一応は秋山忍の身内なんだからな。

『しかもコレじゃあ円香のことも全部表おもて沙ざ汰たじゃねえか！　駄目！　ＮＧ！』

「えー」

「えー」

『えー、じゃねえよ！　スランプ明けたと思ったらすぐこれかよ！　まだスランプ中の方が大人しくて可か愛わいげがあったよ！』

「……や、やっぱりそういう方が好きなのかしら!?」

「いいえ先生、最近はわりと強気で攻せめてくる方が人気だったりするみたいですよ？」

『何　の　話　だ』

　ああもう、犬の話を聞きやしない。

『そもそも通り魔事件は解決してないだろうが！　そこの変態がやったのは噂うわさを広めただけってんなら、真犯人は別にいるんだろ!?　本当の本当の真犯人！　女子高生と、ＯＬを襲おそった一番最初の通り魔が！』

「ああ、それなら大丈夫ですよ、通り魔事件の犯人は私がしっかり懲こらしめておきましたから」

『え？』

　お前は一体何を言っているんだ。

「そんな、本当に通り魔がうろついている様なところに先生を向かわせるわけ無いじゃないですか。本物はちゃんと葬ほうむりましたって」

　重大な事柄をあっけらかんと言い放つ柊ひいらぎ鈴すず菜なさん。

　何で俺の周りの連中って、大事なことをはっきり言わないんだよ。

　通り魔って、今回の事件のメインだろ！

　何でこっそり片づけてんだよ！

「女子高生の取材をした帰りに、暗がりでこそこそしている奴がいたんで、こうバキっとした後にボキっとしてやったらブシャァァァァってなったんで、折りたたんで路ろ地じ裏うらのポリバケツにポイしておきましたよ」

　擬ぎ音おんが怖い。

『ってことはあれか？　俺達が調査を始めた時点で犯人はとっくに、成敗された後ってことか？』

「まあ、服を切り裂くなんて女の敵ですからね、良い気き味みです！」

　えへんと胸をはる鈴菜さん。そのどや顔が凄すごいムカつく。

「…………そういうことは」

　夏野の怒ど気きが膨ふくれ上あがるのが、手に取るように分かる。

　まあ怒りますよね。ぶっちゃけ全部徒と労ろうだったわけですからね。

　俺の怒りもついでに晴らしてくれそうだし、任せよう。

「えっ、何ですか、その鬼のような表情は？　そうか、ご褒ほう美びですね。結果的に犯人を捕まえたんですものね!!」

「先に言いなさい、この、豚、野、郎！」

「やぁった──！！！」

　夏野の攻撃音と鈴菜の嬌きよう声せいが新稲葉にこだまする。

　俺は本当にこいつをラスボスと呼んでいいんだろうか。




　視線を逸らした先。

　届いたばかりの絵葉書の中で、円香がニコニコと微笑ほほえんでいた。








一人と一匹のバカ騒ぎは終わらない










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンドはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、犬及びドッグとは異なりますので、あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、もしくは初めまして、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。この度は本書『犬とハサミは使いよう２』をお手に取っていただき誠まことにありがとうございます。

『犬とハサミは使いよう』略して『犬ハサ』は相変わらず僕達の本に対する歪ゆがんだ愛情を精いっぱい詰め込んで作られています。ほんの少しでも楽しんでいただけたなら、続きを諦あきらめかけていた作家さんの続巻が発表された時ぐらいに嬉うれしいです。

　さて今回は一巻の製作中に起きたちょっとした出来事を一つ。

　一巻の作業も佳か境きように入ってきたある日のこと、担当さんからカバーデザインの見本が送られてきました。イラストレーターさんとデザイナーさんの力が結集した素す晴ばらし過ぎる出で来き栄ばえを数分かけて堪たん能のうし、次に裏表紙部分に書かれたあらすじに目を通します。

　この時に起きた事を誇こ張ちようせずにお伝えしましょう。あらすじの最後に書かれた『ミステリ系不ふ条じよう理りコメディ』の文字を読んだ瞬間、僕は飲んでた珈琲コーヒーを鼻から噴ふき出だして軽い呼吸困難に陥おちいり、更に零こぼれた珈琲のせいでコタツ布団ぶとんが大変な事になりました。

　まさか拙せつ作さくに『ミステリ』の名が冠かんされることになろうとは……。こうして二巻が発売した今となっては既に後の祭りなのですが、本当に『ミステリ』の四文字は問題が無かったのでしょうか。一巻発売後に『酷ひどいあらすじ詐さ欺ぎにあった』と然しかるべき処ところへ訴うつたえ出る人が現れやしなかったか心配でなりません。




　以下、精いっぱいの感謝を込めて謝しや辞じを送らせていただきます。

　いつも的確なご指し導どうと叱しつ咤た激げき励れいとを下さる笑顔の素す敵てきな担当編集のＡ様。美び麗れいなイラストで『犬ハサ』の世界を彩いろどって下さった鍋なべ島しまテツヒロ様。拙作の製作・出版・流通に携たずさわった全ての皆様。常に支えてくれる家族。東とう陽よう町ちようのビリーザキッドでたらふく食いやがった友人達。応おう援えんしてくれる職場の皆様。長年お世せ話わになったコミックトレイン様。地元のよしみで色紙を置かせていただいた第一書林様と平安堂書店様。拙作を置いていただいた全国の書店様。そして、今この本をお手にとって下さっている読者の皆様。

　本当にありがとうございます、おかげで二巻を出す事が出来ました。しかも、どうやらもう少し『犬とハサミは使いよう』を続けられそうです。続巻もなるべく早めに皆様のお目にかけられるように頑がん張ばりますので、少しだけお待ちくださいね。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。

「あとがき、もう終わっちゃったのかなぁ……」

「馬鹿野郎。まだ始まっちゃいねぇよ」




　という訳であとがきです。始まってなかったのか……。

　二ページ前のは何だ。

　こんにちは、更伊俊介の『伊』です。この度は拙作『犬とハサミは使いよう２』をお手にとって頂き、誠にありがとうございます。読者の皆様のおかげで、こうして無事に二巻を発売することが出来ました。大人も子供もお姉さんも、全ての読者の皆様のお力あってこそのに嚙かんでございます。嚙んじゃった。文字通りに。文字で嚙むなよ。

　さて、前作『犬とハサミは使いよう』でありますが、ライトノベルとして世に出たにもかかわらず、登場人物の男女比が大きく男性側に傾かたむいていたり、平均年齢が妙に高かったりと、ひょっとしてこの作品はラノベのセオリーから外れているんじゃないかな、と発売して初めて気が付きました。同期の受賞作品と比べても明らかに美少女成分が不足しています。そんな自分達の異い端たんの感性に戦せん慄りつを覚えましたが、しかしそういった変化球具ぐ合あいもまた自分達の味なのかなぁ、と思うので、その道を真まっ直すぐ曲がりながら突き進むのみです。ところでこの作品は痛快不条理コメディとジャンル定義されているらしいですが、痛快ってのは「痛いのに快感！」の略でしょうかそうですか違いますか。




　二巻の話もしますね。この巻の新キャラ達は、色んな意味で目立つ感じのキャラ達です。どいつもこいつも、裏表が激しくて、しかし確かな信念を持つ、そんな感じです。

　分かりやすくたとえると、ダブルキャストの攻略本のカバー裏みたいな感じですね。分かりやすくねぇよ。読者の九割九分ぶ九厘りんがそのネタ分かんねぇよ。この本に載のっているどのネタよりも難なん易い度ど高いよ。自分ですら記憶が曖あい昧まいになっているレベルの話をネタにするのはどうなんでしょう。まあファミ通の攻略本なので（ファミ通文庫でネタにする分には）大丈夫。……ですよね？

　駄だ目めだったら大人しく本名明かしの刑に服します。




　今回もたくさんの人々の支えがあって、こうして発売まで至りました。感動感謝感激感涙の極きわみでございます。この本が少しでも皆様の楽しみとなるように祈りつつ、あとがきとさせて頂きます。本当にありがとうございました。




　末まつ筆ぴつとなりますが、二〇一一年三月一一日に発生した東日本大震災で被ひ災さいされた皆様に、謹つつしんでお見み舞まいを申し上げます。


一一年三月某日　更伊俊介
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